
第5章　古墳時代の調査成果

第1節　古墳時代調査の概要

　古墳時代の遺構には、竪穴建物跡51基、掘立柱建物跡4基、土坑5基、段状遣構2基、横穴式石室

を内包する古墳（笠見3号墳）1基、ピットがある。

　この時代は、弥生時代以降の集落が前期で一旦途絶え、空白時期を挟んで中期前半から再び集落が

営まれ、後期中葉ごろまで2棟から8棟前後の小規模な集落が形成され続けている。住居跡に付属す

る掘立柱建物跡は、前期にのみ確認できた。土墳墓と考えられるSI（35・95等も集落内に認められる。

　笠見3号墳は、東伯域で通有の狭長な横穴式石室を内包するもので、TK209併行期ごろのものと考

えられる。墳丘盛土内で移動式壼、鐙金具が出土しており、墳丘築造にかかわる祭祀的な遺物である

可能性がある。（牧本）

第2節　竪穴建物

Sl3（第371・372図、　PL．13・145・152）

　Ol1、012グリッドの標高73．4～73．7mの緩斜面に立地する。　Sll5と重複するが、　SI3がSI15の埋土を

掘り込んでいる。

　すでに東南側の壁は失われているが、長軸5．Om、短軸4．2mの方形プランの竪穴住居跡とみられ

る。床面積は、推定18．6㎡である。住居の東南部は削平が顕著で撹乱坑が床面付近まで及んでいた

が、北東側の壁は比較的遺存状況が良好で、最大で54cmを測る。残存範囲内では壁際に幅10～20cm、

深さ3～6cmの壁溝が全周する。

　検出したピットは10基であるが、Sl！5と重複するため、それぞれのピットの帰属が不明である。柱

位置などを勘案し、当住居跡に伴う主柱穴とみられるものはP1～P3で、本来は4基と考えられるが

検出できなかった。主柱穴間距離は

Pl－P2間から順に4．2m、2．8mであ

る。P1－P2間が広すぎ、補助柱穴が

あったと考えられるが検出できな

かった。P6は、主柱穴より深く構

造柱穴の可能性がある。

　ところで、P8は80×55cmの隅丸

長方形と円形土坑が複合した形状を

示すが、SI3の南壁中央部に位置し、

土坑の長軸とほぼ平行することか

ら、当住居跡に伴う特殊ピットとみ

られる。

　埋土は4層に分かれ、最上層は現

代の耕作土であり、埋土の大半を占

ちン

　　　　　φ8

　吟〆≧ピロzごwごや』益⇒
第370図　笠見第3遺跡古墳時代遣構配置図
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第2節　竪穴建物

表110 笠見第3遺跡遺構一覧表

遺驚名 地区名 襯題x短許謬m 平面形
床面積
i㎡） 時　　期 備　考 遣溝名 駆名 難囎x麟一漆さ）m 平面形

床面積
時　　期 篇　考

SI3 C区 5．0×4．2－0．54 方形 18．6
古墳時代中期末
i天神川江〉

焼失住居 SI1（旧 A区 6．55×6．26－0．28 方形 35．2
古墳時代中期前葉
i天神川v）

SI9 C区 4．0×3．8－0．54 方形 15．1
古墳時代中期末
i天袖‖朕）

SI］］0 A区 4．3×4．⑪7－0．15 方形 13※ 古墳時代中期

Sln C区 4、7？X3．9－0．］？ 方形 ］8．7
古墳時代中期後葉

i天神川～菖〉
SI11］ A区 5．6×5．2－0．3 方形 23．3

古墳時代後期初頭
i天剤llX）

S王12 C区 4．76x4．53－0．72 駄膨 19．］
古墳時代前期前葉
i天神川D

SI1］3 A区 5．6×5．2－0．48 紗膨 22．5
古墳時代前期前葉
i天襯目1）

SI］3 C区 5．3×4．77一⑪．23 方形 25．3
古墳時代中期後葉
i天則順）

SI］｝6 A区 4．2×4．0⊃．35 方形 1］．8※
古墳時代後期中葉
iTK10）

SI15 C区 6、0×6．0－0，37 方形 312 古墳時代前期前葉
i天神1｛lI）

SI117 A区 5．2x5．2－0、56 方形 26．2
古墳時代申期前葉
i天襯IV）

SI16 C区 4．2×3．36－0．51 方彩 14．7
古墳時代中期後葉
i天剤［間

SI］21 A区 4．ox3．5－0．56 方形 ］1．2※
古墳時代中期前葉
i天綱IV）

SI17 C区 4．4X　　－0．19 方形 9．9
古墳時代中鰯ミ

i天襯1間
Sll22 A区 6．6x6．5－0．8 紗方形 32．8

古墳時代前期前半
i天酬瓢）

Sll8 C区 5、5×5．2－0．46 方形 28．4
古墳時代中期中葉
i天神川鋤

SI124 A区 姻x3．8寸．68 長方形 ll．6
古墳時代中期前葉
i天却11V）

SI19 C区 6．7x6、2－0．5 馨丸腸 37．5
古墳時代前期前葉
i天樹1ほ）

SI］27 A区 5．95×2．65↑－LO3 融斑 73↑
古墳時代前期前葉
i天酬iI）

SI2］ C区 4，34×3．83－0．2 騒丸方形 9．91
古墳時代前期前半
i天襯10）

建て替え S夏128 A区 5．OX4．6－0．7 駄秀形 20 古墳時代前期前半

ﾛ襯IH）

SI22 C区 4、82x4．18－0．34 薪揚 16．9
古墳時代中期末
i天捌li眠）

SI］31 A区 4．2x4．2弍．3 翫方形 17．2
古壌時代中期後葉
o天神ll咽

SI25 C区 5．52x4．96－0．54 翫膨 20．9
古墳時代前期前半
i天神川H）

S茎136 A区 4．8×3．5－0．65 蒙長腸 12．3
古墳時代中期前葉
i天訓iv）

SI27 C区 4．06×3．（羅一〇．51 長方形 5．81
古墳時代前期前葉
i天神川1＞

SI137 A区 5．3×4．卜0．47 灘鰯 2ユ．］
古墳時代後期中葉
iTK10＞

SI29 C区 7．1x63－0．52 方形 40．1
古墳時代後期初頭
i天樹llX）

SI］42 A区 5．9×4．7－0．35 方形 23．6※
古墳時代申期中葉

i天襯間

SI3］ C区 5．6×5．1－0．43 方形 23．3
古墳時代後期中葉
iTKIO）

古墳時代前期前半
o天剛旧〉

SI32 C区 5．94×5．80－0．5 方形 33．5
古墳時｛舗醐前葉
i天柳旧）

「「「×「「叩ひ「「

Sll46

求u「ゴw…「「「「『

rI］50

A区

u「×内「「「「「「「

`区

6，3x6．1－039

T。5×4．6－0．41

方形

ｷ方彩

28．2

D「一．「ゴ…A「

Q0．3
古墳時代中期末

i天神川助

SI33 C区 5．9×5．5－0．54 方形 27．7
古墳時代醐末
i天神川⑳

SI155 A区 3．3×2．9－0ぼ8 不整方影 8．5 古墳時代中期

SI35 C区 5．gx5．Ol－0．39 方形 ］8．7
古墳時代中期前葉
i天納v＞

SI161 A区 6、ox5．4－0．55 長方形 27．2※
古墳時代中期末
i天神〕駆）

SI39 C区 4．8x4．7－LO 湾形 20．］ 古墳鰍禰期前半
i天神咽）

Sll62 A区 5．0×4．2－0．2 長方形 王7．3※
古墳時代中期後葉
i天剛帽）

SI4］ C区 4．gx4．4－0．8 方形 ］3．3
古墳時代中期末
i天襯1頁）

SB8 C区 12．4×4．4 腸x2藷
古墳時代中期後半（天袖li瑠～眠）

SI56 C区 4．2x3．8－031 長方形 15．0
古墳時代中期末
i天網iぴ）

SBI3 A区 3．6×2．35 2蓉礪 古墳時代前期

SI57 C区 2．4×23－037 方形 5．6
古墳時代中期中葉
i天柳1剛

SB］5 A区 5，6×4．1 3駕堰 古墳時代前期

SI58 C区 33×2．4ぴ02 方形 6川
古墳時代前期前葉
i天襯1）

SB18 A区 4．ox3．］ 2蓑礪 古墳時代前期

SI60 A区 4．35×4ぼ5－0．6 翫膨 13．］
古墳時代前期前半
i天神川）

SB2G A区 6，8×3．1 罐x］蕉
古墳時代前期前葉
i天襯【∬）

SI78 A区 4．3x2，］1づ．1 方形 7．71
古墳時代後期初頭
i天柳IX）

SK35 A区 2。3Xl．8－0．52
古墳時代前期初頭
i天榔lI）

土援墓？

SI81 A区 5，63x5．3－0，68 方形 30．2
古墳時代中期前葉
i天神川v〕

SK36 A区 0．97×0．96－0．37 賠43以降 土籏墓？

SI84 A区 3．2x2．1－0．47 長方形 6．8
古墳時代中期後葉
i天剤1⑫

SK87 A区 4．8×1．6－G．5
古墳時代前期前葉
i天神駆）

SI85 A区 4．0×4．G－0．66 方形 16．8
古墳時代中期中葉
i天襯㈹）

SK95 A区 ］．5×1、5－0．3
古墳時代前期初頭
i天神川1）

土壌墓？

SI100 C区 3．7×2．81－0．26 方形 9．41
古墳時代中期後葉

U綱随）
SK124 A区 1．38×1，⑪5－0．2

古墳時代前期初頭
i天襯lI）

土墳墓？

SI］02 C区 不明 不明 不明 古墳時代か SS1 C区 ユ3×］．3－0．5 麟獣輔、雛時
繻纐ﾔ刻v－］）

SB8伴う。玉
?H房

SI1（迫 A区 不明 不明 不明 不明 SS4 C区 茎6．6×3，2－0．36
古墳時代中期後葉
ii購川田）

SI106 A区 4．23x3．42－0．17 長方形 12．5 古墳時代中期 笠見
R号項 C区 12．7Xユ2．5－1、1m 円墳

古墳時代終末

iTK2鋤

↑　｛ま数イ巨以上 菟き｜ま復ラζf直
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第5章　古墳時代の調査成果

める。その下層は炭化材を多く含む層である。また住居の中央部、現耕作土直下で焼土面を検出し

た。検出範囲は約20cm四方である。このことから当住居跡は焼失住居と考えられる。

　炭化材の出土レベルは床面付近に集中し、平面的には北西側の壁際からの出土が多い。炭化材の遺

存状況は細片が多く出土分布も偏っており、良好とはいえない。壁に直交した方向で床面に落ち込ん

で出土する材は、本来垂木として使用されたものとみられる。樹種同定の結果、ヤブツバキ、スダジ

イ、スギ、カシ類など雑多な樹種が使用されていた。

　南西側から南側にかけての床面には、部分的に貼床層が認められた。層厚は最大5cmであった。

　出土遺物は埋土中から土器片が出土したほか、床面付近からも比較的多くの遺物が出土した。図化
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第371図　笠見第3遺跡Sl3遣構図
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第2節　竪穴建物
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第372図　笠見第3遺跡Sl3出土遣物実測図

したものは、土師器甕Po930～936・　表1］1笠見第3遺跡Sl3ピットー覧表

938、壷Po937、高杯Po939～943、椀

Po944、小型丸底壼Po945、敲石S60、

砥石S61である。住居中央部床面直

上には台石に使用したとみられる扁

平な石が据え置かれていた。またそ

のやや南西のほぼ同レベルから研ぎ減りが顕著なS61が出土した。住居西隅付近の壁溝際からはPo930

やPo945などが出土した。

　出土した土器からみて、天神川IX期、古墳時代中期末葉の竪穴住居跡とみられる。（小山）

ピヲ1藷号 長軸×短軸一深さ（翻 備　　　考 部萎き 長軸x短勃糸さ（舖 備　　　考

30×30－21

S1×37－14

R6×36－26

Q4×20－12

主柱穴

蜥血且

柱穴�

5P

UP

VP

W�

6×34－193

W×32－133

O×26－588

R×61－46�

造柱特

黹sット
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第5章　古墳時代の調査成果

SI9・27（第373～375図、　PL．68・73・152・157）

調査区南東側、N10グリッドの標高72．6～72．9mのわずかに東側へ傾斜する斜面に立地する。北東

側約1mにSI16がある。　SI9・27が切り合うように検出されたが、土層断面観察により、北側はSI27を
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ξ鳥灰褐色［（耕｛乍｛．）

略灰褐色f．（緋竹］．）

暗茶褐色上
略褐色上（炭化物をわずかに含む〉
淡暗員褐色L（地山プロノクを含む）
黄褐色⊥（地山プロノク、☆化物を含む）
賠褐色t
胆褐色1（炭化物　焼⊥粒を多量に含む）
響繊茶褐色土
｝償褐色一L（炭化物を含む〉

暗黄褐色d
暗員灰褐色土（地山プロノクを含む）
陪掲色玄（8より暗い。地山プロノクを含む戊
暗灰褐色⊥〈地山プロノクを含む）
暗褐色上（玩イヒ物と地ll］粘士を含む）
黄積褐色粘質．1

暗灰黄褐色i（地山プロノクを含む）
灘§色粘質」一

暗灰褐色上（地山プロノクを含む。もろい）
黄褐色枯質量一
暗灰褐色」一（玩化物をわずかに含む）
’II謁色上（プロノク杁に人る）
暗褐色弍（地11］プロノクを含む）
庭薪灰蓑］色」＿　（地1嚢粒と炭イヒ物を含む）

吠褐色土（地山粒を含む）
暗黄褐色i
炭化物を含む）

決褐色1
暗灰褐色上（地山プロノクを含む）
暗鼓掲色L（地山粒を多く含む）
淡灰褐色上（地山プロノクを多く含む）
暗灰褐色上（地山プロノクを含む）
暗員褐色粘質⊥
淡黄褐色鈷質ユ〈黄色軽石を多く含む）
暗灰褐色1（黄色軽石を多く含む）
灰褐色」

灰褐色1一と黄掲色粘質1の混合

灰掲色L（2cm人の地lliプロノクを含む）
灰褐色上（地山枯まプロノクを含む）

（1～3cm大の地山プロノクを多く含む。

27　　　　　〈5～Hkm人の地山プロノクを多く含む）
28

30
31

32
33

　　　　　（炭化絢と1～3c皿人の地山プロノクを含む）
36

37　　　　　　（炭化物と土器を含み、かたくしまる）
3S
39
如　黄褐色上ぐ1’色上小プロノクと地薩1プロノクを含む。
　　41の撹乱）
41　員褐色i．（甲色Lプロノクと地山プロノクを40より
　　多く含む）
42　淡灰褐色⊥〈桧褐色粘」と黄褐色」一プロノクを含む）
43　淡灰掲色祐質上（灰色粘もプロノクと地川プロノク
　　を含む）
44　灰掲色一L（措色む粒を含む）

SI9理土

SI27埋f

第373図　笠見第3遺跡Sl9・27遣構図
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掘り込んでいることが判明

した。

　Sl9は、平面長方形を呈

し、長軸4．Om、短軸3．8m、

床面積15．1㎡を測る。壁高

は、北西側で最大54cmであ

る。壁際に幅10cm、深さ5

cm程度の壁溝が全周する。

南西隅に、地山を削り残し

た0．5m四方、高さ6cmの台

状の高まりがある。主柱穴

はP1～P4の4基で、柱間距

離はPl－P2間からll頂に1．8

m、2．1m、1．8m、2．1mで

ある。東側の主柱穴間の、

やや壁に寄る位置に特殊

ピットP5がある。また、南

壁際の中央部に浅いP6があ

る。建物中央で焼土面を検

出した。

　埋土下層は、炭化物と焼

土粒を多量に含む層である

ことから、焼失住居の可能

性がある。特殊ピット内も

同様に炭化物を含む埋土が

堆積している。P6の埋土

は埋め戻されたような土質

であり、この建物より前か

らあったピットの痕跡では

ないかと考える。

　出土遺物には、埋土中か

ら出土した土師器甕Po946

～949がある。

　Sl27は、平面長方形を呈

し、長軸4．06m、短軸3．04

m、床面積5．8㎡以上を測

る。壁高は、北西側で最大

51cmである。壁際には幅10

ミミ≡…

第2節　竪穴建物

1％

　　　　　　Po946

　　　　　　　Po948

　　　　　　　　　　　む　　　　　　ほユニる　　　　ユなガ

　　　　　　　　　　　ー
第374図　笠見第3遺跡Sl9出土遺物実測図

Po953

む　　　　　　　　パ　　　　　ユれの

　　第375図　笠見第3遺跡Sl27出土遣物実測図

表112笠見第3遣跡Sl9・27ピットー覧表

Po952

ビ瀬号 長軸x鞠一深さ（㎝） 備　　　考 ξ修号 長覇x短紅深さ／翻 備　　　考

SIg　P1 43×36－66 主柱穴 SI27　P至 82×60－55
SIg　P2 69×57－70 主柱穴 SI27　P2 27×27－60 主柱穴

SIg　P3 52×40－89 主柱穴 SI27　P3 34×30－70 主柱穴

SIg　P4 50×45－82 主柱穴

SIg　P5 85×82－43 特殊ピット

SIg　P6 50×38－18
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第5章古墳時代の調査成果

cmの壁溝が廻る。

　主柱穴は2基（P2・P3）で、柱間距離は1．7mである。北隅には方形の特殊ピットP1がある。この

ピットは撹乱内のため、検出面は床面よりも低かったが、位置関係からこの住居跡に伴うものと考え

た。

　東隅に長辺2m、短辺1m、高さ0．2mのベッド状遺構を、地山土を盛って作り付けている。ベッド

状遣構の壁際周りに溝をめぐらすが、床面側にはない。

　床面の中央に長径0．6m、短径0．3mの隅円方形の範囲で焼土面を検出した。色調は榿色である。焼

土面の長軸は建物の主軸とは異なり、東西方向を向く。焼土面内の北寄りに、長さ55cm、幅13cmの溝

を検出した。この溝の埋土中より、鉄津が1点出土している。特殊ピット埋土中から、撹乱層ではあ

るが、輔羽口が出土している。撹乱層とはいえ、この建物に伴う遺物であると考えられるものであ

る。焼土面の形状と遺物の性格から、建物中央に鍛冶炉が設置されていた可能性を考える。

　床面付近の埋土中から炭の小片が多く出土していたが、土層の断面観察によれば、火災によるもの

ではない。

　床面で、土師器甕Po950～952、高杯脚部Po953が出土している。

　出土遺物等から、SI9は天神川IX期、古墳時代中期末葉ごろの竪穴住居跡、　SI27は天神川1期、古

墳時代初頭ごろの竪穴住居跡で、鉄器製作に関わるものと考えられる。（家塚）

Sl11（第83・376・377図、　PL．68・145・152）

　調査区南東側、L10・

11グリッドの標高約72．5

m付近のほぼ乎坦面に位

置する。南側でSI10を掘

り込む。後世の撹乱のた

め、遺存状態は悪い。

　平面長方形を呈し、長

軸4．77m、短軸3．9m、床

面積18．7㎡を測る。壁高

は、北西側で最大17cmで

ある。壁際には、幅8～

19cmの壁溝が東側を除い

てめぐっている。

　主柱穴はP1・P3で、主

柱穴間距離は、Lgmで

ある。P1・P2は切り合う

ように検出されている。

　埋土はほぼ第1層単層

である。

H＝730m
A

込一〇

　P4

互一P2

聖

山

＠③

㌔ぐ

一ス’

1　　　10　　］　　　　S要
ぷ8膨〉∴〉㌶診1そ
パ　汐㌢ハξ×／ノ◇　岬紳　　∨　べ＿
　、▽＼ジン

　　　ロコフ　　の

　　　D　S留、Pユ「テ’
　　　へ　ミ　　　　　　　　ロ　　ヘ　ハマ

　　　ミバ1エ㌢・レ＼
　　　　ン㌻＼≧ジ

　第376図

工

1、，

鷲

響

菱

幾

雰

慈

導

乏i

o

o

苔

：

　　鰭

呂

る

wぴ _㌢〆べ　　／・　／パ　　w　＼一・

　　　）

ロニア　ロ

ーP2　6一ず
へ　　ノミ　　　　　　　ィ　　　ノ

＼〔3憶〆
＼ミ＼＼（

；緩離1、黄継⊥。。．クを含。）

1霊灘量醤雛ヱ膓誘婁乱）

鴻纏色上喘色蜘ノクを多く含む〉

；灘雛撒隅2圭廷多講；
ム綴褐色」

笠見第3遺跡Sl11邊構図

む　　　　　ニユ　　む　　　　　の
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第2節　竪穴建物

量づ

　　　　　　　　　　　　　　　　PO959

～口

岱＼

＼」4
　　　　Po962

　S62

Po956

む　　　　　　コハニぐ　　　　エむ　

　1

c⇔

F40

む　　　　　　ほエニ　　　　　るじの

む　　　　　　　ユニぐ　　　　ユむじロ

第377図　笠見第3遺跡SIW出土遺物実測図

　出土遺物には、図化したものに土　　表1］3笠見第3遺跡Smピットー覧表

師器高杯Po954～956、須恵器杯身

Po957、弥生土器甕Po958～961、底

部Po962、鉄鎌F40、砥石S62、赤色

塗彩された磨石S63がある。このう

ち、P1内からPo959・962が出土して

いるが、これらは綴10に伴う遺物が

混入したものと考える。その他は、埋土中からの出土である。

　出土遺物等から、天神川IX期、古墳時代中期末葉ごろの竪穴住居跡と考えられる。（牧本）

ど帽号 長軸×麟一深さ⑭ 備　　　考 ど恒号 長紬x短杵深さ（㎝〉 備　　　考

P1 44×40－56 主柱穴 P7 21×20－25

P2 43×37－62 P8 15×15－19

P3 43×39－65 主柱穴 P9 30×17－36
P4 41×29－38 P10 45×29－22
P5 21×21－9 P11 25×14－44

P6 43×37－35

Sl12（第378～380図、　PL．69・145・巧3）

　調査区中央やや南東側、K9・10グリッドの標高約7L　gmのほぼ平坦面に立地する。東側約lmにはSΣ

14がある。

　平面隅丸方形を呈し、長軸4．76m、短軸4．53m、床面積19．1㎡を測る。壁高は、南側で最大72　cmで

ある。壁際には、幅は15～20cmの壁溝iが全周する。

　主柱穴はP1～P4で、主柱穴間距離は、　P1－P2間から順に2．1m、2．2m、2．1m、2．1mである。中央

ピットP5は二段掘りを呈す。上部深さ10cmまでは70×80cmの方形で、下部深さ70　cmは直径45cmの円形

一257一



第5章　古墳時代の調査成果

、。1

☆

ξ

ぺ

王

喜

窪

芸

r

H＝724m
A P6 P5 一

ヘベ、．

H＝724m

　　　ミ＼×

ぺ＼　＼

C

パ

ラニ・・

　　ろ×z＼

　＼＼ミ多

1蔭
＼魏・

＼＼

　　　　　　　　　　T
　P2　　　　　　　　　　）ハ
　　　　　　　　＼▽㍉
　　　〉＼・入・×＼

M聾ぐ＼◇／
＼ン砂＼▽〈▽・

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

且

」2

13

14

15

16

17

灰褐色土（白色粒を多く含む。軽石を含む）
黄灰褐色上（軽石を含む）

褐色上（寅色ロームプロノクを含む）

黄褐色土（ATプロノクΨホーキプロノク主体、暗褐色土
ローム土を含む。貼床土〉

黄褐色土（ローム主体。貼床土）

暗芥褐色土（1cm以下の黄褐色プロノク含む）
黄灰褐色上（黄色地山プロノクを多く含む）
暗茶褐色土（地山プロノク少量含む〉

黄褐色粘質一L（やや固くしまる）

茶褐魚．1（地山プロノク　庇化粒を少量含む）

黄掲色⊥混菜渇色上（もろい。プロノク状に入り込む）
暗茶褐色粘質」〈地山プロノク。粘質。もろい）
箪芥褐色粘質．L〈炭化物・地山プロノク含む。粘貿。もろ
い〉

明茶褐色⊥
茅褐色L混黄褐色プロノク（戻化粒少綴含む）
菟褐色」．（やや固くしまる）

撹乱

O　　　　S＝1　80　　　　2m

第378図　笠見第3遣跡Sl12遺構図

である。

中央ピットの北側と南側の2箇所

で焼土面を検出した。その範囲は直

径5cmと狭い。

北西側を除き、壁際から0．5～1

表穏4　笠見第3遺跡Sl］2ピットー覧表

と暗号 長軸×短軸一深さ（翻 備　　　考 ご，胤 長鰍短軸一深さ（翻 備　　　考

69×53－74

S6×44－57

S3×39－79

T3×但一75

主柱穴

蜥血且

柱穴主

血�

5P

UP

VP

W�

4×43－644

Q×37－482

T×19－184

O×32－24�

央ピソト

の範囲の床面は貼床が施されてい

。貼床の下から掘立柱建物跡SB6の柱穴が出土したことから、　Sll2はSB6の廃棄後に構築されたこ

が判明した。

方埋土は単層で、土器片を多く含んでいる。中央ピットの埋土上層から、土器片が折り重なるよ

にまとまって出土している。そして下層からは炭化物が出土している。中層以下は上層に比べても
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第2節　竪穴建物

Po966

旨lii｝

Po97ユ

Po973

Po975

PO977

PO981 Po982

Po983

、・、ミ

÷

Po964

Po968

Po970

PO972

Po974

Po976

Po984

PO985

PO986

　　　　　　　　　　　Po988

P°987 @　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（＝）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　オ　　　　　　　F42

　　　　　　　　　　　　Poggo　　　　　　　　　　　　　　　　　F41

Po989　　　　　　0　　　　　　S＝1：4　　　　　10cm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　O　　　　　　S＝1：2　　　　　5cm

　　　　－　　　　　　　　　一
　第379図　　笠見第3遺跡Sl12出土遺物実預‖図（1）
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第5章　古墳時代の調査成果

ろい。このことから、中央ピット上面が板で蓋をさ

れていて、経年とともに徐々に中央ピット内に土が

流入し、板が腐食したときに蓋の上に置かれていた

土器が落ち込んだという推測ができる。

　出土遺物には、図化したものに土師器壼Po963、

甕Po964～977、底部Po978、高杯Po979・980、低脚

杯Po981・982、裾部Po983、鼓形器台Po984・985、

小型甕Po986、弥生土器壷Po987・988、甕Po989・

990、小型袋状鉄斧F41、鉋F42、敲石S64・65があ

る。大半のものは埋土中からの出土であるが、この

うち、床面上でF42が、　Pl内でPo971、　P5内でPo974

が出土した。また台石が2点出土している。1点は

中央ピットの北側、もう1点は主柱穴P3の柱痕を半

分覆った状態で出土した。後者は住居の廃棄後に置

かれたものであるといえる。P3の底面で大小の礫

が上下に重なって出土している。下側の大きな礫は　　第38◎図

縦に置かれていたことから、柱材が抜かれた後に落

ち込んだものではないかと推定される。

艦
＼　　ノ

S65

　　　　　　　　　　む　　　　　ニユニぐ　　　　ハにの

　　　　　　　一
笠見第3遺跡Sl12出土遺物実測図（2）

出土遣物等から、天神川1期、古墳時代前期初頭ごろの竪穴住居跡と考えられる。（家塚）

Sl13（第381・382図、　PL．69・70・153）

　調査区南東側、M10グリッドの標高約72．8mのほぼ平坦面に立地する。約北東側2mにはSI10があ

る。南西辺は、後世の撹乱によって掘り込まれている。

　平面長方形を呈し、長軸5．3m、短軸4．77m、床面積25．3㎡を測る。壁高は、北側で最大23　cmであ

る。壁際には、幅4～20cmの壁溝が全周するものと考えられる。

　主柱穴はP1～P4で、主柱穴間距離は、　P1－P2間から順に2．Oln、2．3m、2．Om、2．1mである。　P2・

4では柱痕が認められ、柱径は約13～20cmと推定される。中央ピットP7は、極浅い平面不整形で二段

掘りを呈す。東側壁際中央部に特殊ピットP6が掘り込まれる。平面方形で、土師器高杯杯部Po996、

椀Po1000が出土している。また、　P8内に炭化材が落ち込んでいる。その他にピットを検出している

が、用途は不明である。

　埋土は6層に分層でき、ほとんどに炭化物を含んでいる。第5・6層は、堰板痕跡の可能性があ

る。炭化材の出土と埋土の状況を考えると、焼失住居の可能性もある。

　出土遺物には、図化したものに土師器甕Po991～994、直口壼Po995、高杯Po996～999、椀Po1000・

1001、須恵器杯身Po1002、須恵器甕Po1003がある。大半のものは埋土中からの出土であるが、このう

ち、P6内で上述したように土器が出土している。

　出土遣物等から、天神川澗期、古墳時代後期後葉ごろの竪穴住居跡と考えられる。（牧本）
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笠見第3遣跡Sl13遺構図
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M
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iL 穿

む　　　　　　ニエ　ゑむ　　　　　　

　　P6遣物出土状況図
1　虫褐色土（止化勃　焼」，粒を
　含む）
2　暗褐色土（炭化物地山プロノ
　クを含む）
3　暗黄褐色土（庚イヒ勃　地山プ
　ロノクをセむハ

；難∵㌘1
　含む）
？　暗褐色粘質土（地山プロノク
　をオむラ

1藷雛鑛±蜘プ。．ク
　をべむぐ
｝1緩鑓漂晶』地蝿祖）

｝§　虞自li藷質圭（炭を含む）

14　暗黄褐色粘質上（地▲1］掘削⊥

　含む）
15援乱

む　　　　　ニハ　お　　　　　お

表115　笠見第3遣跡Sl13ピットー覧表

ひき号 麟x短斬深さ（舖 備　　　考 剤§号 長軸x短軸一深さ⑭ 備　　　考

P1 42×35－53 主柱穴 P6 72×56－47 特殊ピノト

1）2 52×42－77 主柱穴 P7 97×71－6 中央ピノト

P3 43×35－56 主柱穴 P8 51×42－19

P4 42×36－67 主柱穴 P9 37×30－26

P5 38×37－33 P10 30×28－36

Sl巧（第383・384図、　PL．13・145・152）

　調査区南東側、011、012グリッドの標高73．4～73．7mの緩斜面に立地する竪穴住居跡である。　SI3

と重複するが、SI3が当住居跡の埋土を切り込んでいるのでSI3が新しい。

　住居の規模は一辺6mの隅丸方形プランの住居跡とみられる。遺存状況は東壁がすでに失われるな

どかなり悪く、壁高は、最も残りが良い西壁で37cmを測る。壁溝は輻10～25cm、深さ3～6cm、西壁

の一部で途切れるが、遺存する範囲内では全周する。

　ピットを多数検出したが、SI3と重複するため、　SI3に伴うピットとの弁別が困難なものもあった。

主柱穴と考えられるのは、P10～P13の4基である。　P10は形がややいびつなことから、2基のピット

が重なったものと考えられ、両住居跡の主柱穴が重なったものとみられる。主柱穴間の距離は各々3
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第5章　古墳時代の調査成果

第382図　笠見第3遣跡Sl13出土遺物実測図

Inである。またP9は主柱穴に囲まれた中央やや南寄りに位置することから、　Sll5の中央ピットとみら

れる。

　埋土は3層に分層可能で、いずれも自然堆積によるものとみられる。

　床面直上南側隅付近で土師器甕Po1005・1006・1008、　P9西側で土師器甕PolOO4が潰れた状態で出土

している。その他埋土中で、土師器甕Po1007、高杯Po1010、低脚杯Po1011、弥生土器底部Po1009など

が出土している。

　出土した土器から、天神川1期、古墳時代前期初頭ごろのものとみられる。（小山）

Sl16（第385・386図、　PL．70・154）

　調査区南西側、N9グリッドの標高72．2～72．6mの緩やかに東側に傾斜する斜面部に立地する。西側

1mにSI9、東側2mにSB3がある。

　南西壁は耕作溝によって肖‖り取られている。平面は長方形を呈し、長軸4．2m、短軸3．361n、床面積

14．7m2を測る。壁高は、最も遺存状態がよい南西壁で最大51cmを測る。壁際には、幅5～16cm、深さ

5～11cmの壁溝が全周する。

　主柱穴はP1・P2で、柱穴間距離は2．8mである。

　中央ピットP3は平面円形、深さは14cmである。側面が被熱し、埋土は炭化物・焼土粒を多く含んで

いたことから、炉跡である可能性がある。なお、埋土は建物下層埋土と同様であることから、廃絶時

にはP3は、開口していたものと思われる。
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第383図　笠見第3遺跡Sl15遺構図

表116笠見第3邊跡Sl15ピットー覧表 △は残存値

こ鴎ξ 長紬×短軸菜さ（㎝） 備　　　考 2パ護号 長軸x短軸壕さ（叫 備　　　考

P9 71×48－59 中央ピノト P15 58×39－50

P10 57×48－59 主柱穴 P16 39×33－31

P11 36△×32－19 主柱穴 P17 52×45－30

P12 23×21－48 主柱穴 P18 23×18－7
1）13 27×24－18 主柱穴 P19 58×28－56

P14 25×16－13
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笠見第3遣跡SI総ピットー覧表

む　　　　　　コエニぐ　　　　　ユベ　の

2タ溺 長軸×短軸一深さ（c田） 備　　　考 紗罰 長軸x短軸一深さ（c田） 備　　　考

40×38－46

R4×31－45

T5×51－14

主柱穴

蜥血樺

央ピット、炉跡�

4P

TP

U�

6×43－551

U×15－91

V×14－10�

殊ピット
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第2節　竪穴建物

　南壁際には、平面不整方形を呈

す特殊ピットP4がある。特殊

ピット内からは、遺物は出土して

いない。

　埋土は、6層に分層できた。ほ

とんどの層に炭化物・焼土粒を含

んでいる。埋土下層は中央部が盛

り上がるように堆積しており、自

然堆積したような状況ではないと

考える。炭化材等は明確に出土し

ていないが、焼失した可能性があ

る。

　出土遺物には、図化できたもの

Po1013

　　　　　　　　　　　　　　　Po1012

　　　　第386図　笠見第3遣跡Sl佃出土遺物実測図

Po1014

PolO15

　　　　　　　Po1018

に土師器甕PolO12・1013、高杯PolO14～1017、弥生土器甕Po1018がある。いずれも、埋土中からの出

土である。

　出土遺物等から、天神川W期、古墳時代後期後葉ごろの竪穴住居跡と考えられる。（牧本）

Sl17（第387・388図、　PL．70・154）

　調査区南東側、010・llグリッドの標高72．5～72．8mの斜面地で検出した竪穴住居跡である。残り

が悪く、検出時すでに埋土の大半が失われ、西半分しか遺存しなかった。SB2の柱穴と重複関係にあ

るが、SB17の埋土がほとんど残っていなかったため、前後関係を層位的に確認することは困難で

あった。

　一辺4．4mの方形プランの住居と見られる。床面積は、9．9m2以上である。壁高は、最も遺存状態の

よい西側で最大19cmである。壁際には、幅10～20cm、深さ2～6cmの壁溝iがめぐる。

　主柱穴はP1、　P2の2基のみで、2本柱の建物とみられる。柱間はL2mである。　P3は被熱により赤

変しており、炉跡とみられる。P7はこの住居に伴う土坑である可能性が高い。その他のピットは、

〆＜

§＝73°m

　　　　　　　　　　　　　　廷姦

　　　　　　　　　　　　第387図

B’

H＝730m
A P3　　　P2

3

H＝73のm
C

P6　　　　A’

P1

ノ 2 5

　　　C’P5

一〔「　つ□
鴇雛』木噸鍋

i灘圭脚プ。，ク舘
5　陪黄褐色土

笠見第3遺跡Sl17遺構図

む　　　　　ニエロ　　　　　　ヱの
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第5章　古墳時代の調査成果

表118　笠見第3遺跡Sl｛7ピットー覧表 △は残存値

どヲ溺 長軸x短噺深さ（㎝） 備　　　考 どタ溺 長軸×短軸一深さ（on） 備　　　考

Pl

o2

o3

o4

30×27－48

R0×22－43

R8×33－13

S5×44一不明

主柱穴

蜥血釜

F跡

P5

o6

o7

40×32－15

R8×36－31

U0△×鋲△－14

この住居に伴うものか否か不明である。

　埋土は、残りがよいところで30cmの厚さで4層に分層が可能

である。初期の流入土は黄褐色系の土で、住居外側からの自然

堆積土とみられる。

　床面直上から出土した遺物は台石2点のみで、土器はほとん

どが床面から若干浮いて出土した。図化できたものは、土師器

甕Po1019～1021である。　P7内からはPo1019が出土している。

　出土遣物から、天神川圃～］X期、古墳時代中期後半ごろのも

のとみられる。（小山）

PO1019

　　　む　　　　　　ニエニぼ　　　　　　

第388図　笠見第3遺跡Sl1拙土遣物実渓咽

Sl18（第389～392図、　PL．71・146・155）

　調査区南東側のL9～M10グリッドの標高72m付近のほぼ平坦面に立地する。　SI19の西半分の埋土を

掘り込んでいる。西側約5mにSll3が位置する。

　平面は方形を呈し、南北5．5m、東西5．2m、床面積28．4m2を測る。残存壁高は、最も遺存状態のよ

い南側で最大46cmである。壁際には、幅8～25cm、深さ3～13cmの壁溝iがほぼ全周する。主柱穴はPl

～P4の4基で、主柱穴間距離はP1－P2間から順にL6m、1．6m、1．5m、1．6mである。　P3－P4間にP9が

あるが、補助柱穴の可能性がある。P1～P4の外側を囲むP5～P8は上面が貼床と同じ土で塞がれてい

たことから、建て替え前の主柱穴であったと考えられる。北東側のP14は尖底で、補助柱穴かあるい

はSI18以降のものである。

　P1～P4、　P9に取り囲まれる建物中央部分に、幅1．5m、長さ3．5mを測り東壁に接する帯状の範囲

は、周囲より10cmほど低くなっている。床面は、東側が開日するコの字状に1段高くなっていること

になる。床面には、全面に貼床が施されている。貼床土の下は凹凸が激しく、とくにSI19と切りあう

範囲は、地山面まで掘削されていた。

　建物の中心から少し東寄りの床面は皿状に浅く掘り窪められたP10があり、焼土面を検出した。焼

土面はP5－P8間の高床面でもう1箇所検出した。

　低い部分の東壁寄りにあるP12は上段方形、下段円形の二段掘りである。内部は流入土で満たされ

ており、柱を立てた痕跡は認められなかった。いわゆる特殊ピットと呼ばれるものである。

　その他に、建物北東隅にある平面長方形のPl3、南壁際には平面方形で浅く、底面が凹凸のあるP

llがある。

　高床面上には、壁溝に直交する短い溝D1～D11を検出した。長さ、幅ともまちまちで、端が壁溝と

接するものと離れたものがあるが、その反対の端は、P5～P8を結ぶ線より内に入ることはない。埋

土はDlを除いて、一見して床面の土と区別し難iいほどに類似し、硬くしまっていた。遺物も小さな
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第5章　古墳時代の調査成果

土器片が僅かに出土するのみである。土層断面で

は、4～10cmの厚さの板状のものを溝の中に立

て、地山土を使って根固めをしたような痕跡が認

められる。このことからこれらの溝は建物空間の

間仕切りに関連するものと考えられる。D2とD3、

D4とD5、　D6とD7、　D8とD9はそれぞれ対である

かのように近接しているが、すべてが同時に使わ

れたのかどうかは不明である。

　D1も溝幅の両側を地り」土で固めた痕跡がある

が、中央の幅は20cm以上あり、その中から土器片

が折り重なって出土した。このことから他とは異

なる用途を持つ溝であったといえる。

　埋土は、5層に分層できた。皿状の堆積状況で

あることから、自然堆積と考えられる。

　遺物は多量に出土している。図化したものは土

師器甕Po1022～1035、小型丸底壼Po1036、椀Po

1037、高杯Po1038～1045、砥石S66、鉄器茎部F43

がある。ほとんどは埋土中からの出土であるが、

床面Pl1北側でPo1022、　D11上でPo1041が出土し

ている。また、P13内からは、底面付近で高杯Po

1038のほか、炭化材、土器片などの遺物が出土

し、その多くが西側から流れ込んだ状況を示して

いる。D1内では、上述のようにPo1034が潰れた

状態で出土している。P1内ではS66、　Pll内の埋

土中からはF43が出土している。

　出土遺物等から、天神川W～鞭期、古墳時代中

期後半ごろの竪穴住居跡と考えられる。（家塚）

十

＼

D1

L

≡mM　　　　　　Po1034

選

⊃

P］3

二

む　　　　　　ほユニ　む　　　　おじの

三’

Sl19（第393・394図、　PL．71・146・154）

　調査区南東側、L9～M10グリッドの標高約71．1

mのほぼ平坦面に立地する。西半分はSI18に掘り

込まれる。北側隅はSI20を切る。北側約1mにSI21

が位置する。

　平面は隅丸方形を呈し、長軸6．7m、短軸6．2

m、床面積37．5m2を測る。壁高は最大50cmであ

る。壁溝は、幅5～17cm、深さ4～8cmを測り、

撹乱を受けているが全周していたものと推測され

る。北西側のみ、SI18の貼床埋土下から、50cm内

H＝72．Om

⊃

o≧
　ρ
○＼

Po1038

　　　　　　　　　　　む　　　　　　ニユニ　む　　　　　の

　　　　　　　　　　　一
第390図　笠見第3遣跡Sl18内D1・P13内遺物出土状況
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1－＼く一

　てで
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PolO22

Po1025

一⊂注詮＿

Po1030

Po1029

Po1027

Po1023

Po1032

Po1031

縢藻・

ノ

ノ

Po1036

Po1024

Po1◎26

PolO28

PolO33

0

Po1037

S＝］：4　　　　10cm

第391図　笠見第3遣跡Sl18出土遺物実測図（1）

嚇緯
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iノc！

Po1035

一269一



第5章　古墳時代の調査成果

Po1042

Po1044

Po1043

Po1040

S66

　　　　　』＝当、且念』⊃．

　　　Po1045

第392図　笠見第3遺跡Sll8出土遺物実測図（2）

側にもう1本壁溝を検出したことか　　表1伯

ら、建て替えがあったものと考えら

れる。床面中央の直径2．5～3mの

範囲が、皿状に浅く掘り窪められて

いる。SI18と切り合う範囲の床面

は、著しく破壊されている。

　主柱穴はP2～6の5基で、　P5とP6

はSI18の貼床土の下から検出した。

主柱穴間距離は、P2－3間から順に

2．5m、2．4m、2．9m、2、8m、3．　Om

である。その他に、P7～9がある

が、用途は不明である。P9は掘方

の上面は大きいが、深くなる部分は　　表120

直径10cm程度である。その小穴に落

ち込んだ状態で土器が出土した。

　建物の中心からやや北東寄りに位

置する中央ピットP1は、上段長方

形、下段円形の二段掘りで、上段の

深さは約10cm、下段の深さは約60cm

である、埋土は流入土で、底面に炭

笠見第3遣跡Sl18ピット・溝一覧表

ζ戊瀦 長勃x短軸弔さ（㎝） 備　　　考 溝番号 長軸x短軸噺さ（㎝） 備　　　考

P1 42×40－83 主柱穴 D1 113×45－23

P2 40×31－62 主柱穴 D2 95×19－18
P3 45×35－77 主柱穴 D3 115×20－19

P4 48×37－50 主柱穴 D4 90×15－12

P5 40×32－78 建て替え前主柱 D5 90×25－10

P6 29×28－46 建て替え前主柱 D6 95×25－12

P7 45×41－56 建て替え前主柱 D7 56×15－13

P8 45×38－63 建て替え前主柱 D8 75×20一玉2

P9 35×30－31 穴 D9 75×28－16

P10 70×55－9 D10 62×27－15

Pll 114×80－13 貯蔵穴か D11 85×18－8
P12 70×52－64 特殊ピット

P13 125×78－44 貯蔵穴か

P14 32×28－44

笠見第3遺跡Sl19ピットー覧表

麟委号 長軸x短軸一深さ（㎝） 備　　　考 ξ隠§ 長軸x檀一深さ（舖 備　　　考

P1 102×75－73 中央ピット P6 42×30－39 主柱穴

P2 49×39－5］ 主柱穴 P7 35×33－49

P3 31×24－60 主柱穴 P8 24×23－17
P4 30×25－43 主柱穴 P9 31×22－82

P5 70×40－53 主柱穴
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灘

属護

饗

o

霧

恕

」

4
ま

日

／

　’

＼ぐ’

5
9
よ

1逗

習

象

江

霧べ
　　・×

　多〆へ

㌶ざぺ

診“

》〈・

〃◎蝋♂

＼⇒／

．／∪

＼・

　　×．

　　ミくく・二：＼ン

＼＼・

H＝726m
A P1 A’

H＝726m
P5

懇

B P3 B’

　　　　10

磯馨護
欝

H＝726m
P7 P8

㌢疹タ

C C’

囎舞舞難纏鐸鍵繋媒

1　暗灰褐色よ（白色粒を含む、

2　陪鼓柏色土（黄色上プロノクを多く含む）
3　淡灰褐色上（員色上プロノクを多く含む＞

4　灰褐色粘質上（黄色1プロノク　炭化物　焼⊥
　粒を多く含む）
5　暗栢色ま　（黄色」粒を含む＞

6　灰褐色むく員色呈プロノク　炭化物を含む）
7　灰褐色」　（黄色⊥粒　炭化物を含む）

8　炭化物
9　灰褐色1（黄色1プロノクを含む）
10　黄色⊥プロノク（灰褐色土を含む）

11婿黄褐色L（黄色上プロノクを含む）
12　灰褐色↓〈負色上粒・炭化物を含む）

13　黄色⊥プロノク

M　灰褐色上（員色上プロノクを含む）
15　暗黄灰褐色土（黄色主プロノクを多く含む）
16　黄灰褐色土（黄色⊥プロノクを多く含む）

17　渓灰褐色．1

18　淡灰褐色L（員色．Lプロノクを含む）

19　淡員灰褐色L（黄魚1プロノクを含む）
20　灰掲色土債白色土粒　炭化物粒を含む）
2」　黄灰褐魚一1（黄白色L粒を多く含む）
22　　｜男黄盈色1

23　決灰褐色⊥
24　黄灰褐色土
25　淡鼓灰褐色｝．

26　淡斑灰褐色」1員色上ブロックを多く含む）
27陪灰褐色1。（黄色コプロノク　庇化鞠粒を含む）

28撹乱

O　　　　S＝1　80　　　2m

第393図　笠見第3遣跡Sl19遺構図

化物が堆積していた。中央ピットP1の南西側で、直径10cmに満たない焼土痕を検出した。

埋土は、3層に分層できたが、床面付近から炭化した板材や丸太材の小片が出土していることと、

埋土最下層に炭化物や焼土粒、地山土ブロックが多く含まれていたことから、焼失した可能性があ

る。

出土遺物には、図化できたものに土師器甕PolO46～1054、高杯Po1055・1056、小型丸底鉢P◎1057な
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罐

ノ

～

＼

Po1049

46

　一鼈一一

醒　　’＿　　

一
　 PPo1047

麗

Po1053

Po1052

　Po］050

第394図

　　　　弐
　　　　　　　　　　　　　Po1056
　　　　　　Po玉055

笠見第3遣跡Sl19出土遣物実測図

マ

　Poユ054

む　　　　　　ニエニベ　　　　エ　の

どがある。このうち、床面東半分でPo1046・1049・1052がばらばらの状態で出土している。また、貼

床中でPo1054が出土している。その他は、埋土中からの出土である。

　出土遺物等から、天神川1期、古墳時代前期初頭ごろの竪穴住居跡と考えられる。（家塚）

Sl21（第87・395～397図、　PL．14・146・156）

　調査区南東側、L9グリッドの標高約72．1mの平坦な地形上に立地する。　SI20とSK3を掘り込む。北

側にSI14、南側にSll9がある。北側は先行するSK3と埋土が類似していたために掘り込んでしまい、

正確な掘方を検出できていない。

　床面で二重に検出した壁溝のうち、内側の溝が埋め戻されていたことから、拡張を伴う建て替えが

1度行われていることが半‖明した。建て替え後をSI21－1、建て替え前をSI21－2と呼称する。

　Sl21－1の平面は隅丸長方形を呈し、長軸4．34m、短軸3．83m、床面積12．9㎡を測る。壁高は約20cm

である。壁溝の幅は10～15cm、深さ3～5cmで、北側、南側、西側で途切れる。主柱穴はPl、　P2の2

基で、柱穴間距離は1．4mである。主柱穴間の床面上に径40～50cmの範囲で炭片が散らばっていた

が、その下及び周辺でも焼土面は検出していない。

　主柱穴を結ぶ線と南東側の壁溝との問に特殊ピットP3がある。平面形が隅丸方形の二段掘りで、

上段が（67×62－10）cm、下段が（35×34－30）cmである。埋土は炭化物粒と地山土ブロックを含む
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第2節　竪穴建物

4、北西隅にP9、　SI21－2の壁溝を切

るP6・P7・P8、炭片散布範囲を切

るP11、　P12がある。このうちP4・P
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　P4
8・P10は比較的深く、補助柱穴で

あろう。その他の用途は不明であ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L
る。拡張後のSI21－1の範囲は、貼
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　H＝72，2m
床を施されていない。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぬユぽ　
　Sl2仁2は、平面隅丸長方形を呈　　　　　　　　　　　　　　　　禽
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　｛　　　　　　亀
し、長軸3．5m、短軸3m、床面積　　　　　　　　　　　　　軽》
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　えり　　　　　セぱきむる

；㌶㌔嶽叉：遵　　。…，，∴、■∵
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　、　　／
囲に、地山土を用いた貼床が施され
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第395図　笠見第3遺跡Sl2］遺物出土状況図
ており、厚いところで30cm以上あっ

た。この貼床土の下層面で、SI20の　　表121笠見第3遺跡S21ピット規模一覧表

主柱穴を検出した。

　埋土は埋め戻されたものではな

く、自然堆積と考えられる。土器の

破損が上にいくほど大きいのもその

ためであろう。

　出土遺物は、埋土及び床面から土

器片を中心に多量に出土したが、図化したものは土師器壼Po1058・1059、甕Po1060～1063、高杯Po

1074・1075・1081、低脚杯Po1076・1077、小型高杯器台Po1078、弥生土器甕Po1064～1072、底部Po

1073、鼓形器台Po1079・1080、小型無穿孔土玉Po1082、砥石片S67、ドリル状石器S68、敲石S69があ

る。このうち、建物中央やや南側の地点で、床面に伏せられ脚部の外れた高杯Po1075の上に、甕Po

1058が直立した状態で出土した。建物の埋没後に穴を掘って埋めた可能性も考えたが、土層断面にそ

れらしい痕跡は認められず、何よりも高杯を伏せた床面が荒らされていなかったので、建物の廃絶時

に意図的に置き残したものと判断した。その他、床面からPo1082、東壁際でS69が出土している。そ

の他は、埋土中からの出土である。

　出土遺物等から、天神川H期、古墳時代前期前葉ごろの竪穴住居跡と考えられる。（家塚）

2ヌ1きき 長軸x鞠一深さ（㎝） 備　　　考 2プ溺 長軸x短軸一深さく叫 備　　　考

P1 57×55－44 主柱穴 P7 37×31－15

P2 33×28－29 主柱穴 P8 26×23－29 補助柱穴？

P3 67×62－41 特殊ピット P9 18×18－1］

P4 52×35－20 補助柱穴？ P10 24×18－20 補助柱穴？

P5 32×26－9 P11 23×19－9
P6 44×34－10． P12 19×13－11

SI22（第398・399図、　PL．71・147・156）

　調査区南東側、M8グリッドに位置し、標高71．8～72．Omのほぼ平坦面に立地する。

　平面は隅丸長方形である。長軸4．82m、短軸4．18mを測り、面積は約16．9㎡である。周溝は幅10～

15cm、深さ1～7cm程度で、ほぼ全周する。壁高は、最も残りのよい北西部で最大34cmである。
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　　第396図　笠見第3遣跡Sl21出土遺物実測図（1）
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第2節　竪穴建物

S69

　　　ぶ詩゜』⊃㎝
第397図　笠見第3遺跡Sl2］出土遺物実測図（2）

　ピソトは7基検出した。主柱穴はP2、　P3の2本柱であると

考えられる。主柱間距離は約2mである。　P2の第6層は柱痕

で、推定される柱の直径は約30cmである。

　中央ピットはP5で、ピット内の底面中央及び肩部には被

熱による焼土が認められる。埋土中にも多く炭化物粒を含ん

でいるため、火を使用した炉跡と考えられる。焼土面は、他

にP6の北側にも不整形なものが1箇所認められる。

　P4はいわゆる特殊ピットで、埋土中から土器細片が多く

出土し、このうち、後述するPo1092が出土している。埋土申

層からは、10cm大の礫も確認された。埋土は黄色土粒を含む

表122笠見第3遺跡Sl22ピットー覧表

ど壕号 長軸x掬一深さ（翻 備　　　考 どパ藷琴 長軸×短郭一深さ㈲ 備　　　考

40×29－27

R8×32－65

S7×39－70

P21×77－24

主柱穴

蜥血鞄

ﾁ殊ピノト

P5

o6

o7

53×50－7

Q9×21－30

R7×30－10

中央ピノト、炉跡

＼

』

「

H＝724m
A

　　　毒

⑨⑥∫個

PI　P2

』

≧

」

完

塗

9

｝ロ

P5 P3

H＝724m
C　　　　p4

　　8ジ
　＼、　／

「

含0　　　祖

亘ゾ

　1　貝灰褐色⊥（黄褐色⊥プロノクを
＿　　　多く含む辛白色土粒含む）

A’2　暗黄灰渇色1（黄色土プロノク少
　　鐙含む）
　3　晴灰褐色上（負掲色⊥プロノク含
　　む）
　4　暗黄灰褐色⊥
　5　1簸褐色主（白色⊥粒　黄色」〔P
　　炭化物粒含む）
　6　暗灰褐色」　（極めてしまりが響い）
　ア　　淡黄灰褐色」．
　8　黄褐色土（かたくしまる）
　9黄）火褐色」（黄色＿ゾ弐遺を含む）
　10灰褐色⊥（黄色粘」。プ拉ノクを多
　　く含む）
　1三　激褐色」　（黄色1＿粒　　民化物粒
　　　L欝月を含む）
　12　∫天掲くゑ⊥　（黄燈色L上粒　　L器片を

　　多く含む）
　13　暗灰褐色．1（黄白色し粒　燈色一L
　　粒　炭化物粒を含む）
　14　淡灰褐色V（黄縄色粘Lプロノク
　　を含む）
　15　綴乱
　む　　　　　づ　お　　　　　ハ

第398図　笠見第3遺跡Sl22遣構図
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Po1083

Po1085

　　　　　　　　　　　Polo87

Po三〇84

Po1086

　　　　　Po1095 　　　　　　　　　　　　Po1094
　　Po1093

第399図　笠見第3遣跡Sl22出土遺物実測図

灰褐色土主体であり、上層には炭化物粒も含まれている。

　その他にもピットが検出されているが、用途は不明である。

む　　　　　　　エニぱ　　　　　じロ

　建物埋土は2層に分層でき、黄灰褐色土主体である。自然堆積であると考えられる。

　出土遺物は、図化できたものに土師器甕Po1083～1090、高杯Po1091・1092、椀Po1093・1094、須恵

器醒Po1095がある。　Po1092がP4内から出土した他は、いずれも埋土中からの出土である。

　出土遺物等から天神川X期、古墳時代後期初頭ごろの竪穴住居跡と考えられる。（小谷）

Sl25・47　（第400・40］図、　PL．　2］・72・156）

　調査区東側のL7・8グリッドに位置し、南東部の谷側へ緩やかに傾斜する標高7L1～71．5mの緩斜

面上に立地する。SI25は、北側のSI47を掘り込んでいる。

　Sl25は、遺存状態は比較的よく、平面は隅丸長方形を呈し、長軸5．52m、短軸4．96m、床面積は約

20．9m2を測る。壁高は、最も遺存状態のよい南西部で54　cmを測る。壁際には、幅9～17cm、深さ5cm

程度の壁溝が全周する。

　ピットは全部で14基検出した。主柱穴はP1・9・3・4である。主柱穴間距離は、　P1－P9聞からそ

れぞれ2．91n、2．7m、2．5m、2．7mである。　P6・11・14は非常に浅いものであるが、位置的に補助柱

穴の可能性がある。

　床面中央やや東寄りに、中央ピットP5がある。主柱穴に比べて浅い。また、西側壁寄りに、平面

円形で二段に掘り込まれるP8がある。初期的な特殊ピットと考えられる。

　その他ピットを検出したが、P2・10はSI47の柱穴の可能性がある。

　埋土は9層に分層できた。埋土から判断して概ね自然堆積による流れ込みであると考えられる。

　遺物は、図化したものに土師器甕Po1096～llO8、高杯Po1109～1U1、鼓形器台Pol112・1113、小型

甕Poll14、敲石S70、鉄鎌F47がある。このうち、北側床面の3cm程度上からF47が出土している。そ
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第400図　笠見第3遺跡Sl25・47遺構図

の他は、埋土中からの出土である。　　表123笠見第3遺跡Sl25・47ピットー覧表

　出土遣物から、天神川n～田期、

古墳時代前期前葉から中葉ごろの竪

穴住居跡と考えられる。

　Sl47は、中央部から南側にかけて

はSI25に掘り込まれているため、平

面形は定かではないが、現存する部

分から判断して円形を呈するものと

考えられる。残存床面積は約5．2㎡

である。周溝は残存する部分で検出され、幅10～17cm、深さ3～6cmを測る。壁高は残りの良い北側

で約22cmを測る。

　床面上でピットを4基検出した。その内、柱穴と考えられるものはP1、　P4である。　SI25で検出され

たP2、　P10もこの住居に伴う可能性がある。また、　P3も比較的大きなピットであるが、用途は不明で

どフ麟 長軸x短軸一深さ⑭ 備　　　考 ：懸§ 長軸×鞠一深さ（戯 備　　　考

S廻5Pl 27×ユ9－45 主柱穴 S田P］e 38×37－26 SI47主柱穴

Sη5P2 35×34－55 SI47主柱穴 S騰P］1 54×50－6
SI25　P3 33×30～36 主柱穴 S鵬Pl2 18×15－8

S弦5P4 29×21－49 主柱穴 S田Pl3 18×16－22

S酩5P5 66×56－49 主柱穴 S酩5Pl4 31×30－5
SI25田 42×40－7 SI47　Pl 28×27－36 主柱穴

S獅27 23×21－23 SP7　P2 24×22－20

SI25　P8 62×62－47 SI4？P3 37×33－51

SI25鶏 23×20－35 主柱穴 SI47　P4 35×33－71 主柱穴
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第5章　古墳時代の調査成果
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　　　　　　　　　　　　　第401図　笠見第3遺跡Sl25出土遺物実測図

ある。それぞれの埋土は暗褐色系土である。

　埋土は単層である。

　遺物は出土していないが、形態的特徴から弥生時代の竪穴住居跡と考えられる。（小谷）

F44

Sl29（第402・403図、　PL．73・74・147・157）

　調査区東寄りのK8グリッド周辺、標高71．4m付近の緩斜面に立地する。北東隅はSI30と重複関係に

あり、当遺構が、SI30の埋土を掘り込む。

　平面長方形を呈す竪穴住居跡である。長軸7、1m、短軸6．3mで床面積が40．1㎡と当遺跡では最大の

住居跡である。遺存状況は西側と東側が良好で、壁高は最深部で52cmである。壁溝は幅7～28cm、深

さ2．9～10．5cmの溝が全周する。

　床面で7基のピットを検出した。このうち主柱穴と考えられるのは、P1、　P2、　P4、　P5で、4本柱

の構造とみられる。柱間はP1－P2問から順に3．7m、2．75m、3．9m、3．Omである。柱間の距離が長い

ことから、支柱穴の検出に努めたが、ピットは検出されなかった。
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第402図　笠見第3遣跡Sl29遺構図

　中央には浅く皿状にくぼむ炉跡P6があり、底面から肩部にかけ焼土面が認められた。炉跡内の埋

土は住居埋土と同じで、灰や焼土は認められなかった。その他のピットは浅く、柱穴とは考え難い。

　P1～P2の間とP1～P5の間で浅い力・溝iを検出した。溝幅は10～18cm、深さ3．4～8．6cmと浅く、埋土

は住居埋土と類似する。西側は2条で、南側は1条のみである。主柱穴間にて検出した溝の性格につ

いては、主柱穴との位置関係からみて、住居の拡張とは考え難く、広い屋内を区画するための仕切り

溝の可能性が考えられる。

　埋土は6層に分層が可能で、壁際から徐々に埋没していることから、自然堆積土とみられる。

　出土遺物には、図化したものに土師器甕PoU15～1120、高杯Po1121～U25、竈片Po1126、須恵器杯
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第5章　古墳時代の調査成果
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第403図　笠見第3遺跡Sl29出土遺物実測図

蓋Po1127、甕片Po1128、弥生土器i甕　　表］24笠見第3遺跡Sl29ピットー覧表

PoU29～1130がある。大半の遺物は

床面より上のレベルで出土している

が、床面直上P1－P7の間でPo1127が、

P2の脇でPoll22が出土している。

　出土した須恵器から、TK10併行

期、古墳時代後期中葉ごろの竪穴住居跡とみられる。（小山）

ξ淳号 長軸×短軸一深さく㎝） 備　　　考 どフ溺 長軸x檀一深さ⑭ 備　　　考

Pl

o2

o3

o4

61×45－55

S8x38－79

U6×61－65

U4×52－33

主柱穴

蜥血且

柱穴�

5P

UP

V�

7×22－207

O×55－87

O×50－16�

柱穴炉

ﾕ

l31（第404・4◎5図、　PL．74・75・147・157）

調査区中央東側のK6・7グリッドに位置する。標高約70．9～71．3mの南西から北東に緩やかに傾斜

る斜面に立地し、南側約2mにはSI32がある。

北側及び東側は耕作のため、部分的に掘削されている。現存する部分から判断して方形を呈するも

と考えられる。規模は、北東から南西長軸5．6m、北西から南東短軸5．1m、床面積は推定23．3㎡で

る。残存壁高は、最も遺存状態がよい南西壁で最大43cmを測る。北側のみに幅20cm前後、深さ8～

5cmを測る壁溝が検出された。

主柱穴はP1～P4で、主柱間距離はP1－P2問から順に2．5m、2．18m、2．3m、2．1mである。　Pl、　P4に

柱痕があり、復元される柱径は約18cmである。
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第404図　笠見第3遺跡Sl31遣構図
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第405図　笠見第3遺跡Sl31出土遺物実測図
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第5章　古墳時代の調査成果

　4つの主柱穴以外に用途不明の4

つのピットを検出した。P5・6は

相対する位置関係で、構造柱の可能

性もあるが、P6の中層～下層には

炭化物が混じり、土器細片も数点出

土し、他の柱穴とは埋土の堆積状況

表125笠見第3遣跡Sl31ピットー覧表

：、｝藷÷ 長軸x檀糸さ（㎝） 備　　　考 2隠号 長軸×短新深さ（㎝） 備　　　考

Pl

o2

o3

o4

46×38－65

R6×3］－24

R2×29－80

S2×42－76

主柱穴

蜥血且

柱穴主

血�

5P

UP

VP

W�

3×67－455

W×55－236

T×47－355

Q×26－12�

異なる。P7、　P8はその位置等から判断し、特殊ピットと考えられる。中央ピットは存在しないが、

央付近に不整形の焼土跡を3カ所検出した。

埋土は、後世の耕作により撹乱を受けている部分もあるが、概ね南からの流入による自然堆積であ

と考えられる。

出土遺物のうち、図化したものは土師器甕Poll32・1133、高杯PoU34・1135、短頸壼PoU36・

137、須恵器杯蓋Po1138・1139、高杯Po1140、甕片Po1141である。このうち、床面では中央やや西側

らPoll36、　P6脇でPo1138、南西隅付近でPol139、　Po1137は離れた状態で、また、　P8内でPo1135が出

した。

出土須恵器から、TK10併行期、古墳時代後期中葉ごろの竪穴住居跡と考えられる。（小谷）

l32・56（第406～408図、　PL．75・147・158）

調査区東側のL6グリッドにあり、標高70．6～70．8mの緩やかに南側へ傾斜する斜面部に立地する、

棟重複して検出された竪穴住居跡である。SI32北東側は、笠見3号墳により掘削されている。

Sl32は、　SI56に切られている。比較的遺存状態はよく、平面は、方形を呈す。規模は、南北5．8m、

西5．94m、床面積33．5㎡である。残存壁高は、最も遺存状態がよい北西壁で最大0．5mを測る。壁際

は幅14～23cm、深さ5～9cm前後の壁溝iがほぼ全周している。

主柱穴はP1からP4で、主柱穴間距離は、　Pl－P2間から順に、3．41n、3．4m、3．51n、3．4mである。

また、主柱穴間には、やや規模が小さいP6からP9がある。配置から、補助柱穴と考えられる。

住居中央には、不整楕円形の中央ピットP5が掘り込まれている。主柱穴同様に深く掘りこまれて

る。

埋土は、炭化物をわずかに含む8層と地山粘質土を含む18層からなる。断面から推定すると、下部

粘質土で埋め戻し、住居廃絶時まで開日していたものと考えられる。

その他に、P10からP14があるが、用途は不明である。

中央ピット東側には、（180×61－6）cmを測る平面長方形の住居内土坑SK1がある。遺物等は出土

ておらず、用途は不明である。

床面の南側を中心に、11、12、16層の貼床が認められたが、範囲は明確ではない。焼土面は認めら

なかった。

埋土は計2層で、自然堆積したものと考えられる。

出土遺物は、図化できたものに土師器壼Po1142・1143、甕Poユ144～1148、高杯Pol155・ll56・

158、小型高杯型器台Pol157・1163、鼓形器台Po1160、小型丸底壼Pol162、低脚杯Pol164・1165、弥

土器甕PoU49～1154、高杯Poll59、器台Po1161、砥石S71、鉋F45、不明鉄器F46、茎部F47がある。

半は埋土中からの出土であるが、床面南東側でPoll42・1146が、　P2内でPo1147が、　P13内でPoU45
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　　　　21　黄擾褐色粘質」

　　　　　　　　む　　　　　　コユ　おむ　　　　　　ま　

　　　　　　　　一

が出土している。

　出土遺物から天神川H期、古墳時代前期前葉ごろと考えられる。

　Sl56は、土層断面でSI32に先行するものとわかったが、平面的には掘方を検出することができず、

北側壁を掘りとばしてしまった。平面は、方形と推定される竪穴住居跡である。推定される規模は、

南北4．2m、東西3．6m、床面積15．　Oln2である。残存壁溝は、最も遺存状態のよい西壁で最大0．31mを

測る。南・東壁際で幅10～30cm、深さ9cm程度の壁溝が認められた。

　主柱穴はP15、　P16の2個で、主柱穴間距離は、2．2mである。中央ピットはなく、住居中央部に焼

土面が1箇所検出された。
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第5章　古墳時代の調査成果
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　煕　　　　　一 z＿

Po1158

　　　　　　』

表126

　　　　　　　　　　　　　　　S71
　　　　　　　　　　　仁コ　　◎一
　　　　　　　　　　　＼、＿＿＿ノ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○　一
　　　　　　　　　　　　ニエニぐ　　　　　ぼじ　

P。1165　一
　第407図　笠見第3遺跡Sl32出土遣物実測図

笠見第3遺跡Sl32・56ピットー覧表

一一

　　　　　　　　　F45

Pu1161

　　む　　　　　　　　エニ　　　　　　　の

↓、1一

どア麟 長軸x短軸一深さ（o田） 備　　　考
3　1ヴ灘
ﾆパ蒙亨 長軸x短袖一深さ（鋤 備　　　考

P1 54×48－78 SI32主柱穴 P9 24×24－26 SI32補助柱穴

P2 50×43－57 SI32主柱穴 P10 49×49－50

P3 67×51－60 SI32主柱穴 P11 47×44－19

P4 57×50－79 SI32主柱穴 P12 33×30－38

P5 100×75－56 SI32中央ピット P13 30×28－11

P6 19×18－35 SI32補助柱穴 P14 30×28－14

P7 40×35－32 SI32補助柱穴 P15 66×59－96 SI56主柱穴

P8 32×30－40 SI32補助柱穴 P16 35×34－79 SI56主柱穴
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第2節　竪穴建物

　床面のほぼ全域に、厚さ

2～4cmを測る13層による

貼床が認められた。

　埋土は計3層に分層で

き、自然堆積したものと考

えられる。

　出土遺物は、図化できた

ものに土師器甕Po1166、須

恵器醗Po　1167、刀子F48が

ある。いずれも埋土中から

の出土である。

む　　　　　　げまニ　　　　　エ　　

第408図

廷〕＿）

＼

＼

◎一　（

　Po1王66

　　　　　　　・グ
　　　　　　　邑’

　　　c）　一、
　　　　　　　1、
む　　　　　きユニま　　　　きじパ　　エ

笠見第3遺跡Sl56出土遺物実測図

／

1

li口8

時期は、出土遺物から天神川鞭期、古墳時代中期後半ごろのものと考えられる。（牧本）

Sl33（第409・410図、　PL．75・158）

　調査区東側、1・J6グリッドの標高70．2～70．7m付近の緩斜面に立地する。南西側約10mにSI29が

ある。北側は、SI34を掘り込んでいる。

　平面方形を呈し、長軸5．9m、短軸5．5m、床面積27．7㎡を測る竪穴住居跡である。遺存状況は比較

的良好で、壁高は最も残りが良い西壁で54cmを測る。壁際には幅12～24　cm、深さ3～7cmを測る壁溝

が、途中で途切れはするが、ほぼ全周する。

　住居床面にて16基のピットを検出した。このうちPl～P4が主柱穴で、柱間はP1からP4までは、　P＋

P2間から順に2．6m、3．151n、2．6m、3．15mである。　P5～P6は2．lmである。中央のP5とP6で棟木を支

え、P1～P4が梁や桁を支持する構造とみられる。またP3とP4の間にある深さ57cmのP9も梁を支える

支柱穴と考えられる。P7は中央ピットとみられ、東側壁際のP14がいわゆる特殊ピットと考えられ

る。その他のピットは比較的浅く、用途不明のピットである。

　このほか主柱穴であるP1とP4の間に幅12～29cm、深さ5～14cmの直線状の溝1がある。詳しい用途は

不明であるが、間仕切りのための溝と考えられる。床面には中央ピットに接して焼土面が認められ

た。しかし中央ピット内には炭や焼土もなく、被熱の痕跡は認められなかった。また床面には所々に

貼床層があり、住居の北東壁際の中央部下層にSK19とした縄文時代と考えられる落し穴があり、そ

の上面にも貼り床を施し、床面としていた。

　埋土は10層に分層可能である。まず暗黄褐色系の土によって住居壁際で堆積が始まり、黒褐色土な

いしは暗褐色土が最終埋没土であ
　　　　　　　　　　　　　　　　　表127笠見第3遺跡Sl33ピットー覧表る。これらの住居埋土は自然堆積土

とみられる。

　出土遺物は、図化したものが土師

器甕Po1168・1170、短頸壼Po1169、

高杯Po1171、須恵器杯蓋Po1172、杯

身Poll73、緑色凝灰岩管玉素材片J

66がある。いずれも、埋土中からの

ξ煽琴 長軸x短軸一深さ｛叫 備　　　考 ど膓溺 長軸x短軸一濠さ（㎝） 備　　　考

P1 58×50－72 主柱穴 P9 61×42－58

P2 79×53－63 主柱穴 P10 43×36－39

P3 49×40－84 主柱穴 P11 64×49－13

P4 59×58－99 主柱穴 P12 52×40－12

P5 60×53－68 棟持柱穴 P13 76×62－18

P6 57×38－67 棟持柱穴 P14 73×55－26 特殊ピット

P7 64×46－55 P15 40×26－23

P8 46×41－28 P16 36×31－9
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第5章　古墳時代の調査成果
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く含む）

暗黄褐色粘質L（1C皿以予の地山小プロノ
クを含む）

殖黄褐色粘質」〈砂粒を少量含む）

8

9

10

ユ1

ユ2

13

互4

15

暗黄謁色穣質主（砂粒を含む）
専褐色粘質．L（砂粒を少慧含む）
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階褐色粘質L（地山プロノクを多く
含む〉
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暗黄褐色粘質上（地山プロノクを含
む）
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磁褐色粘質土

16

17

18
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21
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クを多鷺に含む〉
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暗黄褐色粘質土
暗褐色粘質上（地1」1プロノク
を多壕に含む）

第409図　笠見第3遺跡Sl33遺構図

0

24　踏赤趨色粘質L
25暗赤褐色⊥
26暗黄褐色粘質⊥
27　　匿｛勇、褐色粘質」二

S＝1　80 2rn

、　　　ドミ　　　　　、

黛　　　、

懲

一

Po1168

≧ざ
繍与

Po1172

Po1169 Po1173

O　　　　　S＝1　2　　　　5cm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　O　　　　　S＝1　4　　　　10crn

」一　　　　　　　　　　　　　　一
　　　　　　　　　第4m図　笠見第3遺跡SB3出土遣物実測図
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第2節　竪穴建物

出土である。

　出土遺物から、天神川IX期、古墳時代中期末葉ごろとみられる。須恵器は、　TK47併行期ごろと考

えられる。この他、管玉未成品をはじめとする玉生産関連の遺物も出土したが、隣接するSI34が弥生

時代後期の玉作工房であることから、ここからの混入品と考えられる。（小山）

Sl35（第］17・411図、　PL．2◎・147・159）

　調査区北東側、J5杭周辺の標高69．0～69．4m付近の緩斜面に立地する。住居跡の東半は削平により

すでに失われている。

　平面は長方形を呈すと見られ、長軸5．9m、短軸5m以上、床面積18．7㎡以上を測る。壁高は最も残

存する南西隅で39cmであるが、全般的に遺存状況は良好とはいえない。壁際には幅8～20cm、深さ

Po1174

↓

祈

　　　　ノン　　　　　　ツ
　　　（乙コノ

　　　　　　　　S72

　む　　　　　　コエパ　　　　　エぴロ

　　　　第4臼図

　　Po1181

POU79
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⑳
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曝輻ノ．ζ鵬
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3一囎

　　O」69

笠見第3遺跡Sl35出土遺物実測図
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第5章　古墳時代の調査成果

3．2～15．2cmの壁溝1が北壁と西壁　　　表128笠見第3遺跡Sl35ピットー覧表

沿いには全周し、南壁際には断片

的に認められる。

　床面でピットを数基検出した

が、このうちP15～P18が主柱穴

とみられる。主柱穴問距離はP15

－P16間から以下順に2．4m、2．8m、2．4m、2．8mである。　SI45との重複部分のピットは当住居跡にとも

なうものか、SI45に伴うものか、その弁別が困難である。またこのほか、主柱穴であるP17とP18の間

には幅30cm、深さ4～6cmの溝が検出された。同様の溝1は古墳時代後期の住居跡であるSI29において

も認められた。この他、西壁際から直交して主柱穴の手前まで延びる溝が2条認められた。溝の幅は

12～18cm、深さ3～9cmである。この溝は桁の延長上に位置する。

　埋土は遺存良好な箇所で、厚さ20cmであるが、住居跡東半の埋土は失われ、貼床が露出する状況で

あった。

　出土遣物は、埋土中から多くの土器片とともに碧玉の原石や剥片が出土した。図化したものは、土

師器甕Po1174～1176、高杯Po1177～1181・1183、直口壼Poll82、砥石S72、ガラス小玉」67、碧玉製管

玉未成品J68、硬質緑色凝灰岩製管玉素材片J69、緑色凝灰岩剥片」70である。このうち、南西隅の床

面からはPo1177が伏せられた状態で出土した。

　埋土中から碧玉の原石や剥片が出土する点で特異であるが、床面直上からの玉生産に関連する遺物

の出土はないため、当住居跡内での玉生産は考えにくい。このため埋土中出土のものは、例えばSI34

などの近在する周辺の玉生産に関連する遺構からの流れ込みと考えられる。

　床面出土の土器からみて、天神川V期、古墳時代中期前葉ごろの竪穴住居跡とみられる。（小山）

2プ溺 長軸×麟一深さ｛測 備　　　考 どパ曇琴 蜘x短軸一深さ（㎝） 備　　　考

P15 28×24－43 主柱穴 P20 26×20－24

P16 42×39－59 主柱穴 P21 27×19－14

P17 42×41－74 主柱穴 P22 17×14－10

P18 42×39～59 主柱穴 P23 32×24－33

1）19 30×25～10 P24 35×34－45

Sl39　（第412・413図、　PL．　18・159）

　調査区やや北東側、H7グリッドの標高70m付近の緩斜面に立地する竪穴住居跡である。南端はSI40

と重複するが、当住居がSI40の埋土を切り込んで掘削されていることから、層位的にみてSI39が新し

いo

　平面隅丸方形を呈し、南北4．8m、東西4．7m、床面積20．1㎡を測る。壁高は、最も遺存状況が良好

な住居の南隅で約1mと良好である。壁際には幅11～24　cm、深さ5～10cmの壁溝が、北側壁で途切れ

るがほぼ全周する。床面は地山をそのまま利用し、貼床などは認められなかった。

　主柱穴はP1～P4で、主柱穴間距離はP1－P2問から順に2．3m、2．5m、2．3m、2．5mである。　P1・

3・4で柱痕を確認することができ、柱径は15cm前後である。

　住居中央やや東寄りに、上縁部を長軸100cm、短軸55cm、深さ8cmに掘り、更に中央部を長軸37cm、

短軸31cm、深さ48cm掘り下げる二段掘りを呈す中央ピットP5がある。埋土が、建物埋土と類似する炭

化物を含む層で、廃絶時には開口し

ていた可能性がある。　　　　　　　表129笠見第3遺跡Sl39ピットー覧表

　埋土は11層に分層可能であった。

初期の段階で住居内に流入した埋土

は北西と南西側に厚く、住居の中央

2x麟 長軸x麟一深さ1叫 備　　　考 どフ麟 長軸x短新深さ（鋤 備　　　考

43×43～40

R2×25－56

T5×48－68

主柱穴

蜥血且

柱穴�

4P

TP

U�

8×40－581

O0×55－563

U×35－7�

柱穴中

寃sット
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第412図　笠見第3遺跡Sl39遺構図

部に薄く堆積する。こうした状

況からみて自然堆積によって埋

没したものとみられる。

　出土遣物は、図化したものに

土師器壼Po1184、高杯杯部Po

1185・1186がある。いずれも埋

土下層からの出土である。その

他、住居中央部P5脇の床面直

上から台石が出土した。

麟㌶
Po1185

む　　　　　　ニエ　　　　　　ユむるの

第413図

Po1184

笠見第3遺跡Sl39出土遺物実測図

l　　　Po1186

出土遺物から、天神州ロ期、古墳時代前期前葉ごろものと考えられる。（小山・牧本）

Sl41（第1］1・4情図、　PL．76・159）

　調査区北東側、G3グリッドの標高66．5～66．7mの緩斜面に位置する竪穴住居跡である。　SI42と重複

関係にあるが、当住居跡がSI42埋土を切り込んでいることから、当住居跡が古い。また住居東南側、

北東よりの壁際にてSK22を検出した。床面にて検出したものであるが、当住居跡に伴う可能性も否

定できないが、その形状からみて、当住居跡より古い遣構であると考えられる。

　平面は、やや東西に長い隅丸方形を呈し、長辺4．9m、短辺4．41n、床面積13．3m2を測る。遺存状況
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第5章　古墳時代の調査成果
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Po120ユ Po1202

む　　　　　　ニぷる　　　　エにの

第414図　笠見第3遺跡Sl41出土遣物実測図

は比較的良好で、壁高は最も残りが良い北西隅で80cmを測る。壁　　表130笠見第3遺跡Sl41ピットー覧表

際には、幅5～27cm、深さ2～9cmの壁溝がめぐる。一部途切れ

はするもののほぼ全周する。

　床面から5基のピットを検出したが、このうちPl、　P2が主柱穴

と考えられ、2本柱構造の建物とみられる。柱間は1．7mを測

る。P1の底面には直径約7cm、深さ約4cmのくぼみが認められ、

柱痕跡と考えられる。主柱穴の間でP3を検出した。後述する貼り床層の上面にて検出した浅い小

ピットであるが、住居の中央部に位置することから、支柱穴の可能性がある。

　床面中央部にはごく小規模な範囲ではあるが、焼土面が1箇所認められた。また床面の西半には貼

床層が認められた。これは住居の掘方の底面のレベルが東と西で最大約8cmの高低差があるため、そ

の高低差を解消するためとみられる。

　埋土は11層に分層が可能であった。埋没の初期段階でまず壁際が埋没し、次第に中央部が埋没して

いく状況がうかがえる。特に地形的に高所側に当たる西側からの土砂の流入が顕著である。これらの

ことから自然堆積によって埋没したとみるのが妥当とみられる。また住居の北辺と東辺には壁際より

30cm内側にも同様の溝iがめぐる他、南壁際の一部にも2重となる箇所がある。

　出土遺物は、床面からかなり浮いた状態で若干の土器が出土した。図化したものは、土師器甕Po

1187～1191、低脚杯Po1199、小型高杯型器台Po1200、高杯Po1201～1203、直口壼Po1204、弥生土器甕

Poll92～1196、底部Poll97、小型甕PoU98がある。弥生土器は、　SI40のものが混入したものと考えら

れる。

　出土遺物からみて、天神川D（期、古墳時代中期末葉ごろのものとみられる。（小山）

ξ膓溺 長軸x短軸一深さくc髄） 備　　　考

Pl

o2

o3

o4

53×40－56

T0×40－50

Q0×16－3

R0×26－13

主柱穴

蜥血
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第2節　竪穴建物

Sl57（第415・4相図、　PL．76・148・160）

　調査区東側のK4グリッドにあり、標高69．1～69．3mの緩やかに東側に傾斜する斜面に立地する竪穴

建物である。北東にはSI58が接している。

　遺存状態はよく、平面は方形を呈す。規模は、東西2．3m、南北2．4m、床面積は5．6㎡を測る。残存

壁高は、最も遺存状態のよい西壁で

最大37cmを測る。壁際には、本来幅
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　≧
8～15cm、深さ2cm程度の壁溝iがめ

ぐっていたと考えられる。

　主柱穴に相当するものは検出され

なかったが、南側壁際でP1が検出

された。位置的には特殊ピットの可

能性がある。

　床面中央部で、焼土面が1箇所検

出されている。

　埋土は3層に分層できた。自然堆

表131笠見第3遣跡Sl57ピットー覧表

2フ1曇号 長柏x鞠一深さ（㎝） 備　　　考

P1 40×37－23 特殊ピット

◎
P6

↓

二

H＝69．5m
A

g　l蛤◎・・
Pア

ぶ　　A’

噺

　　⇔
　　P3

第415図

『

　完

［、㌢

；㍑雛土（、，。大。。

　ぬブロックをべむプ

鴻離籠≒絶粒少
，顯む）

　S＝1：80　　　　2m　　　3
　　　　　　　　　む
　　　　　　　　　一
笠見第3遺跡Sl57遺構図

　　　　　　　　　　　　Po1210

　第4佃図

Po1208

2ユ4

　　　1
｝　　　　　1

」欝L曜念

　　　　　　　　　　　Poユ2］6
　Pol215

　　む　　　　　　コハニぐ　　　　ユ　

笠見第3遺跡Sl57出土遣物実測図

　　↑

∠＝：き　　s73

む　　　　　　ねユニ　　　　　さじの

Po］209
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第5章　古墳時代の調査成果

積したものと考えられる。

　出土遺物のうち、図化したものは土師器壼Po1205・1206、甕Po1207～1212、高杯Po1215・1216、弥

生土器甕Po1213・1214、黒曜石調整剥片S73がある。いずれも埋土下層からの出土である。

　出土遺物から、天神川W期、古墳時代中期中葉ごろのものと考えられ、小規模なことから通常の竪

穴住居跡とは異なる用途である可能性がある。（牧本）

Sl58（第417・418図、　PL．77・148・相0）

　調査区東側のJ4グリッドにあり、標高68．6～69．Omの緩やかに東側に傾斜する斜面に立地する。南

西にはSI57が接している。

　東側が流失しているが、平面は長方形又は方形を呈す。主軸がほぼ東西南北にあり、規模は、東西

2．3m以上、南北3．3m、床面積は6．7㎡以上である。残存壁高は、最も遺存状態はよい西壁で最大20cm

を測る。壁際には、本来幅6～12cm、深さ5cm程度の壁溝がめぐっていたと考えられる。

　主柱穴に相当するものは検出されなかった。床面中央部で、大きく広がる焼土面が1箇所検出され

ている。

　埋土は3層に分層できた。自然堆積したものと考えられる。第1・2層には炭化物が含まれている。

　出土遺物のうち、埋土下層での土師器甕Po1217、床面での鼓形器台Po1218を図化した。

　出土遺物から、天神川1期、古墳時代前期初頭ごろのものと考えられる。主柱穴がなく小規模なこ

とから、通常の竪穴住居とは考えられない。（牧本）

Sl60（第419・420図、　PL．77・］48・160）

　調査区北西側のD16グリッドにあり、標高70．6mのほぼ平坦面に

立地する竪穴住居跡である。南東側約31nには、　SI72がある。

　遣存状態はよく、平面は隅丸方形を呈す。規模は、南北4．35m、

東西4．15mを測る。壁高は、最も遺存状態がよい東側で最大60cmを

o
P3

⊥

　　　　　」　　1L

　　　　　　　　　　　　　1　陪黄褐色土（炭化物をわず
｝1＝69．2m　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　カ、に含む）

　へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ど　ロ　もニヒ　　　をわずか
　　　　　　　　　　　　ヘノ

　　　　　　　　　　　　．一
第417図　笠見第3遺跡SI58遣構図

　　　　　　　　　　　Po1218
　　む　　　　　　　ユは　　　　　ユぽ　

第418図　笠見第3邊跡Sl58出土
　　　　遺物実測図

表132笠見第3遺跡Sl60ピットー覧表

ピ隠号 麟x短秘深さ（㎝） 備　　　考

Pl

o2

o3

45×43－43

T5×50－40

t1×106－60

主柱穴

蜥血樺

央ピット
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測る。南側半分の壁際

には、幅10cm、亨朶さ10

cm程度の断面皿状の周

壁溝が確認できたが、

北側では確認できな

かった。

　主柱穴はP1、　P2の

2個である。いずれも

ややいびつな円形で、

穴を掘った後で10cm程

度粘土を叩き締めて敷

き、その上に柱を据え

て2回に分けて埋め戻

したことが確認でき

た。いずれからも柱痕

が確認されており、推

定される柱の直径は、

20cm程度と考えられ

る。主柱穴間距離は

3．Omである。

　中央よりやや東側に

円形の中央ピットP3

がある。周囲には高さ

2cmの低い土手があ

り、貼床の際に造り付

けたものである。中央

ピットの埋土は黄褐色

土で、住居下層埋土を

同一であることから、

住居が破棄されるまで

は開口した状態だった

と考えられる。ピット

内からは、遺物は出土

していない。

　住居の東側半分で明

赤褐色粘土の貼床が認

められた。焼土面は確

認できなかった。

㌣

§

日

◎，

㍍

k

☆

H＝7αOm Pユ
工

A
2

1 3

／

ン

4 6

◇
8 8 ？　“

　　　　　　〆　　　　　　　　7
　　　　　　　　　　．ぺ〃ひw

1　歎ヒ
2　暗褐色土
3　褐色砂質土（地山ブロック含む）
4　黄褐色砂質土（2～5c田大の地山ブロック含む）

5　掲色土
6　褐色土（地山小ブロック含む）

7　褐色土
8　明赤褐｛皇粘質土（黄褐色砂質土を含む⊆貼床土）
9　明褐色粘ニヒ（黄褐色砂質を含む）

10縫色砂質ニヒ

11　明黄褐色砂質粘土

第2節　竪穴建物

む　　　　　はエ　　　　　　　　

第419図　笠見第3遣跡Sl60遣構図

Po1223

む　　　　　ニミニ　む　　　　エの
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第5章　古墳時代の調査成果

Po1219

　Po1222

《

　Po1225

　　　　　　ミー

^韓　　　　　一

’ ヂ＼　s

気

＼＼

Po12

Poユ223

琴竃．
　　　　元

　　講爆登
Po1221

　　Po1226

　　　？
職蕊§鉱恥、22，

　　　　　　　　　　《

　　　（◎

　　　き　　　ヘへ

　　　『～

　　　　Pol230

第42◎図　笠見第3遺跡Sl60出土遣物実測図

む　　　　　　　ニいぐ　　　　エく　の

　埋土は4層に大別でき、皿状堆積していることから自然堆積したものと考えられる。

　遣物は、図化できたものには、土師器甕Po1219～1226、直口壼Pol230、底部Po1231、弥生土器壼Po

1227、甕Po1228、底部Po1229、砥石S74・75がある。床面南東隅付近からPo1219・1223・1224・1231、

北東側でPol230が離れて、中央西寄りでPo1226が出土している。その他は、埋土下層から多く見つ

かっている。また、貼床層から弥生時代後期の土器片が出土しているが、伴うものではない。

　出土遺物から、天神川1期、古墳時代前期前葉のものと考えられる。（田中・東方・牧本）

Sl78（第421・422図、　PL．78・148・総0）

　調査区北西側のE17グリッドにあり、標高69．0～69．4mの緩やかに西倶‖に傾斜する斜面に立地す

る。東側はSI75を掘り込んでいる。

一294一



第2節　竪穴建物

　斜面側は流失している。平面は方形ないし長方形を呈し、東西2．lm以上、南北4．3m、床面積7．7㎡

以上を測る。残存壁高は、最も遺存状態のよい東壁で最大10cmである。壁溝は検出されなかった。

　床面で6基のピットを検出したが、このうち主柱穴に相当するものはP1・P4と考えられる。主柱

穴間距離はL8mである。　P6は位置的に特殊ピットの可能性がある。床面南東側で、焼土面が1箇所

検出されている。

　埋土は2層に分層できた。自然堆積したものと

考えられる。

　出土遺物のうち、図化したものは土師器甕Po

l234、須恵器杯身Poコ235・1236、弥生土器壼Po

1232・1233がある。いずれも、埋土中からの出土

である。弥生土器は、SI75からの混入と考えられ

る。

　出土遺物から、天神川X期、古墳時代後期初頭

ごろのものと考えられ、小規模なことから通常の

竪穴住居跡とは異なる用途である可能性がある。

（牧本）

Sl81（第423・424図、　PL．78・］48・161）

　調査区北西側、」5杭周辺の標高69．4～70m付近

の緩やかな北側緩斜面に立地する。北西側には、

SI87・88が接し、南側約21nにはSI82がある。

　遣存状況は比較的良好で、平面は方形を呈し、

南北5．3m、東西5．63m、床面積30．2m2を測る。壁

高は最も残存する南西隅で68cmである。壁際には

幅10～17cm、深さ6～10cmの壁溝がほぼ全周す

る。

　主柱穴はP1～P4で、主柱穴間距離はP1－P2間か

ら以下順にLgm、　L7m、1．7m、1．7mである。

㌦

表133笠見第3遺跡Sl78ピットー覧表

治蒸号 長軸x鞠一深さ（測 備　　　考

P1 37×31－37 主柱穴

P2 27×25－22

P3 33×31－34

P4 28×26－18 主柱穴

P5 28×28－22

P6 51×51－16 特殊ピット

㌢ ≧

　　　　　，範）　　・

響「〔醒鍾三
　　　　　　　　　　　　　　　パ

日＝696m

A　　　P5

第42］図

　　　　　　　1　‘翠褐色土
　　　　　　　2　暗或褐色土（地山
　　　　　　　　プロツク少n《　　　　　一一一A’　　む）

ロ　

　　　　　　　3　暗褐色土

　　　　　　　　　　エニ　　　　　ヨの　　　　　　む

笠見第3遣跡Sl78遺構図

Po］232

Poユ234

　　　　　　　　　　　　　　　　　む　　　　　　　ヨこぐ　　　　め　

　　　　　　　　　　　　　　　　　一
第422図　笠見第3遺跡SI78出土遺物実測図
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第5章　古墳時代の調査成果

二

L

b1

H＝702m
A

∫餌∫司

⑨9

Pユ

。1

P3

P2

ユ’

」

⊃

影

H＝702m
B　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　B’

　　　　　　　惣忍践
　　　　　　　ざ忌籔

　　　　　　　　　第423図　笠見第3遺跡Sl8肇邊構図

§

匡

　　　紫

　　　診

塗

1凝

㍑麗t
3　暗黄灰褐色⊥（灰化物をわずか

　にを　

；緩誌
1灘緩⊥
；鶴2圭灘雛㌶賠
　むう

｛1灘皇愉

む　　　　　ニエ　　　　　　ヨ　

また、南壁際には、幅15cm前後、深　　表B4　笠見第3遺跡Sl81ピットー覧表

さ5cm前後、長さ90cm程度の2本の

平行する溝に囲まれた特殊ピットP

5がある。埋土には炭化物を含み、

遺構下層埋土とは異なることから、

廃絶時にはすでに埋まっていた可能性がある。なお、北側壁にはほぼ対応するように同規模の平行す

る溝が中央に向かって延びている。これらの溝は、仕切り溝と考えられる。床面上では焼土面、貼床

は検出されなかった。

　埋土は3層に分層でき、皿状堆積を呈すことから、自然堆積したものと考えられる。

　出土遺物は、埋土中から出土した土師器甕Pol237～1239、高杯Po1240、小型丸底壼Po1241、小型携

帯用の砥石S76を図化した。

ζ隠2 長袖x短郭一深さ（on） 備　　　考 ζ樋号 長薗x短軸一深さ（㎝） 備　　　考

31×31－89

R1×27－71

S8×31－79

主柱穴

蜥血且

柱穴�

4P

唐o

U�

2×31－837

T×斑一623

W×36－31�

柱穴特

黹sノト
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第2節　竪穴建物

乙：エ］フー

溝嚢萎・

　　…

Po1238

　　　　　　　　　　　　　　　　　　Pol241
　　第424図　笠見第3遺跡Sl81出土遣物実測図

　出土遺物等から、天神川V期、古墳時代中

期前葉の竪穴住居跡と考えられる。（牧本）

Sl84（第425・426図、　PL．78・148・総0）

　調査区申央やや北西側、F13グリッドの標

高69．4～70m付近の緩やかな北側緩斜面に立

地する。東側約1mには、　SI85がある。

　耕作による撹乱を受けており遺存状況は悪

い。平面は長方形を呈し、長軸3．2m、短軸

2．1m、床面積6．8m2を測る。壁高は最も残存

する南西隅で47cmである。壁際には、幅11～

23cm、深さ3～8cmの壁溝がほぼ全周すると

みられる。

　主柱穴はP1・P2で、主柱穴間距離は2．3m

である。また、床面中央東寄りにはP3があ

る。特殊ピット的な性格が与えられよう。建

物下層埋土が入り込んでおり、廃絶時には開

口していたと考えられる。その他、床面及び

周辺でピットが検出されているが用途は不明

である。床面上では焼土面、貼床は検出され

＼

L

冶

H＝704m
A

　　　◎

cp4　PI

　　　　■

◇》．1

　　　冨．

8

逗

庄

£

1。，

…

ξ

　　繕

゜°

　　マニらてを

難翁
　　　　　　　　　　ジ吹〈

　　　　　　　　昆音黄亥ヒ舞き色⊥（2～5
　　　　　－　　　c賠人の地山プロノクを
　　P3　　　　　　ぺ　　　含む）
　　　　　　　　暗茶褐色」　　　　　　　　暗黄褐色土（地11ヨプロ
　　　　　　　　ノクを多量に含む）
　　　　　　が　　　　　　ゼエ
＿　ぶ、．琢惣、欝灘わ。．ク、AT
　　　　　　　　ポーキプロノク含む。
　　　　　　　　しまりあり）　　　　　　　7　暗灰葬二褐色⊥
　〆〉、　　　　　　　　8　撹乱
　　ノ　　　　　　　　む　　　　　ニユ　　　　　　ハ

　　　　　　　ー
笠見第3遺跡Sl84遺構図
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第425図
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第5章　古墳時代の調査成果

なかった。

　埋土は2層に分層でき、皿状堆積

を呈すことから、自然堆積したもの

と考えられる。

　出土遺物は、埋土中から出土した

弥生土器甕Po1242・1243を図化し

た。その他に、図化できなかったが

土師器が含まれており、時期は古墳

時代中期ごろのものと考える。

　出土遺物、形態的特徴から、古墳

時代中期ごろの竪穴住居跡と考えら

れる。（牧本）

Sl85・104　（第427～429図、　PL．　38）

　調査区中央やや北西側、F12グ

リッドの標高69～69．5m付近の緩や

かな北側緩斜面に立地する。SI85・

104の2棟が切り合って検出された。

土層による切り合い関係は確認でき

なかったが、おそらくS《104をSI85

が掘り込んでいるものと思われる。

SI85の南東側は、　SI86を掘り込む。

表135笠見第3遺跡Sl84ピットー覧表

ど鴻琴 長轍麟一深さ（㎝〉 備　　　考 ビぎ、 長簡x短軸躍さく㎝） 備　　　考

P1 37×37－42 主柱穴 P6 55×55－52

P2 42×39－40 主柱穴 P7 55×50－60

P3 54×45－30 特殊ピット P8 25×19－5
P4 35×25－25 P9 30×30－13

P5 35×33－60 P10 33×29－35

一一 一一
一 一一

｛ ｝

一

華

　　　　　　　　　　　　む　　　　　　ニヌペ　　　　　ユぱロ

　　　　　　　　　　　　ー
第426図　笠見第3遺跡SI84出土遺物実測図

表136　笠見第3遺跡Sl85・｜04ピットー覧表

ビ了1喜号 長軸x短軸一深さ（㎝） 備　　　考 ビラ寝号 長柏x短軸一深さ（oo） 備　　　考

P1 62×58－22 P6 27×15－7
P2 45×40－47 主柱穴 P7 28×27－61 封主穴

P3 31×27－22 P8 33×32－60

P4 42×36－41 P9 23×13－15

P5 76×65－56 特殊ピット P10 25×20一亙4

　Sl85は、平面方形を呈し、一辺4．Om、床面積16．8㎡を測る。壁高は最も残存する南西隅で66cmであ

る。壁際には、幅10～20cm、深さ3～8cmを測る壁溝がほぼ全周する。

　主柱穴はP1・P2で、主柱穴間距離はLOmと狭い。　P2では柱痕が認められ、推定される柱径は約18

cmである。底面には、川原石が据えられており、礎板石として機能した可能性がある。また、南壁際

中央には、幅10～20cm前後、深さ3～19cm前後、長さ70　cm程度の2本の平行する溝に囲まれた特殊

ピットP3がある。埋土は、建物下層埋土とは異なることから、廃絶時には既に埋まっていた可能性

がある。また、北側壁にはほぼ対応するように同規模の溝が1本、西側にも壁に接するように2本の

平行する溝が中央に向かって延びている。これらの溝は、仕切り溝と考えられる。P＋P2間で焼土面

が1箇所検出された。

　また、北側隅でSKIが検出された。平面楕円形を呈し、長軸95cm、短軸68cm、深さ30cmを測る。埋

土は、建物埋土下層とは異なり、P3同様廃絶時には既に埋まっていた可能性がある。

　埋土は大きく2層に分層でき、皿状堆積を呈すことから、自然堆積したものと考えられる。

　出土遺物は、土師器甕Po1244～1249、高杯Pol255～1257、小型丸底壼Po1254、弥生土器甕Po1250～

1252、底部Po1253、器台Pol258を図化した。大半は埋土中から出土したが、　Po1255はP1内で出土し

た。

　出土遺物等から、天神川W～W期、古墳時代中期後葉ごろの竪穴住居跡と考えられる。
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第427図　笠見第3遺跡Sl85・104遺構図

　Sl104は、　SI85によって掘り込まれており、規模の詳細は不明であるが、平面方形を呈すと思われ

る。伴う柱穴等の詳細は不明である。出土遺物には、床面上で弥生時代的な特徴を持つ石鎌S78が出

土している。時期は不明である。（牧本）

Sl100・102（第430・431図、　PL．38・162）

　調査区中央東側のK5・6、L5・6グリッドにあり、標高70．6mのほぼ平坦面に立地する。笠見3号

墳の旧表土下でSI101・102とともに検出された。南側は、同古墳により掘削を受けている。古いもの

からSI101→SI102→SI100となる。

　Sl100は、遺存状態は悪いが、平面は方形を呈す竪穴住居跡である。規模は、北東一南西2．8m以

上、北西一南東3．7m、床面積9．4m2以上である。残存壁高は、最も遺存状態がよい東壁で最大0．26m

を測る。西・北側壁際には部分的に幅6～13cm、深さ2～5cm前後の壁溝が検出された。本来は、全

周していたものと考えられる。

　主柱穴は、P1～P4である。主柱穴間距離は、　P1－P2間から順に、2．3m、2．3m、2．5m、2．1mであ

る。柱痕は確認されなかった。

　主柱穴以外にもピットが検出されたが、当住居に伴うものはP5、　P6である。用途は不明である。
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第5章　古墳時代の調査成果

Po1244

Po1249

酬

Po1256

Po1246

Po］248

Po1247

第428図

Po1257

笠見第3遺跡Sl85出土遺物実測図

PO1258

む　　　　　　ニエニぐむ　　　　ユびの

その他のものは、Sl！O1に伴うものと考えられる。中央ピットに相

当するものは検出されなかった。

　床面には、中央部とP1－P2間で焼土面が2箇所検出された。ま

た、住居中央部分に暗灰褐色粘質土による貼床が施されている。

　埋土は、4層に分層できた。自然堆積したものと考えられる。

12㌘㌫麗隠還：驚鷲二篇萬禦㌫○　　　路
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　む　　　　ニぶヨ　　ぽロ1277、弥生土器甕Po1268、底部Po1269、緑色凝灰岩管玉素材片J71　　　　　　　　＿

がある。大半は埋土中からの出土であるが、床面上でPo1265が出土　　第429図　笠見第3遺跡Sl1◎4出土
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　遣物実測図
している。

　出土遣物から天神川畷期、古墳時代中期後半ごろと考えられる。

　Sl102は、　SI100によって掘削されている。平面形、規模ともに不明である。主柱穴と考えられるも

のはSI100上でも検出できなかった。

　埋土は、2層に分層できた。自然堆積したものと考えられる。

　出土遺物はなく時期不明であるが、S亙100に掘り込まれることから、やや遡るものと考えられる。

（牧本）
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　第430図　笠見第3遺跡Sl100・102遺構図

表137笠見第3遺跡Sl100・102ピットー覧表

ξプ選 長軸x短軸一深さ（o田） 備　　　考 ご涌琴 麟×短軸一深さ（叫 備　　　考

40×35－53

T2×40－59

R0×26－48

主柱穴

蜥血且

柱穴�

4P

TP

U�

4×20－305

S×45－162

P×20－11�

柱穴用

r不明用

r不明

l106（第432・433図、　PL．39）

調査区南側M15・16グリッド内にあり、標高74．5m付近の平坦面に立地する。調査区内で最も標高

高い場所にある。東側でSllO7を掘り込んでいる。

遺存状態はよい。平面形は長方形を呈する。規模は、長軸4．23m、短軸3．42m、床面積は12．5m2を

る。残存壁高は南側で最大17cmを測る。壁溝は部分的に撹乱により壊されているが、全周すると考

られる。幅8～24cm、深さ4～8cmほどで断面はU字状を呈する。

主柱穴はP1・P2の2基で、主柱間距離はL6mになる。　P3は中央ピットと考えられ、浅い窪み状を

する。埋土中に炭化物は認められなかった。P4は壁際にあり、特殊ピットと考えられる。埋土中

土器片や炭化物が認められた。その他のピットは用途不明である。

床面検出中でSI107の壁溝が露出しており、部分的に貼床のあった可能性はあるが、検出には至ら

かった。

埋土は2層に分層でき、自然堆積と考えられる。

出土遺物は、弥生土器甕Pol278を図化したが、伴うものではない。埋土中で古墳時代中期ごろの土

30ユー



第5章　古墳時代の調査成果
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第431図　笠見第3遺跡SI拍0出土遺物実測図
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表138　笠見第3遺跡Sl106ピットー覧表

ど礪琴 長軸×短軸一深さ（測 備　　　考

P1 45×37－46 主柱穴

P2 35×33－52 主柱穴

P3 60×45－4 中央ピノト

P4 62×45－41 特殊ピノト

P5 28×23－18

P6 42×40－39

器片が出土している。

　出土遺物と形態的特徴から、古墳

時代中期ごろに属する竪穴住居跡と

考えられる。（岩井）

第432図　笠見第3遣跡Sl拍6遺構図
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第2節　竪穴建物

Sl1◎8（第434・435図、　PL．79・162）

　調査区南側M16～17グリッド内にあり、標高74．5m付近の平坦面に立地する。調査区内で最も標高

の高い場所にある。東側にSllO6などがある。

　遺存状態は比較的よく、平面は方形を呈する。規模は、長軸6．55m、短軸6．26m、床面積は352m2

を測る。残存壁高は南側で最大28cmを測る。当遺構は、北東から南西にかけて床面をL字状に区画し

たベッド状遺構を持つ。幅約0．8～1．04mで、高さは最も残りのよい南側で約10cmあり、地山を削り

出して作られている。

P
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第5章　古墳時代の調査成果

　Po1279

第435図 笠見第3遺跡Sl1◎8出土遺物実測図

Po1280

　壁溝は、一部撹乱により破壊され

ているが全周すると考えられる。幅

約16～33cmで、深さ約10cm、断面は

U字状を呈する。また、ベッド状遺

構の内側にも溝がめぐっており、幅

12～27cm、深さおよび断面は壁溝と

同様である。

表139　笠見第3遺跡Sl108ピット規模一覧表 △は残存値

ど嘱き 長軸x矯一深さ（〆 備　　考 ど遷琴 長蘭x繍渓さ㈲ 備　　考

P1 50×46－80 主柱穴 P7 42×35－57△

P2 55×36～71 主柱穴 P8 30×30－38

P3 46×40～52△ 主柱穴 P9 82×53－30

P4 47×36－91 主柱穴 P10 38×28－41

P5 48×45－46 特殊ピットか？ P11 35×34－41

　主柱穴はP1～P4の4基で、主柱間距離はP1－P2から順にL95m、2．12m、　L8m、　L65mを測る。中

央ピットと考えられるものは認められなかった。P5とP6は、壁際に近く、両端を溝に囲まれている

ことなどから特殊ピットの可能性がある。その他のピットに関しては用途不明である。

　床面およびベッド上の4辺それぞれの壁溝から、長さlm前後の直線的な溝が、中央部に向かって

伸びている。溝は幅約16～35cm、深さ約8～14　cmである。これらは向かい合う両辺それぞれで相対せ

ず、互いに関連するものではないと考えられる。また主柱の軸線からも外れていることなどから建物

構造に関わるとも考えにくい。特殊ピットと考えられるP5・6の両端にあること、床面上で出土し

た甕Po1280や高杯Po1281の東側に位置することなどから、おそらく当床面において、間取りを意識し

た空間領域が設定されており、この溝はそれに伴う間仕切りに関わるものと推察される。

　埋土は自然堆積であると考えられる。南側床面上では、炭化材が少量出土しており、中央部に向

かって倒れこんでいることから、垂木材が焼失したものと考えられる。当遺構は、床面上で被熱によ

る焼土面および埋土内でも炭化物等焼失を示す層は見られなかったが、炭化材の遺存から廃絶後焼失

したものと考えられる。

　出土遺物は、埋土中から土師器甕Po1279、床面直上から上述した甕Po1280や高杯Po1281が出土している。

　出土遺物と形態的特徴から、天神川V期、古墳時代中期前葉に相当する竪穴住居跡と考えられる。

（岩井）

Sl刊0（第436図、　PL．79）

　調査区南側K17・L17グリッド内にあり、標高74．0～73．81nのほぼ平坦な場所に立地する。東側は試
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第2節　竪穴建物

掘7トレンチにかかる。

　遺存状態はあまりよくない。平面

は方形を呈すと考えられる。規模

は、長軸4．3m、短軸4．07m、床面積

は推定13㎡である。残存壁高は、南

西側で最大15cmを測る。壁溝は、北

西から南東までと、北東側に見られ

る。幅はU～25cmで、深さは2～5

cm、断面はU字状である。この2箇

所に位置する溝は、両者のめぐり方

からすると連結せず、別遺構のもの

と考えられ、当遺構は北東側の壁溝

を持つ遺構を掘り込むと推察され

る。ただし、その遺構はプランおよ

び性格は不明である。

　ピットは10基検出した。主柱穴は

P1・P2の2本柱と考えられ、主柱

間距離はL3mになる。中央ピット

はなく、床面中央には被熱硬化した

焼土面が見られた。その他のピット

についてであるが、比較的浅いピッ

トが多く、埋土にもあまり差異は見

られず性格は不明である。P6・

P7・P8は埋土がやや異なり、当遺

構のプランから外れて位置している
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第436図　笠見第3遺跡Sl11◎遺構図

表140　笠見第3遺跡Sl］10ピット規模一覧表

ζ膓1瀦 麟x螂禄さ（c∂ 備　　考 ξプ｝瀦 長軸x短糾深さ㈱ 備　　考

P1 37×34－82 主柱穴 P6 28×25－27

P2 25×23－70 主柱穴 P7 37×35－14

P3 28×20－19 P8 35×28－38

P4 35×28－23 P9 25×18－12

P5 23×20－15 P10 20×20－7

ことから、掘り込まれている遺構のものと考えられる。

　埋土は、ほぼ単層で自然堆積であると考えられる。

　出土遺物は、土師器等が見られたが図化に耐えうるものはなかったが、形態的特徴から、古墳時代

の竪穴住居跡と考えられる。（岩井）

Sm　1（第437・438図、　PL．80・総3）

　調査区南西側のL16グリッド、標高73．9～74．1mのほぼ平坦面に立地する。東側にSI112が隣i接する。

　平面方形を呈し、長軸5．6m、短軸5．2m、床面積は23．3m2を測る。全体に削平・撹乱を受けてお

り、遺存状況は悪い。壁高は最高で30cm残存する。壁溝はない。

　主柱穴はP1～P4で、主柱間距離はPl－P2から時計回りに2．7m、2．5m、3．1m、2．7mである。　P5は中

央ピットで、周辺に被熱面をとどめる。ピットの位置はやや南側に偏る。P6は特殊ピットである。

ピットの両側に仕切り溝は伴わない。P7は性格不明である。

　埋土は暗褐色土と淡黄褐色土に分かれる。
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第5章　古墳時代の調査成果
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第437図　笠見第3遺跡Sl111遺構図

表1窮　笠見第3邊跡Sl111ピッ
　　　ト規模一覧表

ζ饅§ 題x短軸一深さ｛c∂ 備　　考

P1 42×36－80 主柱穴

P2 68×60－62 主柱穴

P3 48×46－60 主柱穴

P4 38×37－70 主柱穴

P5 54×46－40 中央ピノト

P6 84×63－30 特殊ピノト

P7 4×42－20 不明

　出土遺物には、埋土中から土師器甕Po1282・

1283がある。また、床面からは砥石S79が出土

している。

　出土遺物等から、天神川X期、古墳時代後期

初頭ごろの竪穴住居跡と考えられる。（西川）

「イー
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＿一一〔一　 _

O　　　　　S＝1　4　　　　10c鷹　　　ン　　　　　　　　　　　　　　　S79

第438図　笠見第3遣跡SII11出土遣物実測図

一306一



第2節　竪穴建物
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Sl　113（第439・44◎図、　PL．80・　表142

148・163）

　調査区中央南側のL・M15グリッ

ド、標高74．0～74．3mのほぼ平坦面

に立地する。東側にはSI114・115が

隣接する。

×◇

・〃

鵠纏w
鴻認皇土剛゜｝ムカノクを多く錨

1離圭齪ほ三完震蕊｛
；翻鮭瀞莞㌫多く舗）
9　暗黄褐色⊥（機乱1⊃

笠見第3遺跡Sl1伯遺構図

　　笠見第3遣跡SIW3ピット規模一覧表

む　　　　　　ヨ　お　　　　　の

ζ鴻琴 題x檀楡さ姻 備　　考 川き号 長菌x麟一深さ（司 備　　考

44×36－78

S3×26－60

Q8×24－30

主柱穴

蜥血且

柱穴�

4P
TP
U�

0×44－804

U×42－1002

R×22－22�

柱穴中

寃sノト不

ｾ

平面隅丸方形を呈し、長軸5．6m、短軸5．2m、床面積は22，5㎡を測る。西隅は大きく撹乱を受け

。壁高は最高で48．Ocm残存する。壁溝は、幅10～20cm、深さ6cmで、北・西側周壁際のみに認めら

た。

主柱穴はP1～P4で、柱間距離はP1－P2から時計回りに3．Om、2．7m、2．9m、2．7mである。　P5は中央

ットで、深さ100cmにもおよぶ。周辺の床面からは炭化材が出土した。　P6は性格不明である。

埋土は褐色土を主体とした4層にわかれ、自然堆積したものと考えられる。

出土遣物には、埋土中からの土師器甕Po1285・1286、低脚杯Po1287、高杯P◎1288、弥生土器壼Po
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第5章　古墳時代の調査成果
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第440図 笠見第3遺跡Sl113出土遺物実測図

む　　　　　　　ヨニぐ　　　　ユむぐゆ

1284を図化した。

　出土遺物等から、天神川1期、古墳

時代前期初頭ごろの竪穴住居跡と考え

られる。（西川）

S目16　（第441・442図、PL．　80・董63）

　調査区南側、L17グリッドの標高

74．2～74．3mの緩斜面に立地する。東

側ではSllO9を掘り込む。平面は方形

を呈し、長軸4．2m、短軸4．Om、床面

積は11．8㎡を測る。全体に後世の撹乱

をうけ、遺存状態はよくない。壁高は

最高で35cm残存する。壁溝は幅12cm、

深さ6cmで断面U字状である。ただ

し、貼床部では平面・断面のいずれで

も壁溝を確認することができなかっ

た。

　主柱穴はP1とP2で、柱間距離は約

1．6mである。　P3は中央ピットで、深

さ10cm前後と非常に浅い。埋土には炭

化物が含まれ、底面は被熱により硬化

していた。

H＝75ま）m
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5

τ’

≧

il口

鍍

N

寸

N

1

婁
Sl］09

H＝750m
C

P2　　P3 Pユ

　　　摘翼雛、、絶ブ
ー一一 @　　　　ロックを多く含む。
　C’　　　　しまり強。貼床土）

　　　i晶欝炭化物を

　　　，瀦）

　　　　　　　　　　　　　む　　　　　　ほユシ　　　　　　　の

　　　　　　　　　　　　　一
第441図　笠見第3遣跡S川6遺構図

　SllO9と重複する床面部分では、若干SI109の埋土を掘り込んだ上

に、貼床土が付加されていた。

　埋土は茶褐色土が、ほぼ1層堆積している。

　出土遺物には、埋土中からの土師器甕Po1289、床面上からの甕

Poユ290を図化した。

　出土遺物等から、天神川X期以降、古墳時代後期前葉ごろの竪穴

住居跡と考えられる。（西川）

表143笠見第3遺跡Sl］16ピッ
　　　トー覧表

ど渇号 麟x鍾一深さく㎝） 備　　考

Pl
o2
o3

30×30－82

R4×30－61

T0×48－8

主柱穴

蜥血樺

央ピット
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第2節　竪穴建物

SIW7　（第443・444図、　PL．　81・149・163）

　調査区南西側の1（17グリッド、標高73．4～73．6mの

緩斜面に位置する。東側でSI126を掘り込む。

　平面方形を呈し、床面の拡張が認められる。一辺

52m、床面積は26．2㎡以上を測る。壁高は最高で56

cm残存する。壁溝iは幅15～20cm、深さ5～10cm、断面

U字状を呈する。

　主柱穴はP1～P4で、中央寄りに集中する。柱間距

離はP1－P2から時計回りに3．Om、1．2m、3．Om、1．2m

である。断面観察では柱痕跡を確認できなかった。い

ずれも深さ60cmをこえる深い柱穴である。　P5・P6は

特殊ピットで、前者が拡張前、後者が拡張後のもので

ある。仕切り溝は両者にあり、北側は同じ溝を踏襲し

て壁側に拡張している。床面北辺西寄りと西辺中央部　　第442図

にも床面仕切り溝がある。
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笠見第3遺跡Sl1笛出土遺物実測図
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第443図　笠見第3遺跡Sl117遺構図
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　を多く含む）
3　陪黄褐色砂質⊥
4　員茶褐色砂質土
5　茶褐色士
6　暗褐色⊥（地山プロノクをわす

　かに含む）
7　暗茶褐色上（茶褐色ブロックを

　含む。燈乱紅）
8　暗員褐色L
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第5章　古墳時代の調査成果

Po129ユ

Po1296

Pol295

Pol298 Po］299

む　　　　　　ニユニベ　　　　ぼぬ

　　　第444図　笠見第3遺跡Sl117出土遺物実測図

Pol297

一

F49

む　　　　　　ニユニ　　　　　ほじ　

　建物の拡張は北辺を軸にして、三
　　　　　　　　　　　　　　　　　　表144　笠見第3遺跡Sl117ピットー覧表
方向に行なわれ、特殊ピットも同様

に対応しており、北側の仕切り溝と

ピットの北辺を軸にして、拡張に

伴った新しいものにつくり替えてい

る。拡張前の周壁溝は部分的に残る。幅10～20cm、深さ5cm前後である。拡張前の床面積は22．8㎡以

上である。

　埋土は大きく3層にわかれ、自然堆積したものと考えられる。

　出土遺物には、土師器甕Po1291・1292、高杯Po1293～1299、直1コ壼胴部Po1300、刀子F49がある。

このうち、北東隅の床面からはPol293～1296が、西南寄りの床面からはPo1297が出土している。その

他は、埋土中での出土である。

　出土遺物等から、天神川V期、古墳時代中期前葉ごろの竪穴住居跡と考えられる。（西川）

念　　、　’　ひ

ﾆプ麟 題x嫡一深さ（㎝戊 備　　考 ξ障琴 長郭x短誕深さ（㈱） 備　　考

38×34－82

T5×41－80

S9×36－84

主柱穴

蜥血且

柱穴�

4P
TP
U�

0×19－818

U×60－563

Wx34－22�

柱穴特

黹sット特

黹sット

l121（第445・446図、　PL．82・佃4）

調査区南側U3～14グリッド内にあり、標高73，8mのほぼ平坦面に立地する。　SI］22の南西側を掘り

んでいる。

遺存状態は東側の残りが悪い。平面は方形で長軸4．Om、短軸3．5m、床面積は推定11．2㎡を測る。

存壁高は南側で最大56cmである。壁溝iは東側を除きめぐっている。幅約10～15cm、深さ6cm、断面

字状を呈する。
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第2節　竪穴建物

　主柱穴はP1とP2の2基で、主柱間距

離はLOmを測る。中央ピットは認め

られず、主柱間に焼土面を検出した。

P3は、埋土から当遺構に伴うもので

あるが、用途は不明である。

　埋土は、地山ブロックを多く含んだ

土による自然堆積と考えられる。

　遺物はすべて埋土中からの出土であ

る。甕Po1301～1305、小型丸底壼Po

1306・1307、　高杯Po1308～13U、　ノ］、型

平底壼Po1312、鉄器茎部F50、敲石S

80・81がある。

　出土遺物と形態的特徴から、天神川

A
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表145　笠見第3遣跡Sl121ピッ
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iL・・1

射詩 麟x麟一濠さ（叫 備　　考

32×24－63
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Q5×24－30

主柱穴

蜥血

Po］301

＼〉・㌧彩　　　＼　＼

　　5
＼＼、5

刀掾F

第445図

　1　褐色土（10cm以下のロームブロックを斑に含む。土器片

　　を含む。）
　2　茶褐色土（3cm以下のロームプロックを少し含む）
　3　茶褐色土（1c巾大のロームブロックを少し含む）
　4　黄灰褐色：｝二（ローム・ATブロックを斑に含む）

　5　茶褐色上（ロームプロックを多く含む）

　6　撹乱
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第5章　古墳時代の調査成果

V～W期、古墳時代中期前葉～中葉ごろの竪穴住居跡と考えられる。（岩井）

SII22（第447・448図、　PL．82・166）

　調査区南側L13グリッド内にあり、標高74．Omのほぼ平坦面に立地する。南西側をSI121に掘り込ま

れている。

　遺存状態はよい。平面は隅丸方形を呈し、長軸6．6m、短軸6．5m、床面積32．8m2を測る。残存壁高

は南西側で最大80cmである。壁溝は北西側で一部途切れるが、壁下をほぼ全周する。幅約10～20cm、

深さ約5cm、断面U字状である。

　主柱穴はP1～P4の4基で、主柱間距離はP！－P2から順に、3．55m、3．25m、3．5m、3．5mを測る。　P5

は中央ピットと考えられ、平面形は楕円形で、埋土中に炭化物を含む。西側で日が開く「コ」の字状
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　　　　　　　　　　　　　　　第447図　笠見第3遺跡Sl122遣構図

P

完

窓
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　　　㌣

　　　培0
1　茅褐色．L（3cm大のノフトロームプロノク
　を斑に含む＞
2　茶褐色⊥（AT　上のナーキプロノクを少し
　含む）
3　黄灰褐色⊥（ノ7トローム　ATプロノクを
　タくをむむよくしまるラ
1ま難とえlc吠のATプ゜ノクを多く含む゜

O　茅褐色↓（3cm人のノフトローム　ATプロ
　ノクを少し含む）
6　灰褐色L（5cm大のATプロノクを含むcし
　まりなし）
7　茶褐色｝．〈2cm人のノフトローム　ATプロ
　ノクを　くをむむよくしまる　
§纏豊左｛膓r禁2竺㌘㌦筈統膓〉を多

　く含む＞
10　猟褐色⊥（3cm人のATプロノクを含む。パ
　奮むG　しまりなし＞
11　淡灰褐色⊥（ノフトローム　ATプロノクを
　をむお　なべむウ　　まぐきあリヲ

握灘色臨丁ブ⇔ク多く含むぷ性あり）

　　　　む　　　　　コユ　お　　　　　の
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第2節竪穴建物

Po1314
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第448図　笠見第3遺跡Sl122出土遣物実測図

○～，r＿テ

S82

む　　　　　　ほユニ　　　　　ユ　お

　　　　　　　　　　　　　　　　　　表146笠見第3遺跡Sl122ピットー覧表
の地山削り出しの土手が周囲をめぐ

る。土手は幅約7～10cm、高さ約5

cmを測る。内側に被熱痕跡は認めら

れなかった。P6～P8は主柱軸線上

の中間に配されていることから、補

助柱であると考えられる。

　床面南西隅では、平坦な段状の高まりを検出した。最大幅80cm、高さ7cmで、地山を削り出して作

られている。用途は不明である。

　埋土は、床面直上で地山ブロックをかなり多く含む第3・4層が堆積していたが、故意に埋めた様

子ではなく自然堆積の範疇に入るものと考えられる。

　遺物はすべて埋土中

からの出土である。土

師器甕Po1313・1314、

弥生土器甕Po1315～

1317、底部Po1318、筒

部Po1319、砥石S82があ

る。遺物の中には赤色

塗彩されたものが含ま

れる。

　出土遺物と形態的特

徴から、天神川工期、

古墳時代前期前葉ごろ

の竪穴住居跡と考えら

れる。（岩井）

芝繕琴 長軸x短軸来さ㈲ 備　　考 ，5　1罵o
ｲ醇猴 長軸x短紬一淫さ㈲ 備　　考

Pl
o2
o3
o4

75×70－68

T5x35－50

U0×55－56

T0×37－100

主柱穴

蜥血且

柱穴主

血�

5P
UP
VP
W�

5×40－651

X×15－5玉2

V×24－352

T×22－46�

央ピット

＝73．5m

� 2� 3�

� 2

� �
�

�
�

登6

�

8�

�

．診〆

　　〆ド

》

茶褐色砂質土（地山ブロックを
含む。土器を含む〉
賠茶褐色砂質土（地山ブロック
　を含む。炭化物を多く含む）
陪茶褐色土（地山ブロックを含

む）
黄褐色砂貿土
暗褐色土（炭化物を含む）
明黄褐色粘質土（地山ブロック
を含む）
暗茶褐魚砂質土（地山ブロック
を含む）

　明茶褐色砂質土（地山ブロック

を含む）
　明黄褐色砂貿土（地山ブロック

を多く含む）
0茶褐魚砂質土（地山ブロックを

含む。炭化物を含む）
1褐色土（地Illブロックを含む。

炭化物を含む）
2撹乱

　　　　　　ニエニ　　　　　　　

449図　笠見第3遺跡Sl124遺構図

313一



第5章　古墳時代の調査成果

　　　　Po1324

　　　　　　　　　　　　　　Po132王

・　S－1・・　1・，。　OS83　。S。1’12，田

一　　　　　　　　　　　一
　　　第450図　笠見第3遺跡SI124出土遣物実測図

◎惚

Sl124（第449・450図、　PL．82・164）

　調査区南西側のJ18グリッド、標高72．9～73．3mのほぼ平坦面に位

置する。SI125の北側に隣接する。平面長方形を呈し、長軸4．4m、

短軸3．8m、床面積U．6㎡を測る。壁高は最高で68cm残存する。壁

際には、幅10cm前後、深さ8cm程度の壁溝が全周する。

　主柱穴はPlとP2で、柱間距離はL3m。　P3は中央ピットで、深さ

7cmと浅く、底面は平坦である。周辺には被熱箇所がみられる。　P

表147笠見第3遺跡Sl124ピッ
　　　トー覧表

ごパ講 麟×繍竜さ（鋤 備　　考

P1 36×32－74 主柱穴

P2 36×30－74 主柱穴

P3 50×41－7 中央ピット

P4 74×56－40 特殊ピット

P5 90×50－4至 不明

4は特殊ピットで、周囲に低い平坦面を持ち、その中央に隅丸方形のピットを設ける。特殊ピットの

両側に仕切り溝は無い。P5は長楕円形をなし、底面には平石が残存していたが性格不明である。

　その他、北面を除いた三面の壁溝内側に、直径10cm前後、深さ10～15cmの／1・ピットを合計8基検出

した。堰板を留める親杭又は壁を構築するためのものの可能性が考えられる。

　埋土は茶褐色～黄褐色のものが主体となり、上下二層に大別される。自然堆積したものと考えられる。

　出土遺物には、埋土上層から管玉J72が、埋土下層からは土師器甕Po1320・1321、高杯Pol322～

1324、鉢Po1325がある。

　出土遺物等から、天神川V期、古墳時代中期前葉ごろの竪穴住居跡と考えられる。（西川

Sl127　（第451・452図、　PL．　83・165）

　調査区南西端の121グリッドにあり、北東方向に傾斜する標高72．4～72．8mの斜面に立地する。南東

側約10mにSB　13が位置する。

　住居の南側が調査区外にあるため全容を窺うことはできないが、住居東側に遺存する周壁や壁溝か

ら、平面は隅丸方形を呈すると思われる。規模は南北5．95m、東西2．65m以上、床面積7．3㎡以上を測

る。残存壁高は、最も遺存状態のよい南西壁で最大1．03mを測る。北側から南東側にかけての壁際に
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第2節　竪穴建物

は、幅6～18cm、深さ8cm前後、断面U字状を呈する壁溝1がめぐる。

　床面から4個のピットを検出した。これらのうち、P1・P2はと

もに壁溝から70cmの距離をおくことから当住居跡の主柱穴と考えら

れる。両者の主柱穴間距離は2．9mを測る。　P1南西側に近接するP4

は、その位置関係から建て替え前の柱穴である可能性が考えられ

る。ともなう柱穴は調査区外に存在すると思われる。

表148笠見第3遺跡SII27ピッ
　　　　トー覧表

ど煽号 蟻x麟涙さくパ 備　　考

Pl
o2
o3
o4

66×56－92

S0×33－88

R5×26－8

R1×21－90

主柱穴

蜥血且

柱穴か

，、

，、

ニ　　の

2　，　　　　　］

ぐIL・一÷一一’

＼1　　　4
・／

’

≧ °

＼＼

｢　＼
　　　＼＼

　　　．ぐ

：～〆《／ミ／、・

陽＼
こ

5・二

ミぐぺ
諏母◇い＼v〆．

．・シ㌻〉ミ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o
　　　　　　　ロ
　　　　　　エ　びスじ　ゑコ

　　　　スli嬬纏鑓努ラク炭鵠㌘劔
　　　　　　4　黄茶褐色粘質1〈地山プロノク多く含む。灰化物含む）
　　　＼　ζ、・、　　5　明灰搬色刹］質＿1－

＼＼ノいパぐ　　6　灰褐色枯質」　（地山ブロック　炭化物多く含む）

　　こ、　　　　7　茶褐色枯質L（地山プロノク多く含む。炭化物を少し含む）ミ《＼

ぐべ　　　　　　　　8　暗茶轡色粘質上（地山プロノク多く含む）

　　　　　　9　鼓褐色粘質土（地山プロノクを少し含む）＼◇

　　　　　　10　暗褐色搬質上（ホーキプロノク多く含む）
　　　　　　］1貞褐色粘質コ（地山プロノク少し含む）　　　O　　　S＝180　　2m

　　　　　　謡留」　　　　　　　一函臨騒孟

45咽　笠見第3遣跡Sl］27遣構図

o1326

．

o1329

　　　　　　む　　　　　　　ニヨ　　　　　　　ユむむロ

452図　笠見第3遣跡Sl127出土遺物実測図

　　x

：〉・・

　　　　　　エ　ユ　　　　じガ
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第5章　古墳時代の調査成果

　埋土は褐色系を主体とし、自然堆積の状

況を示す。

　出土遺物は、埋土中より出土した土師器

甕Po　1326・1327、高杯Po　1328、低脚杯Po

1329、石錨iS84を図化した。

　出土遺物等から、天神川1期、古墳時代

前期前葉ごろの竪穴住居跡と思われる。

（前島）

Sl128（第453～455図、　PL．83・84・150・

165）

　調査区南西側のJ17グリッド、標高72．9

～73．2mのほぼ平坦面に立地する。西側に

SK65、東側にSll34が隣接する。

　平面隅丸方形を呈す竪穴住居跡

で、南北5．Om、東西4．6m、床面積

20．0㎡を測る。壁高は最大で70cm残

存する。壁溝は、南に向って浅くな

り、南西隅付近では途切れるが幅10

～14cm、深さ6cm程度を測る。

　主柱穴はP1～P4で、柱間距離はP

◎

◎

ぽ，

◎

⑮

⊃

　　　　　　　　・／　°』㌘・

第453図　笠見第3遺跡Sl128貼床除去後状況

表149笠見第3遣跡Sl128ピットー覧表

ど藩号 長軸x短蘭一灘く減 備　　考 ζ晴号 長鰍短許深さ（翻 備　　考

32×30－65

R0×25～50

R4×27－66

R｛）×30－53

主柱穴

蜥血且

柱穴主

血�

5P
UP
VP
W�

6×54－483

S×26－102

U×20－71

O×9－5�

央ピット不

ｾ不
ｾ不
ｾ

－P2問から順に2．1m、2．1m、2．　Iln、2．2mである。　P1～P3では柱痕が認められ、柱径は16cm前後に

元できる。いずれの主柱穴も、掘方の深さは50cmをこえる。　P5は中央ピットで、周囲に浅い平坦

がめぐる。ピットの位置はやや東に偏る。

床面には、壁溝に沿って貼床土を付加している。最も厚いところで8cmに達する。床面を掘削する

、掘り過ぎた部分を補填したものと考えられる。

埋土は大きく暗褐色系の二層にわかれ、皿状堆積を示すことから、自然堆積したものと考えられる。

出土遺物には、土師器甕Po1330・1331、壼Po1332、低脚杯Po1333・1334、高杯Po1335・1336、小型

底鉢Po1337、鼓形器台Po1338・1339、小型高杯型器台Po1341・1342、弥生土器高杯Pol340、不明鉄

F51が出土している。このうち、床面南東側でPo1330が倒立した状態で、　Po1337は正立した状態で

形で出土している。また、北西隅付近ではPo1335の上にPo1334が被さるように出土し、中央北側で

Po1342が伏せた状態で出土している。さらには、北東隅付近でPol333が伏せた状態で出土している。

の他のものは、埋土中からの出土である。

床面出土遺物から、天神川H期、古墳時代前期前葉ごろのものと考えられる。（西川・牧本）

l131（第456・457図、　PL．85・151・165）

調査区南西側のJ18グリッド、標高73．2～73．3mのほぼ平坦面に立地する。西側にSI124、北東側に

K65が隣接する。
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第2節　竪穴建物
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第454図　笠見第3遣跡Sl128遺構図
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第5章　古墳時代の調査成果

Po1330

嘉．

Poユ332

、　一
一

’　，

”

溌

一
中 ’ Po1338

’　　　1

③

一6

Po1335

F51

Po1340

　　　第455図
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笠見第3邊跡Sl128出土遺物実測図
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第456図　笠見第3遺跡Sl131遺構図
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第2節　竪穴建物

　平面隅丸方形を呈す竪穴住居跡で、一辺南北

4．2m、東西4．2m、床面積17．2㎡を測る。全体に

削平・撹乱を受け、床面まで撹乱が及んでおり、

遺存状況は悪い。壁高は最高で30cm残存する。壁

溝は、北東側隅付近にのみ確認できた。規模は幅

20cm前後、深さ6cmを測る。

　主柱穴はP1～P4で、柱問距離はP1－P2から時計

回りに2．2m、2．　Om、2．2m、2．Omである。　P5は

　　　　　　　　　　Po1343

R…　　…
　　　　　　　　　　　　　む　　　　　　ニハソ　　　　　ユぽの

　　　　　　　　　　　　　一
　第457図　笠見第3遣跡Sl131出土遺物実測図

ほぼ垂直に掘りこんでいる。P5は、南東辺のほぼ中央に位置し

ていることから、特殊ピットの可能性がある。

　埋土はほとんど撹乱を受けているが、自然堆積したものと考え

られる。

　出土遺物には、土師器童Pol343、高杯Po1345、弥生土器甕Po

1344を図化した。このうち、Po1345はP3付近の床面上で伏せた状

態で出土している。その他は、埋土中からの出土である。

　床面出土遺物から、天神川X期、古墳時代後期初頭ごろのものと考えられる。（西川）

表150　笠見第3遺跡Sl131ピッ
　　　トー覧表

紗藷き 長融短盈一深さ（画 備　　考

P1 43×36－64 主柱穴

P2 46×39－70 主柱穴

P3 24×23－66 主柱穴

P4 30×29－48 主柱穴

P5 32×25－10 特殊ピットか

Sパ36（第458・459図、

PL．　85・165）

　調査区中央114グリッド内

にあり、標高72．2mのほぼ平

坦面に立地する。北側にSI

155・156が隣接する。

　遺存状態はよい。平面は隅

丸長方形を呈し、長軸4．8

m、短軸3．5m、床面積12．3㎡

を測る。残存壁高は南側で最

大65cmである。壁溝は全周す

る。幅約20cm、深さ約7cm、

断面は逆台形状を呈する。

　主柱穴はP1とP2で、主柱間

距離はL3mである。主柱の

H＝72．5m

A

◎

2

。1

◎

o

Pユ

川
11｝’

〃〆

A’

ノ　C’

1

3

表151笠見第3遺跡Sl136ピッ
　　　トー覧表

ど蒋号 長軸×短軸禄さくc∋ 備　　考

Pl
o2
o3
o4

30×30－66

Q5×24－73

V5×50－59

Q0×13－24

主柱穴

蜥血鞄

ﾁ殊ピット

H＝72．5m

C

P2

4

4

Pユ

4

コ
　　　1　褐魚二｝二くロームプロツ

　　　　クを含む。砂礫を多く
　　　　含む）
　　　2　茶懲色土（ロームブロ
　　　　ックを多く含む。※化
　　　　物を少し含む。よくし
　　　　まる）
　　　3　茶褐色土く5㎝大のロ
　　　　ームブロックを含む。
　　　　砂礫を少し含む。土器
　　　　ををむむしまりなしラ

ーτ　　…　鷺穏2圭（、より明る

　　　　い。地山ブロックを含
　　　　む）

　　　　　　　　　　　　　　む　　　　　　　エニ　　　　　　　エ　

　　　　　　　　　　　　　　一
第458図　笠見第3遺跡Sl136逡構図
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第5章　古墳時代の調査成果

にあるP3は、配置か

ら特殊ピットと考え

られ、両側に溝を伴

わないタイプであ

る。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　多
　埋土は、地山ブ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Po1349ロックを多く含む土

による自然堆積であ

ると考えられる。
　　　　　　　　　　　　　　む　　　　　　ニユ　ヨ　　　　えむぱガ

遺物は、すべて埋　　　　
土中からの出土であ　　　　　　　　　第459図

る。弥生土器甕Po

1346、土師器甕Po1347、高杯Po1348・1349、敲石S85がある。

ミミミ曇

笠見第3遺跡Sl肇36出土遺物実測図

　　Po1347

／へ
　　　＼

S85

出土遺物と形態的特徴から天神川V～W期、古墳時代中期前葉ごろの竪穴住居跡と考えられる。

（岩井）

Sl137（第460・461図、　PL．85・86・］51）

　調査区中央Jl4・15グリッド内にあり、標高73．Omのほぼ平坦面に立地する。西側でSK93、東西を

SD5に掘り込まれている。

　遺存状態は比較的よい。平面は隅丸長方形を呈し、長軸5．3m、短軸4．6m、床面積21．1㎡を測る。

残存壁高は南側で最大47cmである。壁溝は北東側で途切れるが壁下をめぐる。幅約7～20cm、深さ約

5cm、断面U字状を呈する。

　主柱穴はP1～P4の4基で、主柱間距離はP1－P2から順に2．5m、1．7m、2．4m、2．　lmを測る。断面か

ら柱痕跡がすべてで確認でき、柱径は25cm前後であったと推定される。　P8は中央ピットと考えられ

る。内底面に被熱硬化した焼土面が認められた。また、東壁際にあるP5は配置から特殊ピットと考

えられる。P6・P7は浅く皿状を呈し、建物構造柱とは認め難く用途は不明である。　P9～P11は形態か

ら杭状のものが立っていたと考えられる。

　埋土は、地山ブロックを多く含む土による自然堆積であると考えられる。

　遺物は床面上と埋土中から出土した。床面上から土師器椀Po1351、須恵器杯蓋Po1352、埋土中か

ら、外面わずかに赤色塗彩のある土

師器甕Pol350、敲石S86がある。　　　表152笠見第3遺跡Sl137ピットー覧表

　出土遺物と形態的特徴から、古墳

時代中期中葉ごろ（TK10併行期）

の竪穴住居跡と考えられる。（岩井）

ξ璃琴 長紬x短軸一深さ（㎝） 備　　考’ 部豹 長軸x短軸課さ（㎝） 備　　考

P1 65×55－64 主柱穴 P7 62×55－18

P2 45×45～67 主柱穴 P8 60×52－16 中央ピット？

P3 42×40－57 主柱穴 P9 20×20－15

P4 65×46－72 主柱穴 P10 16×10－20

P5 60×45～31 特殊ピット？ P11 14×8－24

P6 140×67－20
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第2節　竪穴建物
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忌
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⊥

十
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⊥
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P
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a

b

↓『⑳⑯

◇
o

1　褐色⊥（地山プロノク　礫を多く含む。ロームプロノクを少し含む。よく
　　しまる）

2　茶褐色二L（4cm以下のロームプロノクを少し含む。よくしまる）
3　茅褐色土（1Gcm以下のロームプロノクを少し含む。上器を含む、よくしま

　る）

i難昆露遷欝㌣・一
；麟緩⊥
鳥盤籠圭鰍力ノクを翻
11撹乱

Sl137床面　 遺物出土状，兄

O　　　　S＝1　80　　　　2m

第460図　笠見第3遺跡Sl137遣構図

Po135◎

Po1351

／

一
　　　　　　あ
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一
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｜

一
｜

S86

O　　　　　　S＝］　4　　　　　10cm

第461図　笠見第3遺跡Sl137出土遺物実測図
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第5章　古墳時代の調査成果

SI142（第462・463図、　PL．86・151・総6）

　調査区南側K13グリッド内にあり、標高73．Omのほぼ平坦面に立地する。南西側でS工144を切ってい

る。南側でSll21、122が隣接している。

　遺存状態は南側が悪く、～部壁溝の遺存により南側の床際を推定した。平面形は方形を呈し、長軸

5．9m、短軸4．7m、床面積推定23．6㎡を測る。残存壁高は南側で最大35cmである。壁溝は南側のみ検

出できなかったが、本来は全周していたものと考えられる。幅約15～30cm、深さ約7cm、断面逆台形

状を呈する。

　主柱穴はP1とP2の2基で、主柱間距離はL35mを測る。主柱穴の掘方は、径が平均36cmと狭く、深

さ1mもある。これは掘方を広くし、柱を据えた後地山ブロックを多く含む土で裏込めを行い、柱の

固定を図る建物の工法とは異なると考えられる。2本柱で上屋を支えるには、柱にかなりの荷重がか

かることから、これほど深い掘方を要したと推測される。P3は、配置と両脇に溝を伴うことから、

特殊ピットであると考えられる。ピット周囲にも細い溝がめぐっている。両脇の溝は幅約15～27cm、

深さ約14cm、断面は逆三角形～逆台形状を呈する。ピット周囲の溝は、幅約5～7cm、深さ約5～14

cm、断面U字状を呈する。

　床面は調査中部分的に貼床が認められたが、掘り過ぎてしまったために範囲を捉えることができな

かった。おそらく貼床は、当遺構が弥生時代の竪穴住居SI144の埋土を掘り込んで作られているため、

〉｝

H＝735m
A

Sl144

λ

、

、

、

C’

ぺ

／

　§

　［

7

已　　く．ぺ　　　o

　　．〆〆・

1嬢

・iL

べ＼＼・て＼

ミ　＼　＼　　　　SI144　　　、　　2

＼ミ．：㊤＼：・

：＝735mp3下i

　5　6　5　　i
、＼こ12∵＼ご　1

　らぐ3　　　；

　　　　　　　　14　　3v＼＼＼＼
＼ぺ・＼㌢＼き＼べ1ぺべ濠〉
　　い　　へ＼－　w・　　　〔〆　　　　＼vへ＿　×κ　　＼▽ン∠　〉＼v　　～v

　羨離［9：魏震4と鰯、物，紘、ま，な、）　｛畷耀㌍Tフ゜ノク2綱多く紘しまりなし）

　㌘罎r一ムブ゜ノクを舗醐を少し甑蹴を錘　｛；彊劉1罠㌫㌃，露憩し甑ややしまる）

　淡茶褐色上（よくしまる）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　三4　扱乱
　賠褐色」（ロームプロノクを少し含む。2皿人の稼を含む）
　暗褐色上（1皿人の聲を少し含む。抜片を徽騒に含む）
　暗茅褐色ゴ　（へTプロノクを斑に含む。しまりなし）
　暗茶褐色上（ATプロノクを少し含む。ややしまる）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　O　　　S＝180　　　2m

　嫉馳圭鯉・・一ムブ・・クを多く含む・錨少し含む）　　　　　　　一

　　　第462図　笠見第3遺跡Sl142遺構図

ユ 1
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第2節　竪穴建物

騨／

Po］353

、

鳶

　　Poユ355

　　　　　む　　　　　　ねユロ　　　　　エむ　

　　　～　－
　　　Poユ360

第463図　笠見第3遣跡Sl142出土遺物実測図

難
響i

＼賦

’ズニ’

Poユ356

一〔：＝〕
　　　　　　F52

　　　ニエニ　　　　　ふ　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　表153笠見第3遣跡Sl142ピッ
重なる範囲に施されていたと考えられる。また床面上で少量の炭　　　　　　トー覧表

化材片を検出した。焼土面は認められなかった。

　埋土は、炭化物を少量含む層が認められるが自然堆積によるも

のと考えられる。

　遺物は床面上と埋土中から出土した。床面上からの土師器甕

Po1358、弥生土器底部Po1360、埋土中からの土師器甕Po1354、高

杯Po1355、小型丸底壼Po1356、弥生土器甕Po1357、外面に赤色塗

彩された脚付壼Pol359、板状鉄斧F52を図化した。

　床面上で出土した弥生土器は、下位に位置するSI144からの混入物と考えられる。出土遺物と形態

的特徴から、天神川VI期、古墳時代中期中葉ごろに相当する竪穴住居跡と考えられる。

（岩井）

ど㌶淳号 酬麟深さ6∋ 備　　考

P1 33×30－109 主柱穴

1）2 40×35－96 主柱穴

P3 42×33－40 特殊ピット

P4 40×36－40

P5 32×28－48

Sl146（第464図、　PL．86・87）

　調査区中央113グリッド内にあり、標高71．9mのほぼ平坦面に立地する。南西側にSI161、162が隣i接

する。SI147を掘り込んでいる。当

遺構は1回の建て替えがある。　　　　表154笠見第3遺跡Sl146ピットー覧表

　遺存状態はよい。平面は方形を呈

する。長軸6．3m、短軸6．1m、床面

積28．2㎡を測る。残存壁高は南側で

ど鷺号 長割x触菜さ（測 備　　考 ど隠号 長軸x麟一深さ（叫 備　　考

65×55－52

T0×48－57

S2×40－44

主柱穴

蜥血且

柱穴�

4P
唐o

U�

6×50－588

O×54－972

T×20－21�

柱穴中

寃sット建

ﾄ替え前
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第5章　古墳時代の調査成果

最大39cmである。壁溝は全周する。幅約10～25cm、深さ約10cm、断面逆台形状を呈する。内側でも溝

を検出した。幅約5～20cm、深さ約8cm、断面U字状を呈する。埋土は地山ブロックを多く含む土で

よくしまっており、貼床土と考えられ、建て替え前の壁溝であると考えられる。貼床土はこの溝と、

後述するP6内のみを埋めていた。

　ピットは6基検出した。貼床で覆われたものは、P6のみであったが、形態から主柱穴にはなり得な

い。主柱穴と考えられるのはP1～P4の4基で、主柱間距離は4辺とも2．5mの等間隔であった。建て

替えは、この主柱穴を再利用し行われたものと考えられる。P1、　P2、　P4の断面観察で柱痕跡が認め

られた。推定される柱径は約20cmである。　P5は中央ピットと考えられる。平面形は上方楕円形、下

方円形で二段掘りされている。掘方の深さはlm近くある。

H＝724m
A

’

7

ミ

嵩

P5

w彩2
在診

P

這

記

　　鰭

　　藁
蔑

ヨニア　　

≒Z

　　　　　　　　　　　　　　　ペシダシ
　　　　　　　　　　　　　　▽るメン

　　　　　　　　　　　　　第464図　笠見第3遺跡Sl146遺構図

　　　　　　　ぐ

　　　　　1耀

　1　茶褐色L（3鯨人の礫を中諺含む。ロームブロッ
　　クを少し含む）
　2　褐色ヒ（ロームブロックを少し含む。よくしまる）

　3　暗芥褐色土（炭片を含む。よきしまる）
　4　暗褐色．L（ロームプロノクを含む）
　5　明黄燈色⊥（地山　ロームプロノクを多く含む。

　　貼床）
　6　暗茶褐色土（炭片を含む）
　7　暗褐色土（3函以下のロームプロノクを含む＞
　8　暗斧掲色上（3～4㎜大の地出プロノクを含む。
C’　　炭片を含む）
　9　茶褐色上く5㎜以Fの地山　ロームプロノク含む）
　10茶褐～黄灰色土（3班大の地山　ATプロノク含む）
　且　青灰～黄灰色⊥（地山　ロームプロノクを多く含

　　　　　　む　　　　　ねユ　　　　　　　ロ

一324一



第2節　竪穴建物

　埋土は、地山ブロックを含んだ土による自然堆積と考えられる。

　上述したように当遣構は、壁溝と貼床土で充填されたピットの存在から、床面積の拡大を目的と

し、同主柱を再利用した建て替えがあったと判断される。建て替え前の平面形は方形を呈し、規模

は、長軸5．6m、短軸4．6m、床面積推定22．4m2を測る。

　遺物は、細片のみで図化に耐えうるものはなかったが、形態的特徴から古墳時代前期に属する竪穴

住居跡と考えられる。また、建て替えは埋土の状況から時間差が認められず、この時期内で行われた

と考えられる。（岩井）

Sl150（第465・466図、　PL．87・］66）

　調査区中央北側Gl4グリッド内にあり、標高71．4～70．9mの南から北へ緩やかに傾斜する斜面に立

地する。南東側でSB20西側柱列およびSK87を切っている。

　遺存状態はよい。平面は長方形で、長軸5．5m、短軸4．6m、床面積20．3㎡を測る。残存壁高は南側

で最大41cmである。壁溝iは北側で～部途切れるが壁際をめぐる。幅約10～17cm、深さ約5cm、断面U

字状を呈する。

　主柱穴はP1～P4の4基で、主柱間距離はP1－P2から順に2．5m、2．4m、2．5m、2．4mを測る。　P1、
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　4　茶褐色よ（三～7εo大の員色
　　プロノクを少し含む。灰化物
　　を含む）
　5　茶褐色上（ユcm人の員色プロ
　　ノクを含む。粘性あ1））
　6　暗茶矯色乏（］～5cm人の員
　　色プロノクを含む。炭化物を
　　　むヌ
・；1雛籠き玉⑭ブ。、クを

　　少し含む）
　9　茶鐙色乏（地lhプロノクを少
　　し含む）
　10　暗黄灰褐包正（地illプロノク
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　　プロノクを　むラ
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第465図　笠見第3遣跡Sl15◎遣構図
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第5章　古墳時代の調査成果

表155笠見第3邊跡Sl150ピッ
　　　トー覧表

．淳号 麟x題一湶さ⑭ 備　　考

P1 64×55－93 主柱穴

1）2 74×55－84 主柱穴

P3 60×45－69 主柱穴

P4 80×80－79 主柱穴

P5 103×65－8 中央ピット

P6 65×53－8 特殊ピット

醜北藷 28×24－12

蹴繍 25×20～16

P7 48×45－33

　　　　　　　　Pol361

　む　　　　　　　ユパ　　　　ユむじ　

第466図　笠見第3遺跡Sl150
　　　　出土遺物実測

P3、　P4の埋土第11層は柱痕跡

と考えられ、推定される柱径は

約16～20cmになる。　P5は、平面

は不整形で浅い皿状を呈し、内

底面に被熱硬化した焼土面を検

出した。P6は位置から特殊ピッ

トと考えられ、両脇に溝を伴わ

　　　　　　　　　　　　　　　　ないタイプのものである。底面に2基のピットを検出した。

　　　　　　　　　　　　　　　　　埋土は、基本的に自然堆積と考えられるが、その堆積を示す第

　　　　　　　　　　　　　　　　3～5層を掘りこむ第1、2層が認められる。断面から重複する

遺構があった可能性が考えられるが、検出には至らなかった。床面上では、炭化物を少量含む第4層

が堆積しており、特に北側が厚い。その直下北側床面上では薄い炭層の広がりが3箇所で認められ

た。

　遺物は埋土から出土した。図化できたものは須恵器杯蓋Po1361のみである。

　出土遺物と形態的特徴から、天神川X期、古墳時代後期初頭ごろに相当する竪穴住居跡であると考

えられる。（岩井）

Sl161・162（第467～470図、　PL．88・151・166・167・174）

　調査区中央∫12～13グリッド内にあり、標高72．4mのほぼ平坦面に立地する。東側にSI163、南西に

S亙141、北西にSI146が隣i接する。当遣構はS工162、　Sn49を掘りこんでおり、Sl！62は当遺構を縮小した

ような形態で、埋土や遺物の状況から、S工162→Sn61への床面積拡張を目的とした建て替えと考えら

れる。

　Sl161の遺存状態は、北側があまりよくない。平面は長方形を呈し、長軸6．Om、短軸5．4m、床面積

27．2㎡を測る。残存壁高は南側で最大55cmである。壁溝は北側以外の壁下をめぐっていた。幅約7～

20cm、深さ約7cm、断面U字状を呈する。

　主柱穴はP1～P4の4基で、主柱間距離はPCP2から順に1．8m、1．9m、2．1m、　L　8mとほぼ等間隔に

近い値を測る。P5は、位置と両脇に溝を伴うことから特殊ピットと考えられる。ピット埋土上層で

は炭片や土器片を含んでいる。両脇の溝1は幅約15～25cm、深さ約6～15cm、断面逆台形状を呈し、北

側の溝のほうがやや深い。P6、　P7は土坑状を呈し形態から柱穴ではなく、他の用途が充てられると

考えられる。

　SK1は床面北壁東寄りで検出した。平面は不整形で、断面逆台形状を呈する。底面は南から北側へ

やや傾斜する。埋土内には炭化物が含まれていた。特筆すべきことは、完形の甕Po1362が逆さまに

立った状態で出土したことである。内部は空洞であった。このことから、SK1は貯蔵施設としての機

能が考えられる。

　床面中央では貼床が認められた。地山ブロックを多く含むよくしまった土で、下位に位置するSI

162の範囲とほぼ重なり、特に162の主柱穴を含む範囲を中心に広がっていた。全面ではなく、部分的

に施されたものと考えられる。埋土は、自然堆積によると考えられる。

　遺物は、床面上や埋土中から出土した。上述したようにSK1からは甕の出土が多く、土坑底面上か
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ら甕Po1362、埋土中からPo1364・1365が出土した。他に床面上から

高杯Po1367、小型丸底壼Po1368が出土している。埋土中からは、壼

Po1366、小型丸底壼Po1369がある。

　出土遣物と形態的特徴から、天神川VI期、古墳時代申期中葉ごろ

の竪穴住居跡と考えられる。

　Sl162の遺存状態もあまりよくない。　SI161の貼床を除去し床面を

検出した。平面形は長方形を呈し、長軸5．Om、短軸4．2m、床面積

17．3m2を測る。残存壁高は南側で最大20cmである。壁溝は部分的に

途切れているが、遺存状態から本来は全周していたものと考えられ

る。幅約10～20cm、深さ約12cm、断面U字状を呈する。

　主柱穴はP9～P12の4基で、主柱間距離はP9－PIOから順にL4m、

1．4m、1．5m、1、3mとほぼ等間隔を測る。　P13は中央ピットと考え

られる。内底面から上端にかけて被熱硬化した焼土面が認められ

た。埋土には多くの炭化物や焼土を含んでいた。P14は位置と両脇

に溝を伴うことから特殊ピットと考えられる。溝は幅約10～18cm、

深さ約6～10cm、断面逆台形状を呈する。この特殊ピットは、　SI

161のものと形態が同じで、両脇の溝の間の距離がほぼ同じになる

ことから、同じ規格性を持って作られたものと判断される。

　遺物は床面上や埋土中から出土した。床面上から高杯Po1372・

1375、埋土中から甕Po1370、高杯Po1371が、　P14から高杯Po1373、

1374、鉄鍵F53などが出土している。

　鉄素材と考えられる鉄挺が出土したことで、鍛冶工房の可能性な

どが考えられるが、鍛冶に関わる遣物や遺構が見られないことから

工房ではないと判断される。遣跡内では、当遺構以外の竪穴住居跡

からも鉄器が出土しており、当時の鉄製品の普及率の高さを窺わせ

o　OO　　　o．
“一一iρ／b

　　O

○

S臼61・162

↓　Sl162

P30
○・・

　SKl

d
　・・○

○，，

　　　　　　　　　　　S目61
第468図　笠見第3遺跡団61・i位

　　　　変遷図

る。なお、住居跡からの鉄挺の出土は、県内では南谷大山遺跡BSI13に次ぎ、2例目である。

　出土遣物等から、Sll62もSll6胴様天神川W期、古墳時代中期中葉ごろの竪穴住居跡と考えられ

る。

　また、SI161、162とも平面形が同じであること、主柱間距離がほぼ等間隔であることから、両者は

同規格性を持っていると判断される。埋土の状況からも建て替えにさほどの時期差は認められない。

よって、SI162を廃i棄しすぐに建て替えを行ったと考えられる。出土遺物からも、SI161と162に時期差

は見られないことから、同時期内でのSI162→SI161への建て替えと考えられる。（岩井）
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第5章　古墳時代の調査成果

第3節　掘立柱建物跡

SB13　（第471図、　PL．　9◎）

　調査区南西際のJ20グ

リッドにあり、標高72．8m

のほぼ平坦面に立地する。

　規模は、桁行2間（3．6

1n）、梁行1間（2．35m）で、

N－68㌧Wに主軸をとる掘

立柱建物跡である。柱間距

離はP1－P2から順に1．7m、

1．8m、　2．35m、　1．85m、

1．8m、2．3mである。桁行

の心々距離はほぼ等間隔で

並んでいる。各柱穴の平面

形は、北側柱列は楕円およ

び不整形で、南側はほぼ円

形を呈する。ピットは、北

，｛1
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第471図　笠見第3遣跡SB13遺構図

側柱列のみ平面が不整形な上に、掘方が広がっている。埋土から

は判断できないが、建て替えによるものと考えられ、さほどの時

間が経たないうちに建て替えが行われたものと考える。

　埋土はいずれも単層で柱痕跡は認められなかった。

　掘方埋土中で、図化できなかったが土師器片が出土している。

また、当遺跡の弥生時代の掘立柱建物跡とは主軸方向が異なって

いることから、正確な時期は特定できないが古墳時代前期ごろの

ものと考えられる。（西川・牧本）

表巧6笠見第3遺跡SB13ピッ
　　　トー覧表

どプ麟 購x麟一語（脚 備　　考

P］ 100×55－35 主柱穴

P2 82×55－47 主柱穴

P3 82×50－40 主柱穴

P4 58×37－38 主柱穴

P5 54×43－45 主柱穴

P6 50×46－49 主柱穴

SB15　（第472図、　PL．　90）

　調査区中央南側のL12グリッドにあり、標高73．2～73．5mのほ

ぼ平坦面に立地する。

　桁行3間（5．6m）、梁行2間（4．1m）の掘立柱建物である。　N

－60°－Wに主軸をとる。P3はSK！l9の埋土を掘り込む。柱間寸法

は桁行がL7～2．1m、梁行が1．8～2．3mとそれぞれ幅があるが、

対応する柱列どうしでの桁行・梁行方向の柱間はほぼ同寸法であ

る。柱掘方は平面楕円形で、深さ60．Ocm前後である。埋土は地山

を含んだ茶褐色系のものが主体となる。断面観察で確認した柱痕

跡から、柱径は18．Ocm前後に復元できる。

　図示していないが、ピット掘方埋土から、古墳時代前期の土器

表157　笠見第3遣跡S815ピッ
　　　トー覧表

ど渇号 長郭x檀渓さ⑭ 備　　考

P1 50×49－48 主柱穴（柱痕有）

P2 56×55－55 主柱穴（柱痕有）

P3 52×50－35 主柱穴（柱痕有）

P4 54×53－32 主柱穴（柱痕有）

P5 50×49－57 主柱穴（柱痕有）

P6 47×4］－42 主柱穴（柱痕有）

P7 55×51－79 主柱穴（柱痕有）

P8 48×44－55 主柱穴（柱痕有）

P9 57×48－46 主柱穴（柱痕有）

P10 55×54－60 主柱穴（柱痕有）
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ご

完

£民

1会

1　暗灰褐色L（黄色プロノク

　含む）
2　黄茶掲色量

3　陪灰芥昌色L繊色プロノ
　ク含む）

4　畷茶色上く黄色プロノク含

　む）
5　員茅褐色上（黄色プロノク

　含む戊
6　灰縄色⊥
7　暗黄茅褐色L（黄色プロノ

　ク多く含む）
8　暗灰褐色ユ
9　賠黄褐色⊥
1⑪　暗灰褐色上｛黄色プロノク

　庚化物含む）
ぶ　灰易褐色1（黄色プロノク

　含む）
玉2　灰茶褐色⊥（黄色プロノク

　混・炭化物含む）
13　暗灰色⊥（負色プロノク多

　く含む）
1・1黄茶褐色⊥（員色プロノク

　黄灰色砂質プロノク含む）
］5　暗灰茶褐色上

16　暗灰色上
正7　暗茅灰〈9」　（黄色プロノク

　含む）
18茶掲色」
19　1男茶褐｛色．1

20　暗茶褐色i
21　1勇茅灰褐色⊥

22　暗茶灰色⊥（戚色プロノク

　広化物多く含む）
23　曝『茶∫ノ〈色L

24　灰褐色上（員色プロノク含

　む）
25　黄灰色⊥

、26　暗黄灰褐色上（黄色プロノ

　ク多く含む〉
・27　明員灰色上（黄灰砂質プロ

　ノク含む）
28　　』口灰褐色」＿

29灰茶褐色土
30　灰茶褐色｝一（貞色プロノク

　多含む）
3］　黄灰褐色⊥（員灰砂質プロ

　ノク含む）
32　　0音黄灰色⊥

33灰黄褐色1
3・茎訣灰褐色ま。債色プロノク

　多く含む）

む　　　　　　モ　さむ　　　　　　

が出土しており、造営時期の～端を示すものと考えられる。（西川）

SB20・SK87（第473・474図、　PL．9◎）

　調査区中央やや西側、G・Hl4グリッドの標高7L　1～7L　5mのほぼ平坦面に立地する。

　S820は、桁行方向の掘方を溝状に開削する布掘り掘立柱建物跡である。柱間は桁行推i定3間、梁

行1間で、N－5°－E方向に主軸をとる。柱穴は推定位置を含め9基（P1～P8・PU）、それ以外の

ピットが2基（P9・10）である。東側柱列の掘方がSI151の上に重複し、西側柱列の掘方がSI150の下

に重複する。溝掘方の規模は、東側柱列で全長7．3m、幅45cm前後、深さ20～50cm。西側で残存長3．7

m、幅45cm前後、深さ40～55cmである。東側柱列は柱掘方と認識せずに完掘してしまったため、柱位

置や埋土の堆積状況を把握することができなかった。西側柱列ではP7・P8で柱を立てた後、地山を

含んだ茶褐色系の埋土が10cm前後の厚さで互層状に埋め立てられている状況を確認した。しかし、柱

想定位置では明瞭な柱痕跡が見出せず、幅40～50cmの穴と認識するにとどまった。これはP9・P10が

それぞれP7・P8に対応する柱抜取穴であり、柱抜取時にその周辺の埋土が撹乱を受けたため、柱痕

跡を確認することができなかったものと判断した。

　P7－P8の心々距離は2．2mである。その数値を桁行柱間と仮定し、東側柱列にあてはめてみると、そ

れぞれの桁行柱間は2．3m前後。一方、梁行柱間は掘方幅の心々距離から約3．lmに復元できる。これ

により、推定できる建物規模は桁行全長6．8m、梁行全長3．lmとなる。

一331一



第5章　古墳時代の調査成果

H＝7ユ8m
A　　　　P8　頚0

Pl

P2

P3

P4

　　A’
嵩

に

工

声

P4　　　A’

P

o

SK87

9

芯

シ＼

くプ、

る

罠
ll

｝ご

三

＼ぶご絃ベジこミ×

　　　　　第473図　笠見第3遺跡SB2◎・SK87遺構図

王

2

3

1

5

6

7

8

9

至0

1ユ

12

13

14

15

16

17

18

］9

20

2三

22

1男茶灰色［

明茅褐色1
明茶色」．（炭化物含む）
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ノク含む）

∬畜灰縄色」＿　（黄灰色砂質プ

ロノク少音含む）
1｝ざ員彩Lf色一1＿　（黄務く色砂蒙〔プ

ロノク含む）

淡黄薬灰色⊥（炭化物　き1
灰色砂貿プロノク少緩含む）

員紹色ユ　　（炭イヒ物　　黄拶く色

砂質プロノク含む）

黄灰色よ（黄灰色砂質プロ
ノク含む）

｝男員条栂色⊥　（斑灰色砂質

ブロック含む）

陪茶褐色⊥（虫灰色砂質プ
ロノク少蟻含む）
タ音黄茶葵｝色5＿L　（黄灰色砂質

プロノク多く含む）

1皆負茶褐色上

ハ褐色⊥（炭化物　黄灰色
砂質プロノク少量含む、柱
挺鯵か）

茶嶺色．1（黄灰包砂貿プロ
ノク含む）

灰黄褐色⊥1黄灰色砂質プ
ロノク含む）

灰茶褐色⊥（炭化物　黄灰
色砂質プロノク少頚含む）

明茶褐色ゾ（黄色小プロノ
ク多含む）

1容茶蓑き色」＿　〈しまり強、　炭

化物　寅灰砂質プロノク含
む）

暗褐色」　（黄色プロノク多
く含む）

明黄著き色」＿　（しまり　　萄～苦

強＞

1蓼］茶‡昌色」　　（鮎性強、　庚イヒ

鞠少鍛含む）

む　　　　　　　ロユ　　おむ　　　　　　　　ほ

ご臆号 長郭x麟味さ繍 備　　考

P1 不明 主柱穴

P2 68×59－16 主柱穴

P3 不明 主柱穴

P4 43×42－8 主柱穴

P5 不明 主柱穴

P6 不明 主柱穴

P7 36×？－9 主柱穴

P8 54×50※－10 主柱穴

P9 49×44－30 抜取穴

P10 50※×45－43 抜取穴

P11 26×26－50 柱穴か（SK87内）

表158笠見第3遺跡SB20ピッ
　　　　　ト＿覧表　　※は復元値　　　　　　　　　　　SK87は、長軸4．8m、短軸LO～L6

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　m、深さ20～50cmの長方形の土坑であ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る。SB20の両側柱列の間にあり、軸

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も揃っていることから、SB20に伴う

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　む　　　　　　　　ニエ　　　　　　　　エむぐ　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿　　　　遺構であると考える。中央には直径18

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　cm前後の柱痕跡がある。断面観察から
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第474図　笠見第3遣跡

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　翼閨土鞠繭側の埋土が柱を埋め立てたような

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　状況とは理解し難いが、柱痕跡部分の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　埋土が後世に掘りこまれたピットの埋土とは異なること、底面に柱

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　径と対応する凹みがあることを考慮すれば、柱が立っていたものと

みてよいだろう。その際、床束のような役割を果たしていたのであろうか。

　西側柱列の埋土からは、天神川H期、古墳時代前期前葉ごろの土師器甕Po1370が出土しており、造

営開始期の一端を示すものであると考えられる。（西川）

一

Po1376

一一 R32一



第4節　土坑・土蹟

第4節　土坑・土墳

、

L

≧

☆

H＝？ユ．4m

。1

き

ξ

；灘雛土囎色地，1、

　ブロックを含む）

3　黄白色土（淡灰褐色土を
　含む）

　　　　　　　　　　　　　む　　　　　ニエニゑむ　　　　たハ

　　　　　　　　　　　　　ー
第475図　笠見第3遺跡SK35遺構図

SK35（第475・476図、　PL．91・］74）

　調査区中央やや西寄りのGl5グリッドにあり、北方向に向かう標

高71．0～7L2mの緩斜面に立地する。

　平面は隅丸の長方形を呈し、規模は長軸2．3m、短軸L88m、底面

で長軸2．13m、短軸1．13mを測る。断面は逆台形状を呈し、検出面

からの深さ52cmを測る。底面は凹凸がある。

　埋土は褐色系を主体とした3層にわかれ、自然堆積した状態を示す。

　　　　　　　　Pol377

一一

　　　　　　　F54

　む　　　　　　ニユニぐ　　　　ユぽお

第476図笠見第3遣跡
　　　　SK35出土遺物
　　　　実測図

　遺物は、埋土中より出土した弥生土器の甕Po1377、鉄剣F54を図化した。　F54は、埋土上層で切先

を南東方向に向けて出土している。Po1377は、弥生時代後期前葉ごろを示すが、後述するSK95と同

時期の古墳時代前期初頭ごろと思われる。出土遺物から土墳墓の可能性もあるが、埋土上層中での出

土であり、詳細は不明である。（前島・牧本）

SK36（第477・478図、　PL．9D

　調査区西側のF17グリッドにあり、北西方向にむかう

標高70．6mの緩斜面に立地する。平面円形を呈し、上面

で長軸0．97m、短軸0，96m、底面で長軸0．73m、短軸0．55

mを測る。断面スリバチ型を呈し、検出面からの深さ37

cmを測る。底面は平坦である。

　埋土は褐色系を主体とした2層に分かれ、自然堆積を

示すと考えられる。

　遺物は、底面から出土した須恵器甕Po1378、弥生土器

⊃

1＝7°8m

　1　　　1季8色：｛＿　（炭｛ヒ物・黄《色

　　土ブロックこAむ。須恵
　　器・土師器ハ　　む）
A’2　淡褐色土く黄色土プロツ
　　クを含む）

S＝1：40　　　　1m

　　　　　　　　　一
第477図　笠見第3遺跡SK36遺構図

一333一



第5章　古墳時代の調査成果

箋Po1379、土錘Po1380を図化し

た。このうち、須恵器甕Po1378は

体部を敷き詰めた状態で出土して

いる。

　出土遺物から、須恵器はTK43

併行期以降、古墳時代後期後葉ご

ろと思われる。詳細な性格は不明

であるが、土墳墓の可能性があ

る。（前島・牧本）

　　　　　　　　　　　　　　　〇

第478図

　　　　　　　　　　　む　　　　　　　ハヨ　　　　　　うぬ

　　　　　　　　　　　一
　　　　　　　　　Pol380

笠見第3遺跡SK36出土遺物実測図

SK95（第479～481図、　PL．9］・168・174）

　調査区中央やや南寄りのL12グリッドにあり、標高

73．1m前後のほぼ平坦面に立地する。

　平面隅丸方形で、一辺L5m、深さ30cmの浅い土坑で

ある。削平を受けており、遺存状態は悪い。南側でSK

ll9を掘り込む。この土坑の東北隅には長辺45cm×短辺

30cm、深さ25．　Ocmの楕円形ピットがあり、その中からほ

ぼ完形の土師器甕Po1281が出土した。甕は横向きで出土

しており、上面は埋土の土圧により、細片化していた。

　埋土は暗茶褐色土の単層で、土坑とピット内の埋土に

差がないことから、一度に埋められたものと考えられ

る。

　その他、南東隅の底面から鉄剣F55と小型丸底壼が出

土している。

　出土遺物から、天神川1期、古墳時代前期前葉ごろの

H＝735m
A

I

第479図

⊃

§

±

逗

　　　　　　　　1　暗茶夢ξ褐色土
　　　　　　　　2　暗茶褐色土
　　　2

　　　　　　　　ニジぼ　　　　エ　

笠見第3遣跡SK95遺構図

a

◎＼

〉

1＜

　　／塗

、L　　　　⊥
　　　　　　　　　　　　　　　　　　はハの　　　　　ぼ　ロ

　　　　　　　　　　　ー
第480図　笠見第3遺跡SK95遺物出土状況図

㌘バ’

　zノ
ー／

　　む　　　　　　ニ　ニヨ　　　　エむじほ

　　　第481図

一334一

Po138ユ

口

Q

i，

ll

笠見第3遺跡SK95出土遺物実測図

F55



第4節　土坑・土墳

土墳墓と考えられる。（西川）

SK124　（第482・483図、　PL．　9］）

　調査区北側のE14グリッドにあり、北東方向にむ

かう標高70．1mの緩斜面に立地する。北側約30cmに

S亙81が隣接する。

　平面は歪んだ長方形を呈し、長軸L381n、短軸

1．05m、底面で長軸LO7m、短軸0．73mを測る。検

出面からの深さ20cmを測り、底面は凹凸がある。

　埋土は褐色系を主体とする2層に分かれる。下層

は焼土塊を多く含む暗褐色粘質土である。

　遺物は埋土中より出土した土師器甕Po1382を図化

した。また、土器細片とともに炭化桃核、焼成粘土

」

＼之一ノ1
　　　　　。／　　　　≧
H＝70．5m

A　　　　　　　　　　　　　T

≧

｜鎗

　　　　　　　　　　　　　1　暗褐色粘質土（しまり
　　　　　　　　　　　　　　　し　ニヒ　ぼむハ

ーぎ〉－2灘｝　
　　　　　　　　　　　　ぴ　　　　　　ほ　ニが　　　　エお

　　　　　　　　　　　　一
　　第482図　笠見第3遺跡SK124遣構図

塊が出土していることから、廃棄されたものと考えられる。

　出土遣物等から、天神川1期、古墳時代前期前葉ごろの廃棄土坑

と考えられる。（前島）

第5節　段状遺構

SS1・S88・S811（第484～486図、　PL．89）

　む　　　　　　ニユ　ズき　　　　　じの

第483図　笠見第3遺跡SK124
　　　　出土遺物実測図

　調査区東際、」3・K3・L3グリッドの標高66．5～68．2mの東側斜面部に立地する。　SI49、　SI57、　SI58

の東側に位置し、斜面を段状に整地して平坦面を作り出している。

　SS｜は、上下に2段あり、埋土の堆積状況と遺物の出土状況から、同時存在したものではなく、下

段テラスの埋没後に上段テラスが整地されたことがわかる。60基近くのピットを検出し、その配列状

況から、2間×6間と1間×2間の掘立柱建物跡を1棟ずつ（SB8、　SB11）と、5間のピット列を復

元した。その他に溝を2本検出した。SS1上段テラスは、検出面から約50cmの深さに掘削し、壁際に

鑓形の溝：をめぐらせて、長さ約13m、幅約L3mの平坦面を作り出す。実際の平坦面は土層断面観察か

ら、検出し得た地山面を含め、下段テラスの埋土上にも広がっていたことがわかる。下段テラスは、

検出面から約30cmの深さを掘肖‖し、幅約8．7m、奥行き約L5～2．5mの平坦面を作り出す。平坦面は緩

やかに傾斜しているため、地山斜面との明瞭な境界はない。埋土中及び床面付近から弥生土器のほ

か、碧玉及び緑色凝灰岩管玉未成品及び剥片が多数出土していることから、玉作工房跡の可能性があ

る。

　S88は、桁行6間（12．4m）、梁行2間（4．4m）の総柱の大型掘立柱建物跡である。上段テラスの

掘り方の幅と、桁行長をほぼ同じくする。西側の桁列は掘方の肩上に、中心と東側の2列はテラス平

坦面より下方に並ぶ。その配置から上段テラスと掘立柱建物跡は～連の施設であると考えられる。

　S811は、下段テラスの南半側で検出した、桁行2間（3。4m）、梁行1間（1．8m）の掘立柱建物跡

である。埋土の堆積状況から判断して、掘立柱建物跡は下段の平坦面に伴うものといえるが、柱穴P

32が下段テラスの焼土面を掘り込むことから、テラス造成と建物の構築には時期差があると考える。

一335一



第5章　古墳時代の調査成果
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第5節　段状遺構
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第5章　古墳時代の調査成果

　ピット列は、下段の平坦面の下方　　表159笠見第3遣跡SS1ピットー覧表

に、傾斜と直交する方向にピットが

6基直線上に並ぶ。掘立柱建i物跡の

向きと並行することから、SB8に伴

う庇か、あるいは柵状の施設である

と考える。

　溝1は、下段テラスの下方に位置

し、傾斜に対して斜に掘られた、長

さ4．3m、幅0．3mの溝1は、埋土が

下段テラスのものと類似するが、性

格不明である。

　溝2は、下段テラスの西側で、傾

斜に直交する、幅0．2mの溝2を検

出した。この溝は下段テラスの掘り

方の幅と同等の長さに、つまりは南

側方向に延長して約8mの長さに復

元される。埋土の切りあいでは、下

段テラスの埋没後に掘削されている

ため、上段テラスに伴うものと考え

られる。溝2の北端を切るP35は浅

く、底面も歪であり、後世の撹乱と

も考えられる。

　出土遺物には、SS1からは弥生土

器壼Po1383、甕Po1384～1387、底部Po1388、短頸壼Po1389・1390、肩部Po1391、土師器低脚杯Po

1392、甕Po1393・1394、須恵器杯蓋Po1395、杯身Po1396、紡錘車S87、砥石S88、鉄器F56・57、ガラ

ス小玉J73、碧玉製管玉未成品J74～78を図化した。このうち、土師器・須恵器は上述したとおり上段

テラス埋土中からの出土で、弥生土器及び管玉未成晶は下段テラス埋土中からの出土である。

　時期は、SSI上段テラス・SB8が天神川皿～双期、古墳時代中期後葉～末ごろ、　SS1下段テラスが清

水V－1様式、弥生時代後期前葉ごろと考えられる。（家塚）

き号 麟x短轄禄さ（翻 備　　考 ξプ瀦 麟x麟一深さ（戯 備　　考

P1 28×26－51 SSl P33 37×26－55 SS1

P2 35×28－19 SS1－SB8 P34 50×39－33 SS1－SB8

P3 36×28－28 SSユ P35 64×43－26 SS］

P4 30×25－22 SS］ P36 62×誕一18 SS］

P5 43×36－42 SS㌔SB8 P37 72×48－58 SS1－SB8

P6 34×32－26 SS1 P38 35×28－91

P7 27×26－27 SS1 P39 53×35－93 SS1－SB8

P8 29×28－25 SS1 P40 43×36－79 SS1－SB8

P9 70×47－19 SS1－SB8 P41 44×44－27 SS1－SB8

P10 29×28－21 SS1 P42 68×60－37 SS1－SB8

Pl1 21×20－43 SS1 P43 39×27－20 SS1

P12 28×22－15 SS1 P44 41×32－41 SS1

P13 41×28－51 SSユ P45 56×40－28 SS1－SB8

P14 30×27－28 SS］ P46 30×26－35 SS1

P15 27×17－18 SSI P47 22×20－9 SS1

P16 38×27－39 SS支 P48 25×21－29 SS］

P17 45×35－24 SS1－SB8 P49 43×26－26 SS1

PI8 33×30－67 SS1 P50 33×31－21 SS］

P19 35×28－28 SSl P51 46×33－42 SS］

P20 35×32－40 SS！ P52 28×25－30 SS］

P21 19×19－9 SS1 P53 33×28－19 SS1－SB8

P22 48×48－17 SSl P54 28×19－］5 SS1－SB8

P23 31×23－40 SSl P55 26×23－51 SS1弍B8
P24 30×24－35 SS！ P56 22×16－55 SS1－SB8

P25 32×30－20 SS1弍B8 P57 27×23－68 SS1－SB8

P26 36×35－19 SS］ P58 31×30－62 SS1－SB8

P27 45×34－40 SS1 P59 35×20－76 SS卜SB8
P28 SS1 P60 47×15－69 SS1－SB8

P29 63×48－34 SS1 P61 26×19－78 SS1－SB8

P30 37×25－19 SS1 P62 23×20－21 SS1

P31 43×31－61 SS！ P63 17×15－17 SS5

P32 29×28－47 SSl P64 26×18－19 SS5

SS4（第487・488図、　PL．90）

　調査区東際のL4・M5グリッドにあり、標高67．7～69．6mの緩

やかに南東側に傾斜する斜面部に立地する。北側約2mにはSI48

がある。

　斜面を高さ20～36cmカットして平坦面を作り出している。南側

は調査区外にあるため全形は不明である。長さ16．6m以上、幅

3．2rn以上を測る。北東側壁際には、幅15～50cm、深さ10cm前後

の溝がある。底面にはP1～P7の浅いピットがあるが、用途は不

表16◎笠見第3遺跡SS4ピット
　　　ー覧表

と隔号 題x麟一深さ（減 備　　考

P1 32×26－12

P2 70×64－44 二段掘り

P3 37×28－12

P4 20×19－38

P5 24×21－19

P6 36×30－35

P7 83×73－34
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第5節　段状遣構

Po1383 Pol386

　　　　　　　　　　　Po1385

Po1387

　　　　　　　　　　Po1393

01390

　　　　　　Po1391

晶・鰻
　　　唾λ

　　　　　　1

巳
　F56

む　　　　　　　ユド　　　　　ぷ　

舗N
削

鳥

β

　∫

一◇

一（）

Pol392

F57

第486図

S88

　　　◎

　　　⑪

　　　　J73
　む　　　　　エニユ　　　　にの

笠見第3遺跡SS1出土遺物実測図

り　　　　　　ほユニる　　　　ハむエ

　　　　　◎
　　　　　餌圃

　　　　　　　」？4

Po三395

巨王ヨ日
Po1394

○⑳⑳
　　　　　」75

0掴一麟
　　　　」77
む　　　　　ニまニ　　　　　るぐぼ

Po1396

・一 ∴?ｱ

　　　　」76

0餌⑳
　　　　」78

明である。

　埋土は、5層に分層できた。自然堆積したものと考えられる。

　出土遺物のうち、埋土中で出土した土師器壼Po1397、甕Po1398、弥生土器甕Po1399～1405、底部Po

1406、緑色凝灰岩管玉素材片J79・80、管玉未成品∫81、水贔石核J82を図化した。

　出土遣物には弥生土器も含まれるが、最も新しい時期を示す土師器が当遺構の時期を示すと思わ

れ、天神川W期、古墳時代中期後葉ごろのものと考えられる。性格は不明である。（牧本）

第6節　古墳時代ピット（第4・5・489図）

　調査区内に1，400基弱のピットを検出しているが、このうち古墳時代遺物を含むピットが検出され

ている。

　P60は調査区南東側のM9グリッドにあり、（21×19－26）cmを測る。須恵器杯蓋Po1414が出土して

いる。P124は、調査区南東側のM6グリッドにあり、（24×20－17）cmを測る。土師器甕Po1409が出土
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第5章　古墳時代の調査成果

◎

◎・・

◎P弓

／

参ヤ／

／

／ス 7

⊃

暗黄褐色二］：

賠楊色土畷化物を少鍛含む1
灰黄楢色土磯化物を少頴含む〉
陪黄灰褐色土
陪褐色土
暗黄褐色友（炭化物、焼土粒を含む）
黒褐色ニセ

灰黄色結質上（地山か）
暗黄褐色ニヒ（炭化物を少縁含む）

暗黄褐色土（地山ブロックを少巌含む）

　　　ニヨ　ヨむ　　　　　　ロ

第487図　笠見第3遣跡SS4遣構図

している。P155は、調査区南東側のN8グリッドにあり、（30×27－58）cmを測る。土師器壼Po1407が

出土している。P250は、調査区北東側のJ4グリッドにあり、（41×33－53）cmを測る。土師器甕Po1410

が出土している。P336は、調査区北東側の16グリッドにあり、（26×22－40）cmを測る。土師器高杯Po

ユ413が出土している。P550は、調査区北東際のE4グリッドにあり、（34×24－24）cmを測る。土師器

一340一



第6節　古墳時代ピット

Po1397 　　　　　　　　　　Pol399

　　　　　　　　　　　　　　　Poユ398

　　　　　　　　　　　　　　　Po1403

む　　　　　　ヰエニぐ　　　　ユびは

　　　　謹

　　　　　　｝79

Po1404

Po1405

Po1406

ソ〃γ／／／／／

　　　　Po1400

　　　　Po1402

む　　　　　　ニユニ　　　　　う　

゜『

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・／
　　　　　　　む　　　　　　はヨ　　　　　　　ら　

　　　　　　　一
　　第488図　笠見第3遺跡SS4出土遷物実測図

P

　　　　　　　　　　ノ　も

．　き　≡“

勒　灘
　　　　＝、y

　　　　　　J82

甕Po1408が出土している。　P913は、調査区南西側J16グリッドにあり、（57↑×37↑－7）cmを測る。

土師器甕Po1411、高杯Po1412が出土している。

　時期は、Po1407は天神川nl期、　Po1408～1410は天神川1期、　Po14U～1413は天神川V期、　Po1411は

天神川X期ごろと考えられ、古墳時代前期前葉から後期初頭にかけてのもので、古墳時代集落と同じ

存続期間を示す。（牧本）

　
｝

r－｝ ｷ一〉一ぞ
_＿＿⊥＿⊥＿，

　
寵1］i 一… Po1407

ミ 《

Po141ユ

卓／鳩シ

ミミ＼べ＼

Po1幻2

　　　　　　　　　　』口・ξヨゴ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Po1414
第489図　笠見第3遺跡古墳時代ピット内出土遺物実測図
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第5章　古墳時代の調査成果

第7節　笠見3号墳（第490～500図、PL．92・93・169～η2・177）

　調査区中央東側のK5・6、L5・6グリッドにあり、東側に緩やかに傾斜する標高69．7～70．8mの斜

面部に築造されている。墳丘は梨耕作等により削平されており、特に北西側は大きく掘削を受けていた。

　当古墳は、平成14年度の調査によって確認された新発見の古墳で、現状では単独で存在するもので

ある。同丘陵上にある笠見2号墳は、約200m北西に存在する。現状では群集墳の様稲は見受けられ

ないが、同丘陵上は後世の耕作等によりかなりな削平を受けているものと考えられ、その他に古墳が

存在する可能性は否定できない。

　墳丘は、南北12．5m、東西12．7mを測る円墳である。高さは、現状では西側周溝底から0．75m、東

側周溝底から1．Ilnを測る。盛土は、最大35cmとわずかに確認できた。掘り下げ時に、旧表土と盛土

下の竪穴建物（SllOO～102）埋土の区別ができなかったため、旧表土を掘りとばしてしまった部分も

あるが、墳丘築造時には、地山を約50cm程度削り出して墳丘基壇を作り、盛土を行っていることが判

明した。なお、旧表土は墳丘南側にだけ確認されている。

　周溝は幅0．5～1．8mを測り、全周している。斜面地に立地するために、墳丘西側の丘陵頂部側を特

に深く掘り込み、東側はあまり深くない。深さは、西側で最大95cm、東側で10cm前後となる。

　盛土を除去したところ、周溝の内側、つまり墳丘内部に幅0．6m前後の溝が検出された。南・西側

は明瞭であったが、北・東側段状になる。この部分の覆土は、盛土下層と同質のローム層を多量に含

や／ 　　　　　　40m

第49◎図　笠見3号墳墳丘測量図
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第7節笠見3号墳

む淡黄橿色土層で放置された状況がないこと、墳丘に対して同心円状に巡ることから、墳丘築造時に

計画的に掘り込まれた、区画溝と推定される。

　南側区画溝i内で、二段掘りの埋葬施設SX］が掘り込まれている。規模は、上面で長軸1．95m、短軸

0．85m、深さ0．31～0．46mを測り、さらに、底面中央を長さ1．4m、幅0．28～0．4m、深さ5～8cm掘り

込んでいる。埋土は、4層に分層できた。棺痕跡は認められなかったが、中央部は落ち込んだ堆積と

なっており、木棺が埋置されたものと考えられる。遺物は出土していない。

　また、周溝底部も地山ブロックを多量に含む暗褐色土によって整形されており、区画溝の存在と併

せ墳丘築造過程を考える上で興味深い。墳丘基壇上面及び区画溝内で、ピットが多数検出されたが、

これらは古墳以前のものと考えられる。

　主体部は、S－64㌧Eと南東に開口する無袖の横穴式石室である。石材は、天井石、玄室奥壁が既

に移動もしくは抜き取られており、玄室両側壁基底石が一段2列遺存していたのみである。検出時に

石室天井石と思われたものも、原位置を保つものではなく、二次的に移動されたものと判断された。

閉塞石は遺存していなかったが、玄室と前庭部との境に浅い溝が掘り込まれており、さらに、北側前

庭側壁の一部が凹み、石材の積み方が異なる部分があり、この部分で板石または木板で閉塞が行われ

ていたものと考えられる。規模は、玄室長2．13m、幅LO～1．1m、高さ0．75m以上、前庭部長3．95m、

幅0．8～0．95mを測る。玄室床面には、径3～5cm大の円礫が敷き詰められて礫床となっていたもの

と考えられるが、遺存していたのは中央部分だけであった。

　石室入口にあたる部分は、側壁基底部に石材を据える掘り込みがなく、また、天井石と考えられる

ような石材も周辺からは出土していないことから、所謂前庭側壁と呼べる構造である。この部分の石

材も原位置を保つものはほとんどなく、前庭部に落ち込んだ状態で出土している。前庭部は、玄門側

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　が高く開口部に向かって

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　緩やかに傾斜し、床面に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　は段状のステップが認め

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　られる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　出土遺物には、東側周

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　溝内を中心にして多量の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　須恵器類、盛土内で土師

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　器、鉄器が出土した。図

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　化できたものには、須恵

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　器杯蓋Pol415～1448、杯

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　身Po1449～1495、高杯Po

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1496～1499、直口壼Po1500、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　亙皇Po　1501、　椀］≡）01502　・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1503、短頸壼Po　1504、長

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　胴壼と思われるPo1505、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　提瓶Po1506～1511、平瓶

　　　　　　　　　　　　　　　口　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o　s＝1：160　40m　　　Po1512、横瓶Po1513があ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一
　　　　　　第49］図　笠見3号墳墳丘除去後測量図　　　　　　　　　　　る。これらは、一部蓋i杯
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1　賠褐色L（表土　ホ郷乍L＞
2　11’褐色む

3　賭灰褐色」，

4　陪灰赤褐色1．

5　暗灰褐色．L

6　淡頂褐色上
7　暗黄灰褐色粘質1，
8　暗灰色寸
9　　～炎肝ぎ褐色ゑ　（SI32♪P」）

10　暗褐色L（2～5cm人の地山プロノ
　　クを含む）

11　淡灰褐色土

12　暗灰褐色L
13　　＄匡ま餐き色」三　く1［｜2ζ「L）

14　暗褐色⊥（1cm人の地山プロノクを
　　含む）

15　賠茶褐色ゴ

玉6　庚芥褐色⊥（3c閲人の地山プロノク
　　を含む）

17淡黄燈色L
互8　暗黄灰褐色」　（地山プロノクを多鍛

　　に含む）

19　陪掲色上（地山プロノクを多綴に含
　　む）

20　暗汐（鵜色｛

21略茶褐色士

巳

9
ト
⊥

ぷ

22

23

24

26

27

29

30
31

32

33

34

35

36
37

38

b

自

〃

ぺ＼

二

陪灰褐色⊥（SI101坪］，）

暗燈灰褐色土
淡社絶」

灰褐色」

暗灰褐色L
声褐色⊥（2～3c皿人の地山プロノ
クを含む）

絡茶鵜色上（地山プロノクを多鷲に
含む〉

暗燈褐色ふ（地山プロノクを多鼠に
含む〉

｝｛1褐色L

淡黄褐色L
暗芥縄色L
明鼓縫｛竺」．

暗黄褐色土（地1hプロノクを多鼠に
含む）

暗黄褐色土（地山プロノクを多景に
含む。3］より賠い）

陪褐色粘質1
暗掲色L（地山プロノクを含む。円
礫をわすかに含む）

木の根擬乱

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　O　　　　S＝］　80　　　　2m

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

第492図　笠見3号墳墳丘土層断面図
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第7負∬　笠見3号墳

＼＼

1灘

i妻

　　　　　1　褐色上
　　　　　2　暗灰幻色i
　　　　　3　晴黄掲色1，（地山プロノクを多騒に含む）
　　　　　4　暗負灰色む（地山プロノクをわずかに含む）
　　　　　5　暗褐色正（］c且大の地山プロノクを含む）
　　　　　6　賠褐色｝（］～2cm人の地山プロノクを多諺iこ含む）
　　　　　7　賠掲色1　（6よりやや｝男るい◇均質）
　　　　　8　宿幼色｛（地ll］プロノクを含む。円礫をわずかに含む）

　　　　　9　本の根縫乱

第493図　笠見3号墳横穴式石室実測図

が重なって出土しているものがあるが、いずれも原

位置を保つものではなく、石室内から二次的に廃棄

されたものと考えられる。石室内では伴う遺物は無

く、わずかに礫床内で弥生土器片が出土しているの

みである。

　その他には、墳丘盛土内で土師器甑Po1514、高杯

Po1517～1520、甕Po152ユ～1522・1524、弥生土器甕

Pol523、無頸壼Po1525、器台Po1526、磨石S89、敲

石S90などが出土している。盛土中及び周溝埋土中

に古墳築造時期以前の遺物が出土しているが、これ

らは、周囲の竪穴建物等に伴うものが混入したもの

と考えられる。

　南側盛土中では炭化物とともに鐙金具1対分（F

59・60）、また、西側盛土内では竈と思われるPo

十　く
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第5章　古墳時代の調査成果
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第7節 笠見3号墳
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第5章 古墳時代の調査成果
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第7節　笠見3号墳
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第5章　古墳時代の調査成果
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第7節　笠見3号墳
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第6章　奈良時代以降の調査成果

第1節　奈良時代以降調査の概要

　奈良時代以降では、遺構数は限られ、奈良時代ごろの竪穴建物跡SI5、平安時代ごろの火葬墓SK2、

平安時代以降のB区溝群、中世末から近世の仔牛を埋葬したSK93があるに過ぎない。また、ピット

内に平安時代ごろの遺物を含むものが2基、遺構外でもわずかに遣物が出土するに過ぎない。

　歴史時代では、当地は前時代までのように集落が積極的に形成されることはなく、墓地や耕作地と

して利用された可能性がある。（牧本）

　　　　　　　　　　　　　　　ヨヌ
　　　　　　　　　　　　　　ゴP3σ、“　＼．◎

＼ち　　　・ぶ　’濾
　　＼
　　　　　62　　　　　　　　6364
　　　　　　　　　　65　　　　　　　　’㌔
　　　　　　　　　　　　　．蛋

　　　　　…r・一ミミ〈巴。ノ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　’ノ、つ　　　　　／“

　　　　　　　／一〉ン71
　　　　　　　　　　参，一一一一一’・’“．今、72－一一゜’“｝、‘＿

　　　　　　　　　　　　　　　P13　　　　　　　　三r・声…

　　　　　　　　　／叫‥74｛叫、レ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　SK2
　　　　　　　　　　　　　　　　SI5

　　　　・／〉もジ考ごパち㌢　や』マ
　　　　　第501図　奈良時代以降遣構配置図

第2節　竪穴建物

　Sl5（第5◎2・503図、　PL．94・総8）

　調査区南東側の013グリッド周辺で検出した竪穴住居跡である。標高73．8mの比較的平坦面に立地

する。

　撹乱坑が縦横に走り、遺存状況は良好とは言い難い。一辺5．3m四方のほぼ正方形の竪穴建物跡で

ある。床面積は23．8㎡を測る。建物の軸は南北方向に一致する。壁高は、最も遺存良好な南西隅で29

表相1笠見第3遺跡Sl5ピットー覧表

ピット番号 長軸×短軸一深さ（cm） 備　　　　考 ピット番号 長軸×短軸一深さ（cm） 備　　　　考

42×34－44

R7x32－22

T7×44－25

S4×42－49

T0×45－12

Q8×23－U

主柱穴

蜥血且

柱穴主

血�

7P

WP

№o

P0P

P1�

8×45－293

W×38－3］1

P0×69－193

S×27－203

W×38－5�

352一



第2節竪穴建物
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第502図　笠見第3遺跡Sl5遺構図

cmを測る。溝iは幅15～34　cm、平均し

て20cm前後、深さ2～6cmの溝であ

る。残りは悪いが当初は全周してい

たものとみられる。

　床面でピットを11基検出した。こ

のうちP1～P4が主柱穴とみられ、

4本柱の構造とみられる。柱間はP1

－P2間から以下順に2．35m、2．2m、

2．55m、2．6mである。

　その他のピットは深いものでも30

cmほどと比較的浅いことから、柱穴

とは考え難く、用途不明である。壁

また床面には3箇所にわたり焼土面

が認められた。

　埋土は遣存良好な箇所で厚さ22cm

GC”（ゴ○㌧に）’“’つ

一1一
　　乙
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一
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　　　　　　　　　　　　　ー
第5◎3図　笠見第3遣跡Sl5出土遣物実測図
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第6章　奈良時代以降の調査成果

あり、4層に分層可能である。建物東側の壁際から徐々に埋没していく状況がうかがえ、自然堆積に

よるものとみられる。

　出土遺物は、床面に近い埋土中から土師器甕Po1527が出土した他、床面から浮いた状態で須恵器高

杯Po1528、回転糸切り底の杯Poユ529、弥生土器大型甕Po1530が出土した。

　当遣跡では唯一の奈良時代ごろの竪穴住居跡と考えられる。（小山）

第3節　土坑・土墳

　SK2（第504・505図、　PL．94・95・］73）

　調査区南東際のC区P9グリッドで検出した火葬墓である。標高約7L5mの東南方向斜面に立地する。

　平面は隅丸長方形を呈し、長軸94cm、短軸80　cm、深さは最深部で50cmを測る。掘方短軸は座標北に

対し60度西に振る。

　埋葬の当初は、埋土の上面が大ぶりの炭で被覆されていたとみられるが、その炭の直上は、厚い表

土で覆われていた。このため調査当初は表土を除去する最中、出土した炭は耕作土中のものと考え、

除去してしまった。その後、後述する大型杯の日縁部の一部が出土し、さらに骨片が認められるに及

び、火葬墓と判明した。そこで急遽精査に切り替えたため、炭による火葬墓上面の明確な被覆状況は

不明である。

　埋土は大別3層に分かれ、上層は前述の10cm大の炭の層、中層が拳大の炭混じりの暗褐色土、下層

が7～8㎜大の炭層である。下層の上面は平坦で、その上に大型の土師器杯が納められていた。杯の

中には火葬骨とみられる骨片が多量に入っていたことから骨蔵器であると判明した。骨蔵器を囲む埋

土は中層にあたるが、杯の周囲は特に炭が多くしまりがない土であった。またこの層から鉄釘が出土

した。釘は木質が付着し、火を受けた形跡は認められない。また釘の出土位置や方向に規則性はな

く、ばらばらである。おそらくは骨蔵器は木櫃状の容器に納められ、木櫃の腐朽にともない釘が2次

Po1537

　　　儲．∪ノ

〉　°ノ無

H＝ア1．6m

Po］53］

一A’

日褐色土（しまり弱の提
乱と）

涯1鵜色土（1～5センチ
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炭暢（7～遜颯大の炭で
套〆　4翻
賜黄褐色土
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　　　　　　　　　　　　　一
第504図　笠見第3遺跡SK2遣構図
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第3負日　土坑・土蹟

的に移動したものと考えられる。またこの中層からは土師器の甕や杯、皿などがすべて破片となって

出土した。いずれも被熱の痕跡は認められない。また杯高台の外側には鉄器破片が錆びついていた。

　以上のことを踏まえ埋納の過程を復元すると、台地の東南斜面に長方形の掘方を掘削し、底に7～

8㎜大の細かな炭を敷く。埋土下層の炭層に該当するが、北西側に薄く、東南側に厚い。最大で厚さ

5cmである。これは掘方の底の高低差を解消し、上面を平坦にするためのものと考えられる。

　次にこの上に大型の杯が納められる。釘が出土したことから、おそらくは木櫃状の容器に入れられ

埋納されたと考えられる。釘は火葬した時の木棺の釘である可能性もないわけではないが、釘に木質

（二）子、
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第505図　笠見第3遺跡SK2出土遣物実測図

○

～◎

F63

一355一



第6章　奈良時代以降の調査成果

が付着し、被熱の痕跡が無いことから、前説を支持したい。

　鉄器は、杯の高台に密着して出土したことから、杯とともに木櫃に納められたものと推定される。

その後木櫃と掘方の間にコブシ大の炭を充填するが、この際破砕した土師器をともに埋納する。

　次にこの上面を大きめの炭を用いて被覆したものとみられるが、詳しい被覆の状況は不明である。

またさらにこの上の盛土の有無についても不明であるが、周辺には区画溝などは認められなかった。

　出土した土器はすべて土師器で、骨蔵器に使用された大型杯Pol532の他、杯Po1533～1545、高台杯

Po1546、甕Po1531、弥生土器甕Po1547、鉄釘F61～63などである。このうち骨蔵器に使用された杯は

口径約32．5cm、器高9．8cm、底径18．3cmと大型で類例を見出し難い。杯類は、底部押圧技法が見られ

る。鉄器は骨蔵器に錆びついているため、表面の詳しい観察は困難であるが、長さ約8．5cm、幅約2

cm、厚さ2．5㎜の鋤先かと思われる。

　出土遺物から、伯書国庁2期、平安時代半ばごろ（10世紀ごろ）のものと考えられる。（小山）

　SK92・93（第506・507図、　PL．95）

　調査区中央やや西寄り、SK92は115グリッド、　SK93はJ！5グリッドにあり、標高72．5～72．8m前後の

ほぼ平坦面に立地する。SK92の約1m東側にSK93がある。周辺は、耕作等の撹乱及びSD5によって掘

り込まれている。

　Siく92は、上縁部不整楕円形を呈し、長軸65cm、短軸59　cm、深さ50cmを測る。底面は長楕円形で、

長軸114cm、短軸75cmを測り、北側に大きくくびれる。埋土は、埋め戻したような燈褐色土系の土層

である。出土遺物はない。

　SK93は、上縁部不整楕円形を呈し、長軸140cm、短軸112cmを測る。入口は段状に深さ160cm掘り込

まれる。底面は楕円形を呈し、長軸155cm、短軸135cmを測り、南側に大きくくびれる。埋土は上層か

ら中層は黒褐色土系、下層は天井崩落土が堆積していた。底面には、表面を加工した大型石材の下

に、上・下顎骨の形状から仔牛と判断された非常に遺存状態の悪い骨が検出された。

　SK92・93とも、形態的には地下式横穴といえるが、　SK92は使用された痕跡がなく、未完成のもの

と考えられる。SK93も、再利用で動物が埋葬されていた可能性はあるが、丁重な埋葬行為が窺われ

　　　　　＼＼＼　　　　／／／

　　　　　　＼　　　　　ノ
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第506図　笠見第3遺跡SK92遺構図
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第3負6　土叱充・土墳

る。出土遺物はなく時期は不明であるが、骨の1℃年代測定の結果、350±40B．P、16～17世紀ごろの

ものと判定された。（牧本）
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第4節　溝状遣構

第4節　溝状遺構

　B区第1遺構面溝群（第5◎8図、PL．95）

　調査区北側のB区北東側にあり、表土及び耕作土の除去後に検出した。検出面は、弥生時代中期～

後期の遣物包含層（第4層）上面である。標高66．0～67．4n1の、南側に傾斜する斜面部に立地する。

　遺存状態は悪く、特に西側は部分的な検出のみにとどまった。溝は、東西46m以上、南北17m以上

の範囲にあり、幅25～45cm、深さ10cm前後を測り、東西南北方向に縦横に走っている。

　溝埋土は、暗灰褐色土が入り込んでいる。

　出土遺物はないが、後述するB区P3と同一検出面上にあることから、平安時代以降と考えられる。

何かを区画するようには見えず、性格は不明であるが、耕作に伴う溝の可能性がある。（牧本）

第5節　ピット内遺物について

8区P3（第509図）

　調査区北側に当たるB区の北東側にあり、

溝群と同じく表土及び耕作土を除去した後に

検出した。検出面は、弥生時代中期～後期の

遺物包含層（第4層）上面である。

　P3は、標高67．2m付近にあり、（50×45－

44）cmを測る。埋土中で土師器甕Po1548、回

転台土師器杯Po1549、高台杯Po1550が出土し

ている。Po1548は、大きく外傾する口縁部を

もち、体部は球形を呈す。器壁が厚く外面粗

いハケ目調整が施される。Po1549・1550とも

内外面赤色塗彩が施される。

　出土遺物の形態的特徴から、伯書国庁第2

様式SD35形式、平安時代ごろ（9世紀）の

ものと考えられる。（牧本）
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第509図　笠見第3遺跡B区P3内出土遣物実測図

P13（第51◎図）

　調査区中央やや南東側にあり、L11グリッドの

標高72．71n付近のほぼ平坦面に立地する。

　規模は（40×28－30）cmを測る。埋土中から弥

生土器Po1551、回転台土師器Po1552、須恵器高台

杯Po　1553が出土している。　Po1552は、内外面赤色

塗彩が施され、底部押圧される。

　出土遺物の形態的特徴から、伯書国庁第2様式

SKO5形式、平安時代ごろ（9世紀後半から10世

紀）のものと考えられる。（牧本）
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第510図　笠見第3遺跡回3内出土遣物実測図
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